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本電子書籍を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。





本電子書籍は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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　シルディーン王国北の辺へん境きよう、アズベルグ地方。

　一年をとおして肌寒いこの地は、新年を迎むかえた喜びも束つかの間ま、季節はいまだ冬まっただ中。広大な領りよう地ちに乱立する山や谷は雪に埋うめ立てられ、人々は冬が来る前に潰つぶした家か畜ちくの肉などをかじりながら、ひたすら春を待っている。

　そんなアズベルグ地方のさらに北、黒い森の奥にある怪あやしい領主の館やかたでは、内々だけのあるささやかな宴うたげが開かれていた。

「ルアーク、一歳のお誕生日おめでとう!!」

　屋や敷しきの一階にある会食の間にて、並んだご馳ち走そうを前ににこにこしながら祝いの言葉を述のべたのは、領主カシュヴァーン・ライセンの妻であるアリシアだ。

　積もった雪で窓がふさがれ、いつにも増して薄暗い室内でもその笑顔に曇くもりはない。むしろ、恐怖小説大好きな彼女はそれを喜んでさえいる。

「うふっ、暗い中蠟ろう燭そくの火を立てて、身内だけで秘密の集まりなんてすてきね!!　私のお誕生日も、こういう風にしようかしら!!」

　一見亜あ麻ま色いろの髪と眼鏡めがね以外特筆すべき点のない、顔も体型も地味で小柄な少女である。だがアリシアには「死神姫」という不ふ吉きつな二つ名があり、その名に相応ふさわしく「死神」と呼ばれる少年を「息子」としている。

「お母さん」であるアリシアの十六歳の誕生日はやがて来る春先、「お父さん」であるカシュヴァーンの二十三歳の誕生日は去年の終わり。本日はその真ん中に設定された、「息子」ルアークの一歳の誕生日を祝う会なのだ。

「ルアーク？」

「……あ、ん、ごめん。ありがと、アリシア」

　主しゆ賓ひん席せきに座った銀髪の少年は、物思いから引き戻された様子で慌あわててそう言った。

「ごめんなさい、ルアーク。何か考え事をしていた？　それともおなかが空すいた？」

「おなかが空いてるのはアリシアだよね、たぶん。俺は大丈夫だよ。そして俺はこっちだよ」

　元々眼鏡で補おぎなえないほど視力の悪いアリシアは、眼の前に積み上がった蒸むし泥どろイモのバターのせに向かって話しかけている。

　しかし、他人の状況はきちんと観察しているルアーク自身は、まだどこかぼんやりした様子だった。

「俺からもおめでとうだ、ルアーク。お互い生きてこの日を迎えられてよかったな」

　心ここにあらずな本日の主役に声をかけたのは、全身黒ずくめの体格のいい黒髪の青年。「アズベルグの暴君」と悪あく名みよう高いカシュヴァーンである。

「あはは、そうだね、お互い何度か死にかけたからね。そもそも俺は、あんたを殺しに来たんだし」

　見た目はアリシアと変わらない年齢のルアークも、朗ほがらかに笑い返した。元〈玩おも具ちやの兵隊〉なる暗殺組織で生まれ育ったルアークの、本当の誕生日は誰にも、本人ですら分からない。

「……ルアーク、お前の祝いの席だぞ。カシュヴァーン様も、そういう話はやめて下さい」

　支し度たくを終え、自分の席に座りながら注意するのは、カシュヴァーンの幼おさな馴な染じみ兼けん執しつ事じのトレイスだ。本日はトレイスだけでなく、普段は遠えん慮りよするメイドのセイラや料理人のダンなども同じ長卓を囲んでいる。

「おっと、ごめんなさい。どうも慣なれなくて、こういうの」

　珍めずらしく困った表情になったルアークだったが、すぐに話題を切り替えた。

「じゃあえーと、始めようか？　アリシア、すごくおなかが空いてるみたいだし」

　季節柄保存食、特に領主家にて率そつ先せんして食べることを宣言している干し魚を使ったものが多い、いささか偏かたよった料理を眺ながめてルアークが言った。心持ちご馳走に向けて身を乗り出していたアリシアも、はっと姿勢を戻す。

「あら、ごめんなさい、私ったら……」

　垂たれかけたよだれを拭ふき拭き、アリシアはカシュヴァーンを見た。食い意地の張った妻の視線に応じ、カシュヴァーンが酒杯を持ち上げる。

「では改めて、我が『息子』の誕生を祝い、乾かん杯ぱい！」

「乾杯ですわ！」

「えへへ、かんぱーい」

　少々気恥ずかしそうにしながらも、ルアークもみなに同調した。

「あら、ルアーク、強いのね。もう空からっぽ？」

　葡ぶ萄どう酒しゆを二口ほど飲んだところで、アリシアはすでにルアークの杯さかずきが空になっていることに気づいた。

「ああ、まーね」

「ちょっと待ってね、今お代わりを」

「あはは、いーよ、ほら、カシュヴァーンおにいちゃんが睨にらんでるじゃん。あ、おにいちゃんのも空っぽだね、俺お酌しやくしちゃう!!」

　甲か斐い甲が斐いしいアリシアの向こう、険けわしいカシュヴァーンの視線を感じ取ったルアークは、瓶びんを手にして立ち上がると、わざとらしくその肩にしなだれかかってみせた。







　やがて、早々にご馳走をたいらげたアリシアは、主賓席に座ったルアークに近寄った。その手には、端は切ぎれで作ったリボンのかかった小さな木箱がある。

「ルアーク、本当におめでとう！　これ、私からの贈おくり物よ」

「あ、うん、ありがとう」

　反射的に立ち上がりそうになったルアークをカシュヴァーンが止める。

「ルアーク、主役は堂々と座っていろ」

「うーん、まあ、そうするべきなんだろうけど、どうもねぇ……慣れないんだよね、俺、主役って。なんていうか、暗殺されそうで」

　普段身を隠かくしているためか、ルアークは最も目立つ席に座りっぱなしという状況が落ち着かない様子だ。先ほどからどうにも居い心地ごこちが悪そうなのを見て、アリシアはこう提案した。

「あら、ごめんなさいねルアーク。じゃあこれは……そうだ、今ルアークが座っている椅い子すの下にこっそり置いておくから、人ひと気けがなくなったところで回収に」

「……おい、それは誕生日の贈り物だろう？　変な取引みたいな渡し方はよせ。ルアーク、お前も胸を張って受け取れ」

　ため息交まじりのカシュヴァーンの命めいに従い、アリシアは内心ちょっぴりがっかりしながら、手にした物を差し出した。

「そうですわね……じゃあ、はい、ルアーク、開けてみて!!」

「わ、わあ、嬉うれしいなアリシア、ありがとう」

　照れているのか、やけに神しん妙みような態度のルアークをカシュヴァーンがからかう。

「俺の『息子』はずいぶん恥ずかしがりやになったな。まあ一歳といえば人見知りもする時期か？　春が来るまでは他にこれといった行事もないんだ、主役に乗ってもらえんと騒さわげんだろうが」

「……へー、さすがなんにもしないで二人の子持ちになっただけあって、子供の成長について詳くわしいね。いつから騒ぐのが好きになったの？」

　やり返すうちに調子が戻ってきたらしく、ルアークは躊ちゆう躇ちよなく贈り物のリボンを解ほどき始めた。

「リボンまで手作りなんだね？　ありがとう。でもよかったのに、アリシアには自由にできるお金なんてないんだしさ」

「ルアークはそう言うと思ったから、そんなに高くない物にしたの」

「あはは、そこまで気を遣つかってくれたんだ、悪いね。ふーん、でも、いっそ高い物をせびればよかったかな？　その場合アリシアはカシュヴァーンおにいちゃんに頼む、カシュヴァーンおにいちゃんは見返りに何かいやらしいことを要求して、そして俺には来年弟か妹が贈られると、おっとっと」

　調子が戻りすぎたルアークの軽口を閉じさせようと、カシュヴァーンが贈った拳こぶしをルアークはひょいと頭を下げてかわした。

「……あれ、中身もリボン……じゃないね」

　木箱の中に収められていたのは一枚の白い布である。一見なんの変へん哲てつもないそれに、ルアークは指先で感触を確かめるように触ふれた。

「ただの布、じゃないか、いくらアリシアでも。なんかこれ、トレイスさんが同じような物を持ってるのを見たことある気がするなあ」

「ええ、トレイスにお願いして、同じ物を用意してもらったの。これは銀を磨みがくための専用の布よ。研けん磨ま剤ざいを染しみ込ませてあるんですって。ねえトレイス？」

　アリシアの呼びかけに、後片付け中のトレイスがなぜか遠い眼をして答えた。

「はい、そうです。セイグラム様も認める品だそうでして……私の腕うでにはもったいない物だそうですが、私の未み熟じゆくさを補うためには仕方がないと……」

　銀食器はその家の格を端たん的てきに周囲に示す品であり、それゆえに執事は銀食器磨きに精を出す。時々勝手にトレイスの教育係までやっているセイグラムお薦すすめの一品らしい。

「なるほどね。えっと、ごめんアリシア、これは俺の武器の手入れ用ってことかな？」

　ルアークの武器といえば、針状の銀色の得え物ものだ。研磨剤で磨く必要はありそうだが、アリシアは首を振る。

「武器の手入れに使ってもらってもいいけど、ほら、前にルアークに守り石をあげたでしょう？ルアークっぽいからあれを選んだのだけど、あれはほとんど全部銀の塊かたまりだったわよね。だから贈り物をこの布にしたの」

　アズベルグ地方の伝統的なお守りである守り石は、本来普通の石に多少の鉱こう物ぶつが混じっているものだ。しかし以前アリシアがルアークに贈ったのは、彼の銀髪によく似た輝かがやきを持つ小さな銀ぎん塊かいだった。

「銀って放っておくと黒ずんでしまうでしょう？　けれどこれで磨けばぴかぴかになるわ!!　見た目が悪いと、売る時価値が下がってしまうしね」

「ああ、なるほどね、ありがとう。そうか、これを磨けってことか……」

　つぶやいたルアークの手の中に、どこから取り出したのか銀色の塊が出現する。

「あら、すてき。なんだか私があげた時より、きれいみたい」

　渡す前にアリシアも多少磨きはしたのだが、表面の硫りゆう化かを完全には取り除のぞけなかった。そのことを覚えていたので今回この布を贈り物に選んだのだが、今ルアークが取り出した銀塊にはどこにも黒ずみなどない。

「──大事に、してるから」

　はにかむように微笑ほほえむと、ルアークは贈り物の磨き布をきちんとたたみ直した。

「ありがとう、アリシア。これからも大事にするし、絶対売らないよ」

「そう？　よかった。でも、もう磨き布を持っているのなら、今日あげた布は売ってもいいわよ？」

　アリシアが微び妙みようにずれた返答をしている間に、トレイスと一緒に後片付けをしていたメイドのノーラがやって来た。

「ルアーク。その、これは、私からですわ」

　その手には、ひと揃そろいの服が携たずさえられている。赤毛と美び貌ぼうと豊満な胸が自じ慢まんの彼女は、針はり子ことしても非常に優秀だ。

「え、ノーラが俺に？」

　アリシアが贈り物をくれることは予測していても、ノーラまでとは思っていなかったようだ。意外そうに聞き返してくるルアークに、ノーラはちょっと恥ずかしそうに早口で説明した。

「あなた、あまり人前に出ないでしょうけど、ちゃんとした格好をする機会が今後あるかもしれないでしょう？　その時にばたばたさせられては、その、あなたのご両親が困りますものね」

　弁解めいたことを言いながら、ぐいぐい押しつけられた物をルアークが広げてみた。アリシアも横から覗のぞき込む。

「まあ、すてき!!　さすがノーラね」

　現在ルアークの身を包む、動きやすさを重視した黒い上着とは正反対の、夜会用の礼服だった。襟えり元もとをさり気なく飾る銀糸の縫ぬい取とりが美しい。

「へー、すごいや。仕事でこういうのを着たことはあるけど、俺用に作ってもらったのは初めてだなぁ」

「べ、別に大したことはありませんわ。カシュヴァーン様の昔のものを、少し直しただけですし」

　それほどの手間ではなかったとノーラは強調するが、ルアークは贈り物を胸に抱いて笑った。

「お下がりか、懐なつかしいなあ。ありがとう、ノーラ、優しいね」

　くすぐったそうに笑う瞳ひとみの奥に、妖あやしい光が揺ゆらめいた。

「……えへへ、やっぱりちょっと、もったいないことしちゃったかな？　どうかなノーラ、これを着て俺がダンスの申し込みとかしたら、くらっと来ちゃわない？」

　一度はノーラの花はな婿むこ候こう補ほに名が挙あがったルアークだ。妙に色っぽい流し眼に、ノーラはどぎまぎと視線を逸そらす。

「な、なんですの、今さら……もう、いつもは子供みたいなのに、急にそういう態度を取るのはやめてちょうだい!!　それに……私には、もう」

　控ひかえめに恋人の存在を匂におわせながらノーラが見た先には、昨年末以来ライセンの屋敷に逗とう留りゆうしているレイデン主従の姿がある。茶色い髪に、やや女顔の若者がティルナード・レイデン伯はく爵しやく。主あるじよりよほど偉えらそうな、黒髪をひとつ縛りにした青年が執事兼教育係のセイグラム・アーレイだ。

「ああ、そうよね、ノーラはレイデン伯爵様とダンスを踊りたいのよね」

「も、もう奥様ったら、そういうことをはっきりおっしゃらないで!!」

　言い返しながらも、ノーラはその言葉自体は否ひ定ていしない。自称「カシュヴァーンの愛人」だったノーラだが、最近はカシュヴァーンの被ひ後こう見けん人にんであるティルナードと親密なのは、アリシアでさえ気づいていることだ。

　レイデン主従がいまだ領地に戻っていないのは、王子ゼオルディスとの対面で体調を崩くずしたティルナードの回復を待っているためである。しかしノーラとの仲もまた、逗留期間の長さに影響しているようだった。

「あっ、なんだ、ルアーク……!?」

　と、ルアークとノーラの間に流れる艶なまめかしい雰ふん囲い気きに気づいてか、ティルナードがつかつかと近づいてきた。子供子供した顔を精一杯厳しく引き締め、

「ル、ルアーク。僕からもいずれ、何か贈る。ここではすぐに用意ができないから、一度家に戻るまで待ってくれ」

　ノーラとの間に肩をねじ込むようにしながらの宣言に、ルアークはそらとぼけて応じる。

「えー、いいよ、気にしなくても。おぼっちゃんに気を遣ってもらえただけで、わーあのティルぼっちゃんが成長したんだなー、俺も年を取るはずだなーって感かん慨がい深い気分になるし」

「一歳になったとか言っていたくせになんだ!!　ふ、ふん、とにかく、僕は世話になった相手への義理を忘れない男なんだ。でも、ノーラはやらないからな!!」

「まあ、レイデン伯爵ったら……」

　ぽっと頰ほおを染そめ、満まん更ざらでもなさそうなノーラの横にいつの間にか歩み寄ったセイグラムが、平然と告げた。

「ではルアーク、私が代わりにこの雌めす猫ねこをやろう」

「ちょっと、なんで私があなたに物扱いされますの!?」

　いきり立つノーラをセイグラムがじっと見つめる。な、なんですのと言いながら後ずさるその手を、セイグラムは出し抜けに摑つかんだ。

「では、お前に私をやろうか、雌猫。それならティルナード様を諦あきらめるか？」

「はぁ!?」

「おいっ!!　何を言っているんだ、セイグラム!?」

　ノーラ以上にティルナードが仰ぎよう天てんしている。案あんの定じよう始まったノーラとレイデン主従の混戦をよそに、ルアークは楽しそうにつぶやいた。

「あはは、本当におぼっちゃんは成長したなあ。この調子だと、本当にいろいろ抜かれちゃうかもね、おにいちゃん？　アリシアも協力してあげてね」














「……うるさい、余計な気を回すな」

　カシュヴァーンはぶっきらぼうにつぶやくが、アリシアは素す直なおな反応をする。

「まあ、申し訳ありませんわ、カシュヴァーン様。私、何を協力すればよろしいの？」

「……そうだな。とりあえず、『好き』と言ってくれるか？」

　開き直ったのか、多少酒が回っているせいか、カシュヴァーンは大だい胆たんな発言をした。

「えっ？　は、はい、あの、す、す……」

「聞こえんなあ」

　妻に絡からむカシュヴァーンに「見せつけられちゃった」と肩を竦すくめるルアークの側へ、今度は絵師のリュクがやって来た。先ほど後片付けの手伝いをしていた時までは明るかった表情が、どんよりと沈しずんでいる。

「ごめんルアーク、あの、武器につける装そう飾しよくのことなんだけど、こう、図案は浮かんでるんだけどさ……」

「あ、うん、いいよ、どうせ間に合うと思ってなかったし」

　リュクが自分で設定した締め切りに間に合わないことなど、みな承しよう知ちしていることだ。あっさり切り捨てたルアークは、ついでのようにつけくわえた。

「あーそれと、手伝いとかしてセイラさんの点数稼かせいでも無む駄だ……いいや、なんでもない」

　不思議そうな顔をしつつ、リュクは「あさってまでには！」とおよそ守れそうにない期限を切った。そしてリュクと入れ替わりに、彼の絵の弟で子しにあたるトレイスが一枚の絵を抱かかえてやって来た。

「ああ、ルアーク、これは、その、私から」

「……ああ……」

　やっぱりか……という顔をしながら、ルアークは受け取った絵を眺めてひと言、

「……きっと、俺の肖しよう像ぞう画がだよね？」

　白い紙の上に描かれているのは、本人しか分からない法則に則のつとって混ぜられた、様々な赤で塗ぬられた歪いびつな丸。

「え、ああ、そうだが」

　なぜそんなことを聞くのか、という表情のトレイスの元へ、三回も夫に「好き」と言わされたアリシアが逃にげてきた。トレイスの新作を覗のぞき込むなり瞳を輝かせ、

「まあ、相変わらずトレイスの絵は斬ざん新しんね!!　それに赤しか使わないから、経済的でいいわ」

　無む邪じや気きな感想をさえぎるように、ルアークが申し訳なさそうな声を出す。

「俺に芸術的感性がなくて、本当にごめんね……そういうところばっかり『お父さん』に似ちゃったんだよね……」

「……アリシアに芸術的な感性があふれているようにも思えんのだが」

　逃げたアリシアを追いかけてきたカシュヴァーンが、若じやつ干かん不服そうな声を出した。

　オルガンを弾ひけたり、ダンスを踊れたりと一応良家の子女らしきこともこなすアリシアだが、いかんせん身につけた理由が「そのほうがいい家に嫁とつげると聞いたので」という、誠に即物的なものである。その手のことが全く駄だ目めなカシュヴァーンよりはましだが、現金に結びつきにくいことはあまり彼女の関心を引かない。

「ええ、私も値段しか分かりませんの」

　案の定な回答に、しかしトレイスは興味を示した。

「あ、あのアリシア様、私の絵は、値をつけるとしたらいくらぐらい……？」

「トレイスの絵は……そうね、好こう事ず家か相手ならとにかく、一般的な価値だとリーゴの実の皮もが」

　カシュヴァーンが素す早ばやく妻の口元を手でふさいだが、トレイスは怪け訝げんそうな顔をしている。

「皮……？」

「あっえーと、うっ嬉しいな、俺の肖像画、嬉しいなっ!!　本当に『親子』揃って芸術に疎うとくてごめんねトレイスさん!!　五百年以内に理解できるよう、がんばるから!!」

　ルアークがけなげにごまかしている間に、妻を解放したカシュヴァーンは真打ち登場、とばかりに不敵に笑った。

「では、俺からの贈り物も受け取ってもらおうか、ルアーク」

　右手を挙げ、ぱちんと指を鳴らす。気取ったそのしぐさに合わせ、室内に一いち陣じんの風が吹いた。




「贈り物は……俺だ、ルアーク」




　緊きん張ちようしたつぶやきとともに、カシュヴァーンの隣に出現したのはもうひとりの「息子」である銀髪の青年、ジェダ。

　ルアークと似た、体にぴたりと張りつくような黒い衣い装しようの上を、真っ赤な絹きぬのリボンが十と重え二は十た重えに取り巻いている。

　久しぶりに会う「兄」の変わり果てた姿をしばらく眺めたルアークは、虚うつろな声で「両親」に問いかけた。

「……カシュヴァーンおにいちゃん、すてきな贈り物をありがとう……ねえアリシア、あのリボンも作ってくれたの……？」

「あれは違うわね。もしかしてカシュヴァーン様が」

「おい違うぞ、俺は単に呼んだだけだ!!」

　無実を叫さけんだカシュヴァーンは、ジェダに食ってかかった。

「ジェダ、貴様、その格好はどういうつもりだ!?」

　いきなり怒られたジェダは、リボンでぐるぐる巻きのまま慌てて釈しやく明めいを始める。

「えっ……？　バルロイ様に、『ルアークの誕生祝いのために、強きよう公こう爵しやく閣かつ下かに秘密裏に招しよう待たいされました』とアズベルグ行きをお願いしたら、この衣装で『俺が贈り物だ』と言うのが正式な作法だと……」

　ルアークと同じく元〈玩具の兵隊〉出身であるジェダは、仕事以外での他人との付き合いが非常に苦手だ。彼に人との接し方を教えているのは傭よう兵へい団長バルロイ・レクサンドールであるが、あまり自分というものがなく、なんでも素直に吸収するジェダは格好のおもちゃになっている。

「あはは、うん、分かった。俺今度、バルロイおじさんとゆっくりじっくり話をするよ」

　いよいよ話をつける時が来た、とばかりに物ぶつ騒そうな笑みを浮かべるルアークをよそに、アリシアは「兄弟」の対面を喜んでいる。

「まあ、ジェダをお呼びになったのですね、カシュヴァーン様。とっても安上がりで、でもとってもルアークが喜ぶ、いい贈り物ですわ!!」

「どうせティルたちに引き合わせる予定だったしな。いい機会だから、今日来てもらったんだ」

　ティルナードの護ご衛えいとして、現在バルロイの団に身を置いているジェダを雇やとう話は以前からあった。ちょうどティルナードたちもライセン家にいるのだからと、顔合わせも兼かねて呼んだらしい。

「バルロイに話を通した時点で、あのおっさんが何か仕掛けてくることぐらいは予測しておくべきだったろうがな……」

　ルアークにリボンを解いてもらっているジェダを眺め、カシュヴァーンは忌いま々いましそうにつぶやいた。そしてふと、悪いた戯ずらっぽい視線をアリシアに向ける。

「今年の俺の誕生日には……お前があれをやってくれるか？　アリシア。そうしてくれると、とても嬉しいのだがな」

「まあ、カシュヴァーン様……」

　甘い声こわ音ねに「おなかが痛い」思いをしながら、アリシアはうなずいた。

「分かりましたわ、今からジェダに頼んでおきます」

「いや、違うアリシア。俺はあいつを贈ってほしい訳じゃない!!」

　あらぬ誤解を解こうと、カシュヴァーンは懸けん命めいに声を張り上げた。







「本当に申し訳ありませんでした……、こ、今年のカシュヴァーン様のお誕生日には、やりますわね……その、『私が贈り物ですわ』を……」

　やがて、どうにかカシュヴァーンの真しんの求めを理解したアリシアは、勘かん違ちがいを素直に謝罪した。しかし本日のカシュヴァーンは酔よっぱらっているせいか、やけにしつこい。

「大体お前は普段から、夫である俺に対して素そっ気けなさすぎると思わないか……？　なあ、俺のことが好きなんだろう……？」

「私が贈り物ですわ」の約束だけでは許してくれず、人目もはばからず妻を膝ひざに乗せ、酒臭くさい息を吹きかけるようにしてなじり続けている。

「は、はい、ごめんなさ……っ、ん……」

　酒の匂いと「おなかが痛い」にくらくらしながら、謝ろうとしても途中で唇くちびるを唇でふさがれてしまう。

「ごめんなさいじゃなくて、好きだと言え」

「も、もうさっき、何度も……いえあの、では、す、ん……」

　結局「好き」とも言わせてもらえず、繰くり返される深い口づけにアリシアは今にも「おなかが壊れ」そうだ。トレイスなどは止めるに止められず、「お二人に酔いました」と言って部屋の外に逃げてしまった。

「あー、あっつーい、冬なのにあっつーい」

　主賓席のルアークの冷やかしに、ようやく許されたアリシアが言い訳をする。

「カ、カシュヴァーン様は、酔っぱらっていらっしゃるみたいね……以前にも、こんな風になられた時があったもの……」

　去年の冬、ティルナードの後見人だったユーランが死んだ直後のことを思い出し、アリシアは再び頰を赤らめた。ところがルアークは、いまだ膝の上の妻を放そうとしないカシュヴァーンをにやにやしながら見て、

「酔っぱらい？　うっそだあ、あんたがあれぐらいの酒量で酔っぱらう訳ないじゃん。しかもレンブラーとかじゃない、ただの葡萄酒なんかで」

「あら、そうなの？　じゃあもしかして、前の時も……、んっ……」

　疑いを抱き始めたアリシアを口づけで黙だまらせてから、カシュヴァーンは酔っぱらいとはほど遠い、冷静な声を出した。

「……ふん。お前の分まで、代わりに酔ってやっているつもりなんだが？」

　意味深しん長ちような台詞せりふを受けて、ルアークもわずかに瞳を細める。

「はーん、さてはカシュヴァーンおにいちゃん、アリシアが俺にいろいろしてくれてるからすねてるんだね？　やだなあ、『息子』に嫉しつ妬となんて、みっともなーい」

　甘い空気が次第に冷えていく。

「……ん、どうなさったの、カシュヴァーン様、ルアーク……？」

　何度も何度も酒精を帯おびた唇を受け入れるうち、酔いが回って眠くなり始めていたアリシアがふと見上げると、カシュヴァーンとルアークが剣けん吞のんな空気を発していた。まるで出会った当初の、暗殺者とその標的という関係に戻ってしまったようだ。

「ちょ、ちょっと、なんなんですの、お二人とも。おめでたい席で睨み合って……」

　セイグラムに邪じや魔まされつつも、ティルナードとの会話を楽しんでいたノーラが不ふ穏おんな状況に慌て始める。初顔合わせで早さつ速そくセイグラムに訓くん辞じを垂れられていたジェダは、カシュヴァーンを止めるべきか、ルアークを制するべきか、それともノーラをティルナードから引き剝はがすことを優先すべきなのかとおろおろしていた。

「そういやカシュヴァーンおにいちゃんが自称酔っぱらいだったあの時、バルロイおじさん主しゆ催さいのカードゲームには付き合ってくれなかったんだっけ？」

　ややあって、緊張した空気の中、ルアークがそんなことを言い出した。

「ちょうどいいや。俺も誕生日に武器を振り回す気にはなれないし、ひとつ貴族の親子らしい方法で勝負しようよ。知ってるよね？　〈赤と黒の女王〉」

「まあ、それは何？」

　好奇心をくすぐる単語に酔いも覚め、うきうき尋たずねたアリシアにカシュヴァーンはため息をつく。

「……ふん、一歳になったと思ったらもう反抗期か？　ま、反抗期の息子を押さえつけるのも、世間の父親の楽しみらしいな」

　受けて立つとの宣言をしたカシュヴァーンは、「人数が多いほうが面おも白しろそうだな」と言って、逃げたトレイスをジェダに呼びに行かせた。







〈赤と黒の女王〉とはカードゲームの一種だ。ハート・ソード・シールド・リングのスートがそれぞれ十三枚ずつ、計五十二枚のプレイ・カードを参加者全員に配り、ひとりが親になって手持ちのカードから一枚を場に出す。

　親から右回りに全員が手持ちのカードを一枚ずつ場に出していくのだが、親が出したカードと同じスートを持っている場合は、必ずそれを出さなければならない。同じスートがない場合はどのカードを出してもいい。

「あら、カード枚数が平等ではないようですけど、これで準備はよろしいの？」

　カシュヴァーン、ルアーク、トレイス、セイグラムにジェダにリュクと、以前バルロイが主催した時とほぼ同じ面々の手元に配られたカードを、アリシアは興きよう味み津しん々しんに覗き込む。なお、ティルナードは「これは傭兵の遊びですから」と、セイグラムに参加の許可をもらえなかった。

「あー、いーのいーの、なんせこれは傭兵の遊びだからねぇ」

　含ふくみ笑いをしたルアークとカシュヴァーンの手には、カードが八枚。他の面々は九枚ずつカードを持っている。

「そうかしら？　どちらかというと、紳しん士しの遊びのように思えるわ。だって、カードをたくさん持っているほうが有利なんでしょう？　ルアークとカシュヴァーン様だけ最初の手持ちが少ないのは、二人がとっても強いからよね？」

　順繰りにカードを出していき、親が最初に出したスートと同一で、最も強いカードを出した者が勝ちとなって場に出たカードを引き取る。親を変えながら同じことを繰り返し、全員の手持ちのカードが全部なくなった時点で、最も多くのカードを集めた者がそのゲームの勝者となる。

　単純に考えれば、手持ちが一枚少ない二人は最後の勝負に参加できないはずだ。

「私どもがあまり強くないのは確かですが、カードゲームに戦せん闘とう能力は無関係……いや、この場合は関係あるか……？」

　何やら曖あい昧まいな言い方をするトレイスだったが、アリシアの興味はすでに別のことに移っている。

「ルールはかなり単純なのね。でもルアーク、〈赤と黒の女王〉ってどういう意味？」

「ハートとソードの女王がこのゲームの肝きもなんだよ、アリシア。基本的には強いカードを出して勝てばいいんだけど、うっかりハートかソードの女王を引き取っちゃうと、手持ちのカード枚数で競う勝負とは別に一ゲーム負け。一ゲームの中で両方の女王様が手元に来ちゃうと、三ゲーム負け」

　ルアークの説明に、配られた手札を見て難しい顔をしているリュクが言い添そえる。

「二人の女王様に好かれるなんて、本当ならいいんだけどねえ。うーん、このカードの絵柄、素そ朴ぼくだけどなかなかいいなあ」

　芸術的感性に富んだリュクの感想を尻しり目めに、最初に親になったカシュヴァーンが「始めるぞ」と開始を宣言した。

　場に出されたカードはソードの騎き士し。右隣のルアークが同じソードの９を出し、以降、順繰りにカードを出していく。

「最初は私の勝ちですね」

　ソードの王を持っていたセイグラムが、場に積み重ねられたカードの山を手元に引き取った。

　そうしてゲームはどんどん進み、場に出されたカードは勝者の手元に積まれ、参加者の手持ちのカードはだんだん減っていく……はずなのだが。

「気のせいかしら？　なんだかルアークのカード、増えていない？」

「そう？　気のせいじゃないかな、アリシアは眼が悪いから」

　すでにゲームは五巡じゆん目。本来三枚しか残っていないはずのルアークのカードは、なぜかまだ六枚ある。しかもその中に、一巡目でセイグラムが使用したソードの王がある。

「あら、そうなの。残念だわ、なんでもそうやって増やせたらいいのに……」

「気のせいじゃない」

　忙せわしなく周囲に眼を配りながら、カシュヴァーンがつぶやく。

「傭兵の遊びだと、セイグラムが言っただろう？　貴族がやるこの手のゲームには、紳士協定だなんだとがちがちの縛しばりがある。だが〈赤と黒の女王〉はいかさま前提、むしろいかさま上等。最後は殴なぐり合いで勝者を決めることも珍しくない、優ゆう雅がなゲームさ」

　なにが貴族の親子らしい勝負だ、と皮肉げに吐はき捨てたカシュヴァーンの手元のカード数も、ゲームの進行と合っていない。最初のカード枚数に誰も文句を言わなかった理由に、アリシアもやっと気がついた。

「……私は普通にやっていたので、手持ちがなくなりました。私が参加する意味自体、あまりなかったような気もするのですが……」

　九巡目で順当に手持ちのカードを出し終え、トレイスがため息をつく。端はなからあまり勝つ気もないらしく、ソードの女王を特にひねりもなく場に出し、自分でそれを引き取ってしまっていた。

「俺もでーす」

　いかさまが使えない二人目、リュクも素直に終了を宣言する。勝ちのなかった彼の手元には、一枚もカードが残っていない。

　なぜか十五巡目に突入した時、セイグラムも「終わりです」と言って突然席を立った。そのまま、うるさい執事のいぬ間まに甘い雰囲気を作り上げていたティルナードとノーラのもとへまっすぐ向かう。

「あら、セイグラムなら、もう少しゲームを続けられそうだったのに」

　つまりはいかさまで手札を補ほ充じゆうしながら、長くゲームを続けられた者が勝者、という裏ルールを摑んだアリシアの感想に、「全くですわよッ!!」というノーラの叫びが重なった。

　四回の勝ちを経へて得たカードを、セイグラムは卓たく上じように放り出していった。そのカードもまた、続くゲームの中でどんどん減っていくのは、まだゲームを続けている三人がこっそり抜き取っては使用しているからだろう。

「これって実質、この一回で勝負ありってことになるんじゃない？　カシュヴァーンおにいちゃん」

「そうなりそうだな」

　よほど集中しているらしく、うっすら汗などかきながらカシュヴァーンが答えた。やがてジェダが悔くやしそうに終わりを宣言し、これ以上は無駄と悟さとったか、カシュヴァーンとルアークも手持ちのカードを一枚に調整した。

「俺が親だね。じゃ、これ」

　ルアークが場に出したのはハートの女王。

「おにいちゃんが持ってるの、ハートの王様でしょ？　はーい、女王様はおにいちゃんのものー」

　カシュヴァーンが無言で二枚のカードを引き取る。

「俺とカシュヴァーンおにいちゃんが持ってるカード数は……おっと、同じか。でもおにいちゃんのところにはハートの女王がいるから、やったー、俺の勝ちっと!!」

　わざとらしく明るい声で、ルアークは勝利を叫んでみせた。

「もてもてだねー、おにいちゃん、『息子』として鼻が高いよ。そういやこのゲームの最中だけ、ラグラドールの人たちも女嫌いになるんだっけ？」

　ルアークの軽口はまだ続いているが、カシュヴァーンはいきなりトレイスに命じた。

「トレイス、ソードの女王をよこせ」

「……は？」

「いいからよこせ」

「は、はい」

　トレイスは手元に一枚だけ残されていたソードの女王をカシュヴァーンに渡した。他に得ていたカードはすでにいかさま師たちにかすめ取られていたのだが、不利をもたらす黒の女王は盗とられていなかったのだ。

「アリシア」

「はい？」

　カシュヴァーンに呼ばれ、素直に応じたアリシアの手に、ハートとソードの女王が渡される。

「あら？　まあ、じゃあ、私は三ゲーム負け……？」

「……カシュヴァーンおにいちゃん、やっぱり酔ってるの？　俺、こんな堂々としたいかさま、初めて見たんだけど」

　ゲームに参加してもいないアリシアを巻き込む気なのかと、ルアークは呆あきれ顔だ。

「大体俺とあんたのカード数は、女王様こみで一緒なんだよ？　たとえハートの女王をアリシアにあげても、全体の数が俺より一枚少なくなるんだから、やっぱ俺の勝ちじゃん」

　当たり前の説明に「そうだな」とうなずいたカシュヴァーンは、二枚のカードを持ったアリシアをルアークに向けて押しやった。

「ルアーク。改めて、アリシアからの誕生日の贈り物だ。受け取れ」

　いつしかレイデン主従も沈ちん黙もくし、事の成り行きを見つめているなか、ルアークは乾いた声を出した。

「……なんのつもりな訳？　本当に」

『両親』に向けられた緑の瞳には、いら立ちめいたものが混じり始めている。

「そこまでして俺に勝ちたいの？　こりゃ相当悪酔いしてるね、おにいちゃん」

「さて、敗者には罰ばつとして、これを飲んでもらおうか」

　刺とげ々とげしい台詞などまるで聞こえていなかったかのように、カシュヴァーンが自分の席から葡萄酒の満ちた杯を持ち上げた。途と端たん、ルアークがかすかにばつが悪そうな顔になる。

「堂々としたいかさまはそっちが先だよな？　馬ば鹿か息子」

　訳が分からず、二枚のカードを持ったまま困こん惑わくしているアリシアの頭越しに、カシュヴァーンはルアークを睨んだ。

「あのバルロイに飲み比べで勝った時から、何かおかしいとは思っていたんだ。お前、酒を飲まずに捨てているな？　さっきの乾杯の時も」

「え？」

　そういえば、やけに杯が空になるのが早かった──そう思い出しながらルアークを見たアリシアの手元から、カードの感触が消えた。

「……仕事柄、さ。身体能力を鈍にぶらせるものは、体に入れないのが習慣になっちゃってるんだよね」

　赤と黒の女王を片手に、ルアークは敗者のやるせない微び笑しようを浮かべている。

「ルアーク、飲めないのならいいのよ？　ほら、ジスカルド様みたいに、どうしてもお酒が飲めない方もいらっしゃるし」

　無理強じいするつもりはないのだと、アリシアが気遣うと、ルアークは余計に申し訳なさそうにした。

「ううん、別に体が受け付けない訳じゃないんだ。なんていうか、一度ついた習慣って抜けないっていうか、人って変われないんだなって……」

　そこで言葉を切ったルアークの手の中から、二枚のカードがかき消える。代わりにその指が握にぎったのは、カシュヴァーンが差し出した酒杯だった。

「ごめんね、カシュヴァーンおにいちゃん、アリシア。……改めて、乾杯、いいかな」

「当たり前だ。おい、やり直すぞ、お前ら」

　カシュヴァーンの声がけで、みなそれぞれに杯を持ち上げる。

「ありがとう、みんな。……大好きだよ。乾杯!!」

　景気よく叫んだルアークは、白い喉のどを鳴らして一気に葡萄酒を飲み干した。







「なんだか私、すごく酔ったみたい……」

　しこたまご馳走を詰め込み、口づけに酔わされたところにもう一杯葡萄酒の杯を空けてしまったアリシアは、いよいよ酔っぱらい始めていた。顔を上気させたまま、ぽうっと椅子に座っている。

「あはは、そうだねぇ。俺も、久しぶりにちょっと酔っちゃったかなー。やっぱり飲まないと弱くなるねー、あははははー!!」

　うっすらと目元を赤くしたルアークは、けたけた笑いながら長卓の上をばんばん叩いている。その手元には、すでに一本の酒さか瓶びんが空になって転がっていた。

「……お前、案外酒さけ癖ぐせが悪いな……」

　見事なルアークの酔っぱらいぶりに、酔っぱらい演技を忘れた様子でカシュヴァーンがつぶやいた。

　カシュヴァーンを参考に、酔ったふりをしてノーラといちゃつこうとしたティルナードだが、セイグラムの命に従ったジェダに邪魔され、「お前はどっちの部下だ！」と怒っている。

　リュクは案の定ルアークへの贈り物作成に手をつけることもなく、長卓の隅すみでセイラと楽しそうにおしゃべりをしている。惚ほれっぽいリュクの最近のお目当ては彼女なのだが、セイラとダンが夫婦であることにはまだ気づいていないらしい。

　いずれもある程度酒が回り、普段より開放的な雰囲気だ。であればこそ、家長としてカシュヴァーンは自分まで酔っぱらいごっこをしていられないと思っているようである。

　ちなみに最初の一杯以外口にしていないトレイスも酔っぱらいたちの世話を焼いて回っているのだが、途中からセイグラムの説教に捕つかまってしまった。

「えへへー、おにーちゃんはお酒強いよねー！　すごいねー!!　かっこいいねー!!」

　異様な陽気さで言ったルアークは、残っていた葡萄酒の瓶をカシュヴァーンの口元にぐいぐい押しつけようとしている。これにはさすがのカシュヴァーンも閉口した様子で、酒瓶を押し退のけながら注意した。

「おい、こら、やめろ酔っぱらい」

「えーやだよぉ、俺だけ酔わせてずるいよぉ、おにーちゃんも一緒に酔っぱらおうよぉー。あーそれともぉ、こーやれば飲んでくれるかなぁー？　えへへへへー」

　立ち上がったルアークは自みずから酒瓶をあおり、カシュヴァーンに口移しを迫せまり始めた。

「全員つぶれたら誰が後の面倒を見るんだ！　おいルアーク、本当にやめんか、こらッ!!」

　カシュヴァーンが本気の力でルアークを押し退けようとするが、元々ルアークは腕わん力りよくも強い。さらに深酒ゆえの馬鹿力を発はつ揮きされ、押し負けそうになっているカシュヴァーンの腕を、アリシアがきゅっと握った。

「く、口移しなら、私が……」

　酔いにとろんと瞳を潤うるませながらの宣言に、カシュヴァーンもルアークも一瞬止まる。

「──きゃー、俺の『両親』ってば大胆っ!!　もー困っちゃうよぉ、えへへへぇ」

　当てられちゃったぁ、と笑って飛び退いたルアークは、口中の酒を飲み干してにやにやしている。

「……分かった、もう二度とルアークに酒は飲ません……」

　げっそりした表情でつぶやいたカシュヴァーンが、まだ腕にしがみついているアリシアを引き寄せる。

「えっ……、んっ」

　驚く暇ひまもなく、気づけば唇を奪うばわれていた。

「アリシアは、もっと飲んでいい」

　にやりと笑って、カシュヴァーンは唇を離した。焦しよう点てんが合わないほど間近にある夫の顔を認めた瞬間、アリシアの全身が真っ赤に染まる。

「あぅ、わ、私、本当に、すごく、酔った、みたいです……」

　実際にめまいがしてきて、倒れ込みそうになったアリシアを素早く支えながら、ルアークが妖しく笑った。

「アリシアには飲ませていーの？　じゃーアリシアぁ、俺がアリシアに口移しで、あいたぁ!!」

「お前はもうだいぶ酔いは覚めているだろうが、死神」

　酔っぱらいのふりが許されるのは自分だけ、と言わんばかりにカシュヴァーンが「息子」の頭を小突いた。







『親子』でいちゃいちゃしている間に時は過ぎてゆく。蠟燭の火は短くなり、みな酔いだけではない眠気を覚え始めた。

「ふあ……」

　アリシアが小さくあくびをし、彼女と話していたジェダがかしこまる。

「あ、ああ、申し訳ありませんアリシア様、今の話はそんなにつまらなかったでしょうか……もっと血が出る話にしましょうか……？」

「いや、単に眠くなってきただけだと思うよ、ジェダさん。さあて、時間も時間だし、そろそろお開きかな……」

　気け怠だるげに、そして少し寂さびしそうにつぶやいたルアークの声が合図だったかのように、カシュヴァーンがトレイスに目配せした。

「さて、ではそろそろ、誕生日の締めを行うか」

「はい、分かりました。ダン、用意を」

　程なくダンと、セイラにいい顔をしようとしたリュクが運んできたのは、蜂はち蜜みつとピネー・ナッツを焼き込み、表面を粉こな砂ざ糖とうで飾ったケーキだった。それだけならアズベルグ地方ではよく見られる物だが、上に火が点ついた一本の蠟燭が立てられている。

「ああ、そうだったわ、まだご馳走が!!」

　眠気も吹き飛んだ様子で、アリシアは勇いさんで身を乗り出した。

「へー、おいしそうだね。でもなんで蠟燭？　アリシアの趣味？」

　物珍しそうに食卓に置かれたケーキを眺めるルアークに、アリシアは説明した。

「蠟燭が出てくるお話にもすてきなものが多いけど、違うの。これはお誕生日を祝うケーキなんですって！」

「へえ、アズベルグ地方では、個人の誕生日にこういうことするの？　カシュヴァーンおにいちゃんの時は、やらなかったような気がするんだけど」

　聖女アーシェルの誕生を祝い、彼女が生まれたとされる秋に蠟燭を立てたケーキで祝うのは、〈翼つばさの祈いのり〉を国教とする国ではよくあることだ。しかし、個人の誕生日にこういったことを行うのは珍しい。

　余計不思議そうにしているルアークに、カシュヴァーンが説明をつけ足した。

「アーシェルの誕生を祝う習慣は、我が家にはないんでな。その代わり、家族の誕生日にケーキを食うことにしてみたんだ。どうだ？　これなら一年に何回もケーキを食えるしな、アリシア」

　不信心で有名なカシュヴァーンである。聖堂に顔さえ出さない彼は、聖女の誕生祝いは無視してきたようだが、愛する妻の食欲に応こたえるため、代だい替たい手段を思いついたらしい。

「年齢の数だけ蠟燭を立ててね、お願い事をしながら吹き消すの。一度でうまく吹き消せたら、願いが叶かなうんですって。やってみて、ルアーク」

「……なるほど。じゃ、一歳の誕生日が、一番願いを叶えやすいね。ま、肺活量には自信あるけど」

　部屋中の注目が集まるなか、ルアークはわずかに考えてから願いを口にした。

「みんながいつまでも、幸せでいられますように」

　陳ちん腐ぷな台詞を祈るようにつぶやいたルアークが、身を屈かがめて蠟燭の火を吹き消そうとする。

　次の瞬間、いきなりカシュヴァーンに口元をふさがれたルアークは驚いたように体を起こした。

「っと、おにいちゃん、何するのさ。ははーん、分かったよ？　来年と言わず、今年中ぐらいに弟か妹がほしいって願いに変更」

「違う馬鹿」

　渋しぶい顔をしたカシュヴァーンに続き、アリシアが確認を取った。

「ルアーク、やっぱり酔っているのね、お願いが間違っているわ。みんなが、じゃなくて、みんなで、よね？」

「……たまーに細かいね、アリシアも」

　微苦笑を浮かべたルアークは、言われるままに願いを訂てい正せいした。

「分かったよ。みんなでいつまでも、幸せでいられますように」

　そして、遠い星を見るような眼で揺れる炎を見つめた後、自慢の肺活量でひと息にその火を吹き消した。

「やったわねルアーク、これで願いが叶うわ！」

「……そうだね、アリシア。ちなみにアリシアは、来年どんなお願いをする？」

　さらりと流されたことに気づかぬまま、アリシアは考え込む。

「そうねえ。でも、私も一緒かしら。みんなでいつまでも、幸せにいられますようにって、すてきなお願いよね」

「ええ、そうですね」

　気遣わしげな視線をルアークと、「息子」を少し苦い顔で見つめるカシュヴァーンに送りつつ、微笑むトレイスにアリシアは問いかけた。

「ねえ、トレイスならお誕生日にどんなお願い事をする？」

「私ですか？」

　驚くトレイスだったが、やがて照れくさそうに笑って応えた。

「私は……そうですね、今よりもう少し、絵がうまくなりたいです」

「俺もトレイスさんに、早く絵がうまくなってほしいな……」

　いまだ弟子の絵について正直な感想を言えないでいるリュクの声には、真剣な響ひびきがある。それを聞いたカシュヴァーンとルアークも顔を見合わせ、トレイスに分からないようにそっとうなずき合った。










　切り分けたケーキを食べ終えた後、誕生祝いは完全にお開きとなった。

　後片付けを使用人たちに任まかせ、ライセン親子は細い月明かりが照らす二階の廊ろう下かを歩いていた。ジェダはルアークと同じく、隠し部屋でしばらく寝泊まりする予定だ。ちなみにティルナードはセイグラムに引っ張られ、あてがわれた客室に早々に戻っている。

「あー、楽しかったぁ!!」

　右手に大量の贈り物を抱えたルアークの顔には、いつになく晴れやかな笑みが浮かんでいる。その陽気さは時間が経たって本格的に回り始めた酔いに由ゆ来らいしているようで、ふらふらしている彼にジェダが肩を貸していた。

「本当に楽しかったわね、ルアーク。うふふ、ジェダのお誕生日も決めないとね!!」

　ケーキを食べる機会を増やそうと、嬉しげに話を振ったアリシアだったが、ジェダは申し訳なさそうに応えた。

「あ、それがその、俺には誕生日があるんです」

「あら、そうなの。いつ？」

「もう少し先だったはずです。といっても、俺が生まれた日というより、俺が〈玩具の兵隊〉の誰かに拾われた日らしいのですが……」

　やはりと言うべきか、正確な日付ではないようだ。ジェダの発言に触しよく発はつされ、ルアークも口を開いた。

「へえ、ジェダさんが属してた隊は、そういうの教えてもらえたんだね。やっぱりその辺、統とう率そつ者しやの性格が出るんだなあ」

　何を思い出しているのか、ルアークの眼つきがかすかに険しくなり、ジェダも顔を強こわ張ばらせた。

「ルアーク、ジェダもどうしたの？」

「……ううん、なんでもないよ、アリシア」

　大人びた表情ではぐらかしたルアークは、トレイス作の肖像画？　に視線を落とした。

「──トレイスさんにはやっぱり才能あるのかもね。真っ赤って、俺に合ってる気がする」

　青白い月明かりを浴あびた横顔は、酔いも飛んでしまったのか紙のように白い。清さやかな光に銀髪が透すけ、その姿をひどく儚はかないもののように見せていた。

「ルアーク、そうかしら？　今のあなたって、真っ赤っていうより真っ白だわ……」

　月明かりに溶けて、そのまま消えてしまいそうなぐらいに。

　なんだか不安になってきて、アリシアはきゅっとルアークの左手を握った。一瞬びくっとしたルアークだが、逆らわずにされるがままになっている。

　いつもならアリシアに近づく男にはうるさいカシュヴァーンも、今ばかりは黙って「母おや子こ」の姿を見つめていた。

「誕生日をもらって、アリシアとカシュヴァーンおにいちゃんの息子としては一歳になったけどさ。でも、俺が暗殺者として生きてきたことは変わらない」

「……ルアーク……」

「……誤解しないでね、俺嬉しいんだ、本当に。誕生日を作ってもらえて、お祝いをしてもらえて。けれど、だからこそ……忘れちゃいけないな、って思うんだ」

　消えそうな横顔に存在感が戻る。己おのれの罪を見つめるその表情は肉体年齢よりはるかに、不相応なまでに成せい熟じゆくしていた。

「俺に誕生日を祝う権利を奪われた人も、たくさんいるんだってこと。……俺が本当はいくつかは分からないし、全部捨てて生まれ変わるなんて、できっこないってことも」

　暖かな宴の中でこそ思い知らされた罪をつぶやく、その声はかすかに震ふるえている。同じ境きよう遇ぐうにあるジェダも、同じ境遇であるからこそ、何も言い出せず唇を嚙かむばかり。

　アリシアは少しの間考えてから、だらんとしているルアークの手をさらに強く握り締めた。

「ル、ルアークがカシュヴァーン様を殺しに来なかったら、私たち、会えなかったわ」

「……おい」

　さすがにカシュヴァーンが顔を引きつらせるが、アリシアは懸命に続ける。

「ルアークがいてくれなかったら、私はこの一年の間に死んでいたかもしれないわよね。ルアークのことを恨うらんでいる人はいるでしょうけど、あなたのおかげで、私は十六歳になれそうよ。だから生まれ変わらないで、ここにいて」

「……ええと……ど、同感です」

　考えても台詞が出てこなかったらしく、ジェダが安あん易いに乗っかったのを聞き、ルアークは力なく吹き出した。

「……はは、アリシアもジェダさんも、相変わらずだねえ……」

　何か吹っ切れたのか、ジェダに肩を借りたままその肩をぽんぽんと叩いて、

「ありがとアリシア、ジェダさん。俺はこれからもがんばって、アリシアを十七歳にもしてあげるし、ジェダさんは何歳だか知らないけど次の誕生日を迎えさせてあげるし、カシュヴァーンおにいちゃんを見た目どおり三十四歳にもしてあげる」

「……そいつは助かる」

　皮肉げに肩をそびやかしたカシュヴァーンに、ルアークはさらに片眼をつむってみせる。

「そして俺の弟か妹を、十歳にも二十歳にもしてあげるね」

　頼もしい宣言に、カシュヴァーンはこう言い返した。

「気遣いはありがたいが、たまには酔っていていいんだぞ、ルアーク。俺もジェダもいるんだからな」

「ど、同感です」

　相変わらず自分はないが、「弟」を想う気持ちはあるらしいジェダの同意に、ルアークはへにゃりと笑った。

「……そうだね。俺、一歳になったばっかりなんだもんね……じゃあ、甘えちゃおうかな」

　小声でつぶやいたルアークの口から、懐かしい名前が飛び出す。

「ねえ、アリシア、カシュヴァーンおにいちゃん。もしもサイードおにいちゃんが生きてたら、あの人も息子にしてくれた？」

　ジェダとよく似た外見を持つルアークの実兄、サイード。

　優すぐれた弟を恨み、だがその弟の能力ゆえに生かされる自分を呪のろい、無ぶ様ざまな死を遂とげた彼。

「もちろんよ。だってルアークのお兄様でしょう？」

　なんのためらいもなくアリシアはそう言い、カシュヴァーンはぶすっとした顔で吐き捨てた。

「一発殴って、根性を叩き直してからな」

「……俺にも殴らせて下さい」

「あはは、ジェダさん、そろそろ自分の言葉でしゃべったら？」

　酔いも暗い影も吹き飛んだ、いつもの調子に戻ったルアークは、くすくす笑いながらきゅっとアリシアの手を握った。そしてジェダからいったん離れると、その腕に贈り物の数々を押しつけてから、空いたもう片方の手で彼の手を握る。

「カシュヴァーンおにいちゃんもアリシアの手を握ってー。部屋までみんなで手ぇ繫つないで行こうね!!」

　子供のようなわがままに、「仕方のないガキだ」と言いながらカシュヴァーンはいそいそとアリシアの手を握った。アリシアもまた、「た、誕生日は言うことを聞いてあげるべきですわよね」と言い訳をしつつ、大きな手の平のぬくもりに「おなかが痛」くなる。

「あんだけ人前でちゅっちゅやっといて、手を握るのに言い訳がいるんだから、しょーがないねえ。独り身の息子にちょっとは遠慮したら？」

　やっぱりノーラを諦めるべきじゃなかったかなあ、とルアークはぼやく。

「いっそ今夜はこのままみんなで寝よっか。あ、でも、俺たちの弟か妹を作る予定なら遠慮するけど？　ねージェダさん」

「そ、そうだな」

　ジェダは最後まで同意で通すつもりのようだ。














「しかし、お前本当はいくつなんだろうな。アリシアやティルと変わらんとは思うが」

　話題を逸らすべくカシュヴァーンが言い出した謎なぞに、ルアークは真ま面じ目めぶって答えた。

「うーん、それは時々俺も思うんだよねー、実はカシュヴァーンおにいちゃんより年上だったらどうしよう、とか」

　ふざけるルアークの台詞を受けて、アリシアが大真面目に言い出した。

「まあ、だとすると、ルアークがカシュヴァーン様の『お父さん』ね!!　あら、でもそうすると、ジェダもカシュヴァーン様の『お父さん』……？」

「そ、そうですね」

「……ジェダはまず、セイグラムから突っ込みを習ったほうがいいかもしれんな」

　答えの出ない問いに盛もり上がりつつ、「親子」四人の姿は屋敷の奥へと消えていった。














　白い法ほう衣えに長い黒髪、背ばかり高くてひょろひょろした頼りがいのない体、おどおどと情けなく「ティルぼっちゃん」と呼ぶ声。

　ここしばらく続いている悪夢から僕を引き上げたのは、鋭するどい鞭むちのひと打ちだった。

「いたああああああッ!!」

　叫さけび声を上げながらベッドから飛び起きた僕の顔を覗のぞき込む、長めの黒髪をひとつにまとめた男。朝の光に眼鏡めがねの縁ふちがきらりと光る。

「……!!　ユーラ……」

　一見した容姿が、どことなく夢に出てきた「あいつ」に似ていてぎくっとした。思わずきょろきょろとあたりを見回してしまうけど、「あいつ」がよく足の小指をぶつけていた作りつけの本ほん棚だなも、「あいつ」が手を傷だらけにしながら壁に打ちつけた翼つばさの紋もん章しようもない。

　落ち着け、ティルナード。ここは一年ほど前、「あいつ」が火をかけた後に建て直した屋や敷しきにある僕の部屋だ。思い出に囚とらわれずにすむよう、調度品の趣しゆ味みも配置も全部変えただろう？「あいつ」がここにいるはずがない。

　第一、眼の前の男が出す声は、夢とは比べものにならないほどしっかりしている。というか、冷たい。

「おはようございます、ティルナード様。ずいぶん寝汗をかいているようですね、早さつ速そくお着替えを」

「──痛いじゃないかセイグラム！　いいかげん、少しは起こし方を考えろ!!」

　悪夢から完全に脱だつした瞬間、二の腕うでに与えられた痛みが鮮せん烈れつになる。片手に小型の鞭、片手に着替えを持って、平然と話を進める教育係兼けん執しつ事じを僕は力いっぱい怒ど鳴なりつけた。

　もう主あるじを鞭で引っぱたくことについては、いちいち咎とがめる気にもなれない。けれど、毎朝毎朝これで起こすことはないだろ!?

「では、ご自分ひとりで起きられるように心がけられることですね。世間には執事がいなければ靴くつも脱ぬげないような方もいらっしゃるようですが、ティルナード様はそこまで甘ったれた方ではないと信じていますよ」

「靴ぐらい自分で脱げる!!　その程度の教育は受けてるよッ!!」

　セイグラム・アーレイ、相変わらず失礼な奴やつだ。憤ふん然ぜんとした僕だったが、同時にうまい口実ができたことに気づく。

「……それに、着替えもひとりでできるから、出て行けよ」

「だめです。着替えをひとりで行うなど、貴き人じんのなさることではありません」

「どっちだよ!?」

　もう一回突っ込んでみても、こうと決めたらセイグラムはてこでも動かない。やむなく……と言っても、毎回こうなっている気がするけど……僕が譲じよう歩ほしてやる。

「分かった。……手伝え、セイグラム」

「かしこまりました」

　完かん璧ぺきな角度でお辞じ儀ぎしたセイグラムに手伝わせ、冷や汗で濡ぬれた夜よ着ぎを脱ぐ。悔くやしいけど肌に貼りついた布をうまくはがすためには、やっぱり人手が必要だったみたいだ。

　でも、服を着せてもらうためにセイグラムに背を向けようと動いた途と端たん、僕は部屋の隅すみにある姿見を見てしまった。

　そこに映うつっているのは我ながら子供っぽさが目立つ顔、茶色い髪、貧ひん弱じやくな体。……背中に走る、古い傷きず痕あと。

　そして、ちらっと僕の背を見たセイグラム。

「ティルナード様、腕を上げて下さい」

　事務的な口く調ちようでセイグラムが言い、おとなしく腕を上げた僕にさっさと上着を着せつける。しばらくは我が慢まんしていたけど、そのうち沈ちん黙もくに耐たえられなくなってきた。

「……何か言えよ」

「何をですか」

　胴どう着ぎの釦ボタンをはめたり、襟えり巻まきの形を整えたりと忙しいセイグラムは、全く僕の顔を見ないで聞き返してきた。ますますむっときて、つい語気を強めてしまう。

「今見ただろ、き、傷……少しは薄くなったとか、どうせ思ってるんだろ」

「やくたたず」「むだめしぐらい」「ぼくのおとうさんはひだるまになりました」。

　残ざん酷こくな言葉をナイフで僕の背に刻きざんだのは、後こう見けん人にんたちの間を荷物のようにやり取りされていた最中に出会った、彼らの子供たち。

　けれどそれを指示したのは、僕とあまり年が変わらないはずなのに妙みように大人びた黒髪の少年だった。右眼の上を走る傷のせいか、いつもにやにやしているように見えたあのゼオが、我が国の王子だと知ったのは去年のこと。

　この傷を見られるたび、相手の瞳ひとみに浮かぶ同情が僕はたまらなく嫌いやだ。だから僕自身、貴族らしくないとは思いながらもできるだけひとりで着替えるようにしてきたのに、セイグラムは絶対それを許さない。

　分かってる、セイグラムは薄っぺらい同情なんかする奴じゃない。けれど今け朝さ見た夢のせいか、慣なれたはずのこの時間が、ひどく息苦しい……

　完全に黙だまり込んでしまった僕の服を整えながら、セイグラムはいつもの素そっ気けない口調で言った。

「ええ、少しは薄くなりましたね。そろそろ判読できなくなってきましたか。背も伸びられましたし、体も鍛きたえられてきましたしね」

　それが何か？　と言わんばかりの声には慰なぐさめも同情も感じられなかった。

　僕の胸にわだかまっていたもやもやしたものが消えていき、代わりにじわじわと誇ほこらしい気持ちが湧わいてくる。

「──そ、そうか。お前やライセンに鍛えられているからな、放っておけばそのうち消えるか！」

　そうだ、僕はいつまでもゼオにいじめられ、「あいつ」にすがって泣いていた力ない子供じゃない。体が成長すれば、古傷もいずれは消えていくんだ。

　何せ今年はいよいよ十八を迎むかえ、成人し、そして……結婚、するんだものな。後見人のライセンまでにはたくましくなれないかもしれないけど、セイグラムぐらいにはなれるかもしれない。

　喜ぶ僕の姿を見て、調子に乗せすぎたと思ったのだろうか。ひととおり僕を仕上げたセイグラムは、ぱしぱしと鞭を打ち鳴らす。

「ご希望とあらば、私の鞭で上から引っぱたいて、今すぐ判読不可能にして差し上げますが？　せっかく着替えを終えられたのにご面倒ですが、また脱いで」

「いい、やめろ!!　やめろって、しまえよ、それッ!!」

　一度引いたはずの冷や汗をまたかきながら、僕は慌あわててセイグラムに命令した。

「よろしいのですか？　今消してしまわなくて。あの雌めす猫ねこと結婚したいということは、あの女に素す肌はだをさらしたいのでしょう？」

「なんかその表現おかしくないか!?　す、素肌をさらすって……結婚の目的はそれだけじゃないだろう!?」

「そうですね。本来ならば、相手の家柄や持参金を得るためのものです」

　さらりと口にされた言葉に含ふくまれた、微び量りようのため息。

　敏びん感かんにそれを感じ取った僕は、つい言い訳めいたことを口にした。

「……言いたいことは分かってる。確かにノーラはただのメイドだ。本来なら……、僕と釣つり合う身分じゃない。でも……僕は、ノーラとしか……」

　これまでに散々話し合ってきたことだ。もう結婚に向けて準備を進めているのだし、大丈夫だとは思うけど、セイグラムの真意は読みにくい。

「持参金はとにかく、後見人閣かつ下かとの繫つながりはこれで強化されるでしょうしね。あの方はああ見えて、女性に甘いですから。アリシア様に嫌われるのも避さけたいでしょうし」

　今度は露ろ骨こつなため息つきだったけど、セイグラムはそう言ってくれた。たまにいきなり前言撤てつ回かいするから油断できないけど、大丈夫……だよな？

「そ、そうだろう？　それにノーラには……背中は一回、見られてるし」

　言いながら、ノーラにもセイグラムにも背の傷を見られた、アズベルグ公こう爵しやく家けでの一件を思い出す。あれからまだたった一年ほどしか経たっていないなんて、信じられないぐらいたくさんのことがあったなあ。

　あの時は僕は、ノーラのことはただの態度と胸の大きいメイドとしか思っていなかったし、セイグラムについてはほとんど眼中になかった。……まあセイグラムだって、僕のことなんか眼中になかったようだけど。

　でも、あの事件の時の僕の振る舞いが二人の心を動かしたのだと、二人から別々に聞いた。直後にセイグラムは僕の執事になってくれたし、ノーラも僕を見直すきっかけになったと教えてくれたし……

「この傷のことも含めて、僕のことを好きだって……言ってくれたから」

「ところでティルナード様。本日私はすませたい用事がありますので、外出の許可を下さいますか」

「おい!?」

　話題転換が突然すぎる！　のろけを聞かせて悪かったけど、主人の話を完全無視か!!

　いつもならここでしばらく言い合いになるところだけど、再び僕は思い直す。これは……絶好の機会じゃないか。

　僕の名みよう代だいとして、あるいはラグラドールの傭よう兵へい団だんに身を置いていた時に構築した独自の情報網を使うため、セイグラムは時々こうして出かけていく。大体「すませたい用事がある」と言う時は後こう者しやだ。

　いつもなら「またライセンに頼まれたのか？」などと僕は聞く。そして「現時点ではあなたには関係ないことです」なんてにべもなく言われ、お前の主人は誰なのかとけんかになったりするのだけれど、今日は細かい追つい及きゆうはしないでおこう。

「あっ、う、うん、いいよ。……いつごろ戻る？」

「はっきりとはお約束できませんが、夕食までには戻れるかと」

「分かった。じゃあ僕は僕で、準備を進めておく」

「かしこまりました。では、朝食の席へ参りましょう」

　頭を下げて歩き出したセイグラムは、当然僕の言う「準備」をアズベルグ行きのことだと思っているんだろうな。大おお枠わくでは合ってるけど。

　僕とノーラの婚約については、二人の間での口約束はすでにしている。後見人であるライセン夫妻や、ライセンがひそかに次代の王として定めたと聞くガーゼット侯こう爵しやく閣下を招まねいての、婚約発表舞ぶ踏とう会かいも計画している。

　でも、まだノーラと正式に婚約した訳じゃない。ノーラの両親への挨あい拶さつもしていない。

　も、もちろんお互いの心はすでに決まっているし、ノーラは「悪名高い領主家で働き始めた時点で、ほとんど実家との縁えんは切れていますわ」なんて言うけど、これでも僕は名家レイデン家の当主!!　古式ゆかしい手順を守る男だ!!　ただでさえメイド相手、と陰かげ口ぐちを叩たたかれることは眼に見えているんだから、なおさらきっちりしないとな!!

　とはいえ、時間はあまりない。ラグラドールでの一連の出来事が、ずっと不気味な動きをしているゼオの行動をどう変化させるか分からない。ガーゼット侯爵の名の下もとに僕がノーラと婚約する、最悪それを契けい機きに軍事攻勢に打って出てこないとも限らないんだ。

　そういう訳で、僕は近々またアズベルグ地方へ行く予定になっている。本当は事前にガーゼット侯爵閣下にもご挨拶をしなければならないのだけれど、こちらの計画に気づかれてはまずいからと、ライセンに止められたので仕方がない。

　……けれど、その前にどうしてもひとつ、このレイデン地方でやらなければならないことが残っている。セイグラムには、セイグラムにだけは、どうしても言いにくいことが。







　朝食を終えた後、今朝方の話どおりセイグラムは僕を残してどこかへ行ってしまった。それを確認し、僕は部屋に戻って外出用のマントを身につけ、おもむろにこう呼ぶ。

「ジェダ」

「お呼びですか」

　ひと吹きの風とともに、すっと僕の横に出現したのは瘦やせた銀髪の男。バルロイの傭兵団からの派は遣けん、という形で最近僕の護ご衛えいをしているジェダだ。

　呼んでおいてなんだけど、内心出てこないことを期待していた。セイグラムと一緒に出かけていないかな、と思ったんだけど、さすがにそううまくはいかなかった。

　姿は見えなくてもいつもジェダは僕の側にいて、呼べばこうしてたちどころに姿を現す。本人は「弟」のルアークより弱いことを気にしているようだけど、その戦せん闘とう能力は僕はもちろん、傭兵上がりのセイグラムも到とう底てい及ばないぐらいだ。

　日に日にゼオが力を増し、情勢が不安定になっていく昨さつ今こんは頼もしい限りなんだけど、今日はちょっと事情が違う。

「あー……ええと、その。僕は今から少し、ひとりで出かけたいところがあるんだ。だからお前は、ここに残れ」

「それは、アーレイ様は承しよう知ちのお話ですか？」

　ごくごく真っ当な質問に、僕はぐっと詰まる。同時に若じやつ干かん腹が立った。

「ぼ、僕はこのレイデン家の当主であり、お前の雇やとい主ぬしなんだぞ？　それをなんだ、まるでセイグラムのほうが偉えらいような言い方をして!!」

　後うしろめたさも手伝って、僕はつい居い丈たけ高だかな言い方をしてしまった。次の瞬間、ジェダがかわいそうなぐらい青くなって謝り始める。

「失礼しました!!　申し訳ありません。俺はそういった、人の心の機き微びというものがどうも苦手で……!!」

　しまった、「気き遣づかいができない」類たぐいの叱しつ責せきはジェダには禁句だった。

「ああ、いいんだジェダ、そんなに気にするな。僕も言い方が悪かった」

「いえ、とんでもありません。バルロイ様にも『おぼっちゃんの自じ尊そん心しんを傷つけないよう、うまく手の平で転がせ』とあれほど言われてきましたのに……!!」

「……そうか。それは残念だったな」

　人の心の機微について、師事する相手を間違えていることをいいかげん教えてやろうかと思ったけど、生あい憎にく時間がない。僕は適当に相あい槌づちを打った。

「お詫わびの印しるしに、ノーラと比べると物足りないと思いますが、俺の胸でよかったら揉もみますか」

「いいよ、そんな余分な気遣いはいいよ!!」

　思い詰めた様子で迫せまってくるジェダをどうにか言いくるめ、とにかくひとりで出かけると念押しし、僕は屋敷の裏手にある厩きゆう舎しやへ向かった。

　最近もセイグラムが外出する機会は何度かあったけど、僕の婚約絡がらみのことだったから常に同行させられていた。セイグラムだけ出かける、という状況が次にいつ訪おとずれるか分からないから、この機会を逃のがさないようにしたい。

「アーレイ様ならしばらく前に来られましたが……珍しいですね、伯爵御おん自みずから馬を取りに来られるとは」

　言われるままに僕の馬を引き出しながら、中年の馬ば丁ていは不思議そうにしていた。この口ぶりだと、やっぱりセイグラムと出かけるのだと思われているな。

「……セ、セイグラムの奴は、過保護だからな。今時の貴族は、馬ぐらい自分で用意できなければ」

　ひとりで遠乗り、などと言ったら不ふ審しんがられるので、僕はセイグラムの同行を否ひ定ていしなかった。

「……あの方が過保護に思えるほど、苦労なさったんですねえ……おっと、こいつはアーレイ様にはご内密に」

　口を滑すべらせた馬丁が慌ててそんなことを言う。この家の主は僕なんだから、よく考えれば変な話なんだけど、まあ気持ちは分かる。今屋敷にいる使用人は、セイグラムが綿めん密みつな身元調査と面接の上で雇い入れた者たちばかりだしな。

　……セイグラムがここに来る前は、すべて「あいつ」が同じようにして雇った者ばかりだったけど。

　そしてあのころの僕なら、ジェダや馬丁とこんな風に親密な口はきかなかっただろうけど。

「分かっている。手を焼かせてすまなかったな。では、出かけてくる」

　ちらりと脳のう裏りを過よぎった思いを振りきって、僕はあぶみに足をかけ、馬の背にまたがった。目指すはレイデンの屋敷から少し離れた場所にある、〈翼の祈いのり〉の朽くちかけた聖堂だ。

「ジェダはさすがですな、とても伯爵の側に張りついているようには思えませんねぇ」

　馬丁がしきりに感心している声が遠く聞こえた。







　よく晴れた青空と、風にそよぐ春の緑に抱かれるようにして、目当ての聖堂はこぢんまりと建っていた。一部崩くずれた壁や、敷しき石いしの隙すき間まからたくましく生はえた雑草に浸しん食しよくされている、と言うほうが正しいかもしれない。

　建こん立りゆうされた当時はきっと、白い壁も翼の文もん様ようが描かれた正面の扉とびらも、小さいながらも立派なものだったのだろうな。でも我が国での〈翼の祈り〉への信しん仰こう心しんが薄れるに従い、もっと大きな街や村の聖堂はとにかく、ここのような小規模な聖堂は寂さびれてしまったんだろう。

　……だからこそ、ここを選んだのだけど。建て直した屋敷の敷地内でも、別の立派な聖堂でもなく。

　少し物悲しい気分になりながら馬を下おり、泥が跳はね飛んだままになっている門に繫ぐ。そして聖堂の中ではなく、横を通り抜け、裏手に回って……

　ぎょっと足を止めた。

「遅かったですね、ティルナード様」

　当たり前のように僕の名を呼ぶ聞き慣れた声。今朝方別れたはずのセイグラムがそこにいた。







　春風が優しく僕たちの髪や服の裾すそを揺ゆらす。

　ああ、レイデンは暖かいな。でも山越えしてアズベルグに行ったら、また寒いんだろうな。そうだ、着替えの用意もしないと。

「ティルナード様、眼を開けて寝ないで下さい」

　眼にも止まらぬ速さでセイグラムが取り出した鞭が、穏おだやかな風を切り裂さきながら向かってくる。同時に僕の現実逃とう避ひも終了した。

「うわわっ!!　な、なっ……、なん、で？　よ、用事が、あるって」

　なんとか鞭の直撃は避けられたものの、状況が理解できずしばし口をぱくぱく開閉させた僕だったが、どうにか質問できるまでに立ち直った。対するセイグラムはいつもどおり、極きわめて冷静だ。

「ええ。墓参りに行く用事があったので、お時間をいただきました」

　墓参り、というひと言に、僕は雷かみなりに打たれたように再び立ち竦すくむ。

「──知ってたのか……」

「ええ」

　あっさりうなずいたセイグラムは、黙って足下に眼をやった。

　盛もり土の上に、翼の紋章を彫ほった白い石が乗せられただけの簡素な墓。名前も刻まれていないこの墓を知らずに見れば、身寄りのない行き倒れなどをまとめて葬ほうむったものだと誤解されそうだ。

　でもこの下に眠るのは、僕の前後見人だった「あいつ」。

〈翼の祈り〉教団では第三階かい梯ていの高位を持つ聖職者であり、スタンバール宰さい相しよう家けの血を引く高貴な生まれであるユーラン。世が世なら壮そう麗れいに飾り立てられた墓所に収まり、訪れる者も引きを切らないはずだったのに、ひっそりとここに葬られている。

　ユーランがここに眠っていること自体は、セイグラムも知っていることだ。何せこの墓を作る手配をしたのもセイグラムなんだから。

　だけど不思議で仕方がない。

「今日この日、僕がここに来ることが、なんで分かったんだ……？」

「簡単なことです。ラグラドールから戻ってしばらく、あなたはまたこの男のことを思い出しては落ち込んで、こいつの名を呼びながらうなされていたりしましたね。ですが強公爵閣下より、あの雌猫との婚約を正式に進めよ、との知らせを受けてからは、現金にも元気になっていらっしゃった」

「げ、現金は余計だろ」

　全くそのとおりなので基本的には否定しないけど、とりあえず突っ込んだ。セイグラムは無視して続けた。

「しかしここしばらく、あなたは私と出かけるたびにそわそわしていらっしゃいました。ご自分の婚約のことだというのに上うわの空であることも多く、一時収まっていた悪夢にうなされる夜も増えましたね。おかげでただでさえ朝にお弱いのに、毎朝私の鞭でお起こしする羽は目めになりました」

「……いや、別に鞭以外の方法で起こしてもらってもいいんだけど……」

「状況を総合すれば推理は簡単です。あなたはよく言えば律りち儀ぎで優しく、悪く言えば未み練れんがましい方だ。何度も何度も裏切られたくせに、まだ心のどこかにこの男の面おも影かげを残していらっしゃる。あの雌猫と正式に婚約する前に、もう一度ここに来て報告をしたいのだろう。私が出かけると聞けば、愚おろかにも行動を開始するだろう……そう考えました」

「未練がましくて愚かで悪かったな!!　だからいきなり外出するとか言い出したのか!?」

　全くそのとおりだけど、他の言い方があるだろう!?

　憤いきどおる僕に、セイグラムはなんら悪びれた様子なくうなずく。

「ええ。あなたは私を信頼し、気遣って下さっていますから。いまだ裏切り者の教育係に心を残しているなど、知られてはいけないと思ったのでしょう？　そもそもこんなところにこいつの墓を作ったこと自体、私への思いやりから出た行動ですしね」

　さらっと言われ、僕は絶句した。

　……これまた全くそのとおりなので、すぐに次の言葉が出てこない。

「……ごめん、セイグラム。その……、お、お前に不満は……いっぱいあるけど、いや、そうじゃなくて、お前よりユーランがよかったとか、そういう訳じゃないんだ」

　レイデン地方の西の端はし、アズベルグとの境界付近にある山の中でユーランは死んだ。僕を殺そうとして、僕を救おうとして。

　あの時セイグラムは、普段の冷静さが噓うそのように怒り、ユーランの死に涙する僕を「馬鹿だ」と責せめ立てた。だけど最後には、「墓ぐらい作ってやりたい」という僕の願いを受け入れてくれたんだ。

「それに、ここにユーランを埋うめたのは……僕のためでもあるし」

　墓の様式や場所については散々悩んだのだけれど、結局ここを選んだのは、セイグラムのためであり、僕のためでもある。近すぎず、遠すぎず、生前のユーランに相応ふさわしい場所に、生前のユーランの所業に相応しいやり方で。それがこの、朽ちかけた聖堂と粗そ末まつな墓。

　……ユーラン、お前、本当はスタンバール一族の人間だったんだってな。

　それが〈翼の祈り〉教団に押し込まれて、あんなに強く信仰心を抱いだくようになるまでに……苦労したんだろうな。

　感傷に囚われた耳の奥に、懐なつかしいあのおたおたした声が蘇よみがえってくる。




『ティルぼっちゃん、見て下さい、ほら、壁に翼の紋章をつけました！　これでもう悪い夢は見なくなりますよ!!　……って、あ、痛いです、髪まで打ちつけてしまいました……!!』




『ぼっちゃーん、だめですよ、そんな薄着で外に出られては。全く、そんなに鍛えてもいないのですから、少しはご自覚を……はわわ、いえ、なんでも。さっとりあえず、私の上着を着て……、はくしょんッ!!』




『──ぼっちゃん、ぼっちゃん痛いですね、やめてほしいですよね、じゃあ私の言うことを聞いて下さいますよね？　ほら、私も痛いんですよ、ぼっちゃんと同じところを焼いていますからね。あなたが素す直なおになるまで、二人とも痛いんですよ？　さあおっしゃい、ライセン公爵とは縁を切ると』




「ティルナード様」

　かすかに気遣わしげなものを含んだ呼び声にはっとする。セイグラムがじっと僕を見ていた。

　そして僕は、無意識に左の二の腕を……今朝方セイグラムに引っぱたかれ、去年ユーランに炎を押しつけられた場所を抱くような姿勢を取っていた。

「……あ、う、うん、ごめん」

　腕を下ろしながら反射的に謝ると、セイグラムがわずかに瞳を細めた。

「謝らなくて結構です。謝らなければならないようなことを、あなたはしていないでしょう」

「──うん。そうだな」

　いつも以上に厳しいセイグラムの声。素直にうなずく僕だけど、胸の片隅に生じた違い和わ感かんを否定できない。……ユーランならこんな時、どんな風に言っただろう。

　十歳で両親を失って以来、ひどい時には季節の変わり目ごとに後見人が変わっていた僕の側に、ユーランは三年近くいてくれた。肉親以外でひとりだけ、あいつは僕のために涙を流してくれた。

　……いや、違う。あいつはもういない。それにあいつが大事に守ろうとしていたのは「名家レイデンの血を引くおぼっちゃん」であって、僕じゃない。

　眼を覚ませ、ティルナード。セイグラムは僕を選び、僕のために血を流してくれた。口を開けば嫌いや味みと皮肉、時々一緒に鞭が飛ぶようなやつだけど、誰よりも僕のことを考えてくれているんだから。

　だから僕は今日、ユーランにお別れを言いに来たんだ。

　本当はひとりでこっそり来るつもりだったのに、一番来てほしくなかった奴が隣にいるという状況は動かしがたい。けれど、よく考えたら、これはいい機会なのかもしれない。

「……ユーランは失言が多くて、どじで気がきかなくて、僕より臆おく病びようだった。後見人としてだけじゃなく、聖職者としても、ものすごく頼りなかった」

　今はもちろん、昔だって本当は僕は、自分がただの無力な子供であることぐらいちゃんと分かっていた。とはいえそんな僕から見ても、ユーランが頼もしい大人であるとは到底思えなかった。

「でも、だから信用できた」

　知らず視線が下がっていく。うつむく僕の影が、ユーランの墓に落ちる。

「……優しくて立派で、信頼できるように見えた後見人は、過去に何人もいた。けれどいつも、必ず裏切られた。……だから……そういう奴のことはもう、僕は信じられなかった」

　帳ちよう簿ぼをごまかし、税の大半を懐ふところに入れていた奴。帳簿をごまかすことすらせず、堂々と別の用よう途とに使っていた奴。自分の子供が僕に犬をけしかけて楽しむ様を、「子供らしい悪いた戯ずら」「狩かりの季節までの我慢」とほざいた奴。

　一番怖こわかったのは、犬をけしかけてはしゃぐ子供たちを、さらに後ろでけしかけて笑っていたあのゼオだったんだけど……

「その点ユーランは、優しさはとにかく、立派でも信頼できるようにも見えなかったものな。でも、僕みたいな奴の側にはきっと、こいつ程度の奴しか残らないんだろう。そう思えて……、いたあッ!!」

　片かた頰ほおを歪ゆがませ、自じ嘲ちようの笑みを浮かべていた僕の手の甲に鋭い痛みが走る。確認するまでもなくセイグラムの仕し業わざだ。

「何するんだよッ!?」

「それはこちらの台詞せりふです。全くあなたは、実に教育しがいのある方ですね」

　僕の抗こう議ぎに返ってきたのは、過ぎ去ったはずの冬もかくやとばかりの冷たい視線と台詞だけ。セイグラムの怒いかりの理由が分からず、僕は続けて怒鳴った。

「な、何を怒ってるんだよ！　だって事実だろう、僕みたいな奴の側には、あいつみたいな奴しか残らなかった……!!」

　でも今はお前がいてくれる。そう結ぼうと思っていたのに!!

「──では、私もその程度の人間だとお思いですか？　あの雌猫も？　後見人夫妻も？」

　あ、と僕は間の抜けた声を上げた。

　僕の、馬ば鹿か。

「……ち、違う、違う、ごめん、そんなつもりじゃ……!!」

　ようやく自分の誤りに気づき、青くなって謝罪する僕にセイグラムは静かに言った。

「つもりがなくてもそう聞こえました。あなたは私が選んだ主なのですから、くだらないことをおっしゃらないで下さい」

　ため息にも似た声はいつもより少し優しいぐらいだ。鞭だって出なかった。それだけに、心に堪こたえた。

　僕の馬鹿、まるっきり逆効果じゃないか！　今はセイグラムがいてくれるんだって、ユーランはもう必要ないんだって、そう伝えたかったのに!!

「い、いや、ほら、僕だって成長しただろう？　だからそれに見合う人間が周りにいてくれるようになって、その」

　しどろもどろに言い訳する僕を、セイグラムは黙って見つめている。

　あまりの気まずさに、やがて僕が自主的に黙ると、セイグラムがふいと足下に視線を向けた。

　眼鏡の奥の瞳が見つめるのは、ユーランが眠る白い石。

「私に気を遣って下さっているのはよく分かりました。そして私は、このユーランという男が大嫌いです。死んでくれてせいせいしました」

　僕のことを言われているんじゃない。そうと分かっているのに、一瞬背筋がぞくっとするほど、ユーランのことを口にするセイグラムの声は冷たかった。

　僕の怯おびえを感じ取ったようにセイグラムが顔を上げる。それきり墓石には眼もくれず、一歩下がるとふんと鼻を鳴らして、

「ですがあなたにとっては、今でも大事な人間なのでしょう？　この男を貶おとしめなければ私を持ち上げられない訳ではないでしょう。さあ、さっさと用事をすませたらどうです」

　お前それが主に対する態度か……？　とは言いたくなったが、今さらのことだ。

　それに、こういう言い方がセイグラムなりの優しさなんだと、もう僕は知っているから。

「……ユーラン、長いこと来なくてごめん」

　セイグラムに代わって一歩前に踏ふみ出した僕は、一度土の下に眠るユーランに話しかけてから、はたと考え込む。

　生前の善ぜん行こうにより与えられた翼を持つ者だけが辿たどり着ける、至いと高たかき国。辿り着けなかった者が沈しずむ水みな底そこの国。

　ユーランは今、どっちにいるんだろう。

「ティルナード様、どうされました」

「あ、うん……なんでもない」

　後ろから聞こえてきたセイグラムの声にそんな返事をして、僕は再び地面を見やる。

〈翼の祈り〉教団第三階梯の聖職者であり、スタンバール宰相家の血を引くユーラン。本当ならどう考えても至高き国へ行くはずだろう。

　でも教団入りする際、スタンバールの名前は捨てたはずだ。そしてユーランは「天てん罰ばつ」により死んだと教団の人間たちに言われていた。そういう意味では、水底の国にいるのかもしれない。

　けれどそんなこと、生きている僕には分からない。

　子供のころから身近にあった〈翼の祈り〉の教えは僕の中にも根強いけど、教団絡みの多くの出来事に触ふれるにつけ、考え方を変えざるを得なくなった。……何せ僕の後見人夫妻ときたら、二人揃そろって信仰心などあってなきがごとしだものな。

　だから僕は、土の下で眠るお前に話すよ、ユーラン。

「突然だけど、僕は今度結婚することにしたんだ。相手はライセンのところのメイドで、お前も知っているノーラ・テルペスだ」

　改めてノーラの名を呼ぶと、ちょっと緊張してしまう。

　思えばライセンの屋敷に初めてユーランと一緒に押しかけた、あの時が僕とノーラの出会いだったんだよなあ。正直その場にいたかどうかも覚えてないって口を滑らせて、この間けんかになったんだっけ。

　もっともノーラのほうだって、当時は噂うわさの「死神姫」にばかり気を取られていたから、僕たちのことはあんまり記憶してないって言ってたけど。お互いをちゃんと認識したのはノーラがライセンの愛人、とアリシア様に紹介された時だったんだよなあ。

「第一印象はお互い最悪だったけど……えー、なんていうか、その、い、いろいろあるうちに、まあ……か、可愛かわいいところもあるなって、思い始めて……」

　美人で胸が大きくて、押しが強いノーラのことは、最初はすごく苦手だった。あちこちの家をたらい回しにされていた時、ああいう自分に自信のあるメイドに面おも白しろ半分に迫られて、からかわれた屈くつ辱じよくを思い出してしまうから。

　けれどノーラは、ああ見えて針はり子ことして優秀だし、なんだかんだとアリシア様の世話を焼いたりと、優しいところがあるんだって段々分かってきたんだ。……まあアリシア様はあのライセンを過保護にしてしまうぐらいだから、あの方の人徳……、人徳？　う、うん、まあとにかく、アリシア様がすごいって気もするけど。

「最近は、ノーラには可愛いところしかないなって……」

　金目当てに、誰もが恐れる「アズベルグの暴君」の愛人になりたがるような女だ。僕に対しても馬鹿にした態度を崩さないし、なんてメイドだと思っていたけど、フェイトリンの舞踏会で僕の服を直してくれた。あのあたりから、本格的に見る眼が変わってきた。

　だからオーデル侯爵にセイグラムとノーラを露骨に馬鹿にされた時は、ものすごく腹が立った。怖かったけど、今思い出しても首筋が寒くなるぐらい怖かったけど、二人を侮ぶ辱じよくされたままでいるのはどうしても我慢できなかった。

『あの時、とってもかっこよかったですわ、ティルナード様』

　最近僕の願いに応こたえ、ノーラは僕を名前で呼んでくれる。

『少し前から、カシュヴァーン様や奥様にうるさく言われるので、ちょっと気になってはいたんですけど……セイグラムがあなたを選んだ理由が、あの時やっと分かりましたの。ティルナード様は、ご自分が愛する者のために戦える方なんですわね。……あまり強くはありませんけど』

　口ではそんなことを言いながら、ノーラは誕生日の贈おくり物として、僕に初めての口づけをねだって……

「ティルナード様、やに下がっていらっしゃるところ申し訳ありませんが、まだお話は続くのですか」

　甘い思い出に浸ひたっている僕の背を、冷たいセイグラムの声が叩く。

　いけない、ノーラのことを思い出しすぎて、思いきり脱線していた。これじゃ最近の、夫馬鹿としか言いようがないライセンじゃないか。

　僕も結構変わったと思うけど、近頃のライセンの変わりようには、被後見人として若干引くぐらいだものな。失礼だけど、あのアリシア様を相手にあんなに「可愛い」「可愛い」と連呼するなんて。

　確かにアリシア様は、結婚当時から比べるとずいぶんおきれいになられたとは思う。でも基本的に地味だし、その、体型はなだらかでいらっしゃるし、ライセンと比べると完全に大人と子供だ。

　その点ノーラは誰もが認める華はなやかな美女だし、すごく色っぽくて、でも可愛らしくて、おまけにその美を引き立てるドレスを自分で作ることもでき、痛いッ!!

「何するんだセイグラム!?」

「これは失礼。ティルナード様が、墓前でふしだらなことを考えていらしたようですので」

　鞭をしまいながら、セイグラムは平然とつぶやく。ふしだらなことなんか考えてないけど、また脱線していたのは確かなので、僕は渋しぶ々しぶまとめに入った。

「と、とにかく。──僕はノーラと結婚し、レイデン地方の領りよう主しゆとして、立派な家庭を築きずいてみせる」

　二度も家は焼け、両親は亡なくなり、ユーラン、お前も死んでしまった。……しかも二回目に家を焼いたのはお前だったしな。

　だけどもう一回屋敷は建て直したし、セイグラムの協力の下もとノーラを妻に迎え、僕はこれから新しい家族を作るんだ。














「だから、今までありがとう、ユーラン。……お前と会えてよかった。お前と会えなければ、僕は今まで生きてこられなかった。──さようなら、おやすみ……痛ぁッ!?」

　しんみりしながらきれいにまとめたはずなのに、なぜか鞭が飛んできた。

「こんな男にそこまで言ってやる必要はありません」

「お前が言えって言ったんだろ!?」

　用事をすませろ、と言ったのはそっちじゃないか!!　赤くなった手の甲を押さえながら食ってかかるが、セイグラムは動じない。

「お前がいなくても僕は幸せになる、ざまあみろでいいでしょう」

「あのなぁ!?」

　嫌味にしてもひどすぎる、そっちこそ墓前で言うことか!?

　しんみりしたりにやけたり怒ったり、短時間でいろいろな感情を使いすぎてめまいがしてきた。反論する気力も湧かない僕の横に、すっとセイグラムが立つ。

　この野郎、まだ死人に鞭打つ気か。ライセンみたいなことを考えていると、

「──ユーラン、私は貴様のことは心底嫌いだ。だがティルナード様を馬鹿でも優しい方に育ててくれたことには、感謝している」

　傲ごう然ぜんとあごを上げたまま、セイグラムが口にした言葉に僕ははっとした。

「私は優秀な右腕だが、本体にはなれない。私には人がついてこない。他の誰にとっても、とは言わないが、私にはティルナード様は最高の主だ」

　春風が僕たちの間を静かに流れていく。

「私の墓参りもすみました。戻りましょうか」

　ややあって、何事もなかったかのようにそう言ったセイグラムは、ごていねいに離れた場所に隠かくしているという自分の馬を取りに行ってしまった。

　……いい台詞の途中でさり気なく「馬鹿」って言ったのは、聞こえたんだからな、馬鹿。

　仕方ないな。もっと強く、立派になって、守ってやるよ。ノーラのことも、お前のことも。







　ノーラと同様、セイグラムとの出会いも最悪だった。当時の僕はユーランを失ったばかりでひどく気持ちが乱れていたし、セイグラムはセイグラムでライセンの右腕になることしか考えていなかったし。

　アズベルグ公爵家の一件から僕の執事になってはくれたものの、最初は正直、不安だったよ。自分から僕のところに来るって言ったくせに、あまりにも優しくなかったからな!!

　だけど段々、セイグラムの存在にも慣れていった。僕に対して全く遠えん慮りよがないセイグラムには、僕も変に遠慮せずにいられたから。……鞭も時々は避よけられるようになったし。

　ユーラン及び〈翼の祈り〉の息がかかった使用人も総入れ替えを行い、新しい生活にもすっかり慣れたころ。死んだとばかり思っていたユーランが、大勢の兵士を引き連れて再び僕の前に現れた。

　燃え落ちる屋敷。逃げ惑まどう使用人たち。火に巻かれ、あるいは踏み込んできた兵士たちに斬きられて死んでいく人々の絶ぜつ叫きようを聞きながら、僕は震ふるえるばかりで何もできなかった。十年ほど前、農民の反乱を装よそおった〈翼の祈り〉の手の者が引き起こした事態にそっくりで……あの時の記憶にどれだけ僕が怯えているか知っているはずのユーランが、同じ状況を作り上げたこともひどく衝しよう撃げき的てきで。

『ここは危ないですよ、ぼっちゃん。さあ、こちらへ』

　昔みたいににこにこ笑いながらユーランが僕の右腕を引っ張り、この上なく険しい顔をしたセイグラムが僕の左腕を引っ張り。二人にぐいぐいやられて、引き裂かれそうな痛みに当然僕はわめいた。

『痛い痛い、やめろ、放せユーラン！　僕はお前とは行かない、痛い、セイグラムもちょっと落ち着け……!!』

　ぎゃあぎゃあわめいていた僕の左腕から、不意に痛みが遠のいた。

　いつの間にか近寄ってきた兵士のひとりが、セイグラムの腹を刺したんだ。呆ぼう然ぜんとしている僕を、ユーランは呆あつ気けなく胸に抱き込んだ。

『さあ、行きますよティルぼっちゃん。……おや』

　その場にうずくまりながらも、セイグラムは僕の足首を摑つかんで放さなかった。そこでユーランは仕方がなさそうに笑って、

『律儀な使用人を雇っていらっしゃるようで何よりです。とどめを』

『待てよ!!　だめだ、セ、セイグラムを殺したら僕は一緒には行かない!!　舌を嚙かんで死んでやるからなッ!!』

　この状況では逃とう亡ぼうは無理だけど、現時点でユーランに僕を殺す気はなさそうだ。とにかくセイグラムを殺させないことが肝かん心じん、という僕の読みは当たり、ユーランは妥だ協きようした。

『待っているから、必ず生きて助けに来い！　分かったな、セイグラムッ!!』

　ユーランたちに連れて行かれながら僕は叫んだけれど、「助けに来い」より「生きて」のほうがより伝えたいことだった。

　以前と同じようで明らかに変わってしまったユーランが、ずっと僕を生かしていてくれるとは思えない。──だからせめて、責任を感じたセイグラムが早まった真ま似ねをしないよう、釘くぎを刺したつもりだった。

　だけどセイグラムは、怪け我がをおして僕を助けに来てくれた。後でライセンに、あのセイグラムがアリシアのような振る舞いをするぐらい取り乱していたぞ、と聞いて、ものすごくびっくりしたっけ。

『他の誰かがあなたのことを引っぱたこうとしたら、私がこの身に代えても必ず守って差し上げます』

　フェイトリンにていつか口にした言葉を実行してくれたセイグラム。本人にそれを伝えたところ、「滅めつ相そうもない。屋敷への襲しゆう撃げきを許したこと自体完全に私の落ち度ですから、責任を取るのが当然です。申し訳ありませんでした」なんて深々頭を下げられてしまったけれど、嬉うれしかった。腹を刺された時ぐらい寝てろよ、とちょっと呆あきれもしたけど、僕は嬉しかったんだよ、セイグラム。







　このままひと息に駆かけ戻るのも惜おしいので、墓参りをすませた僕たちは柔やわらかな緑があふれた春の草原の景色を愛めでながら、のんびり屋敷に帰ることにした。アズベルグ地方だと「肥ひ料りよう要いらず」もいっぱいでげんなりするところだけど、幸いレイデン地方にはあの植物はあまり生えていない。

「……それにしてもお前、案外あっさりノーラのことを認めてくれたな」

　互いの馬を並行させて進みながら、僕がセイグラムに話しかけると、

「では取り消しましょうか」

「おいッ!?」

「冗談ですよ。強公爵閣下やガーゼット侯爵閣下まで巻き込んだ話を、今さら反ほ故ごにできるはずがないでしょう」

　まあそれはそうだけど、お前が言うと冗談に聞こえないんだよ。

　たちの悪いからかいに飛び跳ねた心しん臓ぞうを押さえ、僕がため息をついていると、

「私にも、好きな女性ぐらいいましたからね」

「──ふひゃあッ!?　げほ、げほっ」

　ちょうど息を吐はききったところに思わぬ一撃を食らい、僕はへんてこな悲ひ鳴めいを上げてしまった。うぐぐ、しかも弾はずみで思いっきりむせてしまった……

「ティルナード様、突然どうしました？」

「……ごほっ、と、突然どうしたのかは僕の、げほっ、台詞だよ!!」

　怯える馬の首を叩いてなだめつつ、僕は抗議の声を上げた。

　だって、セイグラムだぞ？　セイグラムに、好きな女性？　単語の並びがすでに奇き跡せきだ。そんなの初めて聞いた!!

「なんですか、そんなに意外ですか」

「いやその、ごめん、鞭はしまえって……え、あの、……ど、どんな、人？」

　深く追及していいものか迷ったけど、好奇心を抑おさえられない。セイグラムが手にした、馬用ではない鞭の動きを眼で追いながら、僕は思いきって聞いてみた。

　だって、このセイグラムだぞ？　すでにライセンの妻であるアリシア様を、名家の令れい嬢じようだからという理由で平気で僕に勧すすめてくるような奴に、好きな女性？　気になるに決まっている!!

　拳こぶしを握にぎり締め、わくわくしながら見つめる僕に、セイグラムは淡々と答えてくれた。

「クインティ・アーレイ。私の兄の妻になった方です」




　春風が僕たちの間を静かに流れていく。




「……ご、ご、ごめん……」

　澄み渡る空の青さが眼に痛い。気まずい、この上なく気まずい。

「ご自分が巨乳メイドと婚約なさるからといって、引け目を感じることはありませんよ、ティルナード様。そもそも私とクインティ様がお会いしたのは、彼女が兄の婚約者だったからですし」

「えっ……つまり、兄君の婚約者と知りながら好きになったってことか!?」

　な、なんて情熱的な……たまに熱いところを見せることがある奴とは知っていたけど、意外すぎる……

　まじまじと見つめる僕から、セイグラムは春の空へと遠い瞳を向けた。

「そもそも我がアーレイ家が、貧びん乏ぼう貴族だということはティルナード様もご存じでしょう。そして私の愚ぐ兄けいはどじで優柔不断で、意味もなく楽観的で、人の好よさしか取り柄えのない凡ぼん庸ような人間でして」

　……さすがセイグラム、主だけでなく実の兄にも全く容よう赦しやがないな。

「そんな兄の婚約者であるクインティ様も、似たような境きよう遇ぐうの貧乏男爵家の子女でした。満足な持参金も用意できない身の上では、いい家に嫁とつげないのは仕方のないことですが……しかし、クインティ様は実に聡そう明めいな方でした」

　セイグラムの眼が熱っぽく光る。聡明か……なるほど、こいつが女性を選ぶ基準は知性なんだな。

　まあ僕だって、あまりにも愚かなのはちょっと困るけど、でもノーラは十分賢かしこいと思うぞ？　読み書きも大体できるそうだし、アリシア様への突っ込みの鋭さはセイグラムと張るぐらいだし。

　僕が無意識にのろけている間に、セイグラムも珍しく熱心な口調でアーレイ男爵夫人を褒ほめ称たたえていた。

「初めてお会いした日、くだらない挨拶などそこそこにあの方はおっしゃったのです。ご自分の家柄では、このような家にしか嫁げないのはやむを得ない。婚約者がぼんくらなのも諦あきらめるしかない。しかしこのようにぼんくらなのであれば、妻の意のままに操あやつるのはたやすい、うるさく逆らったりはしないだろう。今の時代に生きる賢い女にとっては、むしろ最良の夫であるかもしれない、と……」

　……えーと。

　えーと、あれ、僕が知ってる「聡明」の意味がおかしいのかな？

「合理的な意見に、私は大変感服しました。クインティ様は実に聡明な方です。そして実際、あの方は見事に家内の主導権を握られました。クインティ様の切り盛りのおかげでじわじわと領地からの収入も上がり、あのしょうもない兄は『何もしないで暮らしが楽になった』と喜んでいるようです」

　わあ、クインティって人、誰かに似てるなあ。黒髪をひとつに縛った、どこかの陰いん険けん眼鏡にそっくりだね。

　そしてお前の兄君って、立場がどことなくレイデン家のおぼっちゃんに似てるよね。聞くんじゃなかった!!

　ふっ、馬鹿だなあ、ティルナード……セイグラムの口から、甘い恋物語なんて出てくると思っていたのか……？　全くお前って奴は、いつまで経っても成長しないな……

「ティルナード様、いかがなさいましたか」

「ああ……、うん、いや、人の好みっていろいろだと思ってさ……」

　自惚うぬぼれもここまでいけば清すが々すがしいよ。ま、あ、きっとそれでも……セイグラムの兄君は、それなりに幸せなんだろう。

「それにお前は、自分の食い扶ぶ持ちぐらいなんとかするために、ひとりで家を出てがんばったんだものな」

　兄夫妻に迷めい惑わくをかけないように。……もしかしたら、クインティ様の側にいるのが、つらいせいもあったりして。

「長男ではない男の宿命ですよ。そのあたりは貴族も農民も変わりありません。土地によっては子供の数で領地を割ったりするようですが、我が家の領地の規き模ぼでそんなことをしたら共倒れになるだけですからね」

　いつもの調子に戻ったセイグラムのひと言で、僕はとある「兄弟」のことを思い出した。

「……ジェダを怒るなよ、セイグラム。僕がついて来るなって言ったんだから」

　そろそろ屋敷が見えてきたこともあり、先んじてそう宣言するとセイグラムはかすかに微笑ほほえんだ。

「部下を庇かばうとは、成長されましたね」

　真っ当な褒め言葉に嬉しくなりながらも、僕は油断はしない。そんなことを言いながら、セイグラムはまた鞭を……、出さない？

「あれ？」

　拍ひよう子し抜ぬけして、思わず小首をかしげた僕の髪を、優しい風とセイグラムのこんなひと言がくすぐった。

「別に怒りませんよ。ジェダはずっとあなたの側にいますから」

「──え？」

　きょとんとした僕の右、馬に寄り添そうように出現した銀色。

　常に一いち陣じんの風と共に現れるジェダが、恐きよう縮しゆくした表情でそこにいた。

「ま、誠に申し訳ありません、レイデン伯爵。今日はあなたが何をどうおっしゃっても、おひとりにするなとの命令を受けていたのです」

　眼が点になっている僕に、ジェダはぺこぺこ頭を下げてくる。

「ジェダを怒らないでやって下さい、ティルナード様。私が命じたことですから」

　涼すずしい顔で言ってのけたセイグラムを無視して、僕は大声で叫んだ。

「──お前結局、セイグラムのほうが上位だと思っているんだな、ジェダッ!?」

　よく風が吹く日だな、とは思ってたんだよ!!

「申し訳ありません、申し訳ありません!!　どうか気がすむまで、胸でも尻しりでも揉んで下さい!!」

　ジェダは必死になって頭を下げ続けていた。










　なんだかもう本当に疲れた。

　ジェダを怒り疲れて部屋に戻った僕は、セイグラムがマントを外はずしてくれるのに任まかせながら大きくため息をついた。ジェダはしょんぼり部屋の隅に控ひかえている。

「お疲れのようですね、ティルナード様」

　誰のせいだよ、と心の中で突っ込む僕に、セイグラムはさらに続けた。

「これで心の準備は万全ということで、よろしいですね？」

「あ、うん。……ごめん」

　……心配、かけてたんだよな。ごめん。

「いえ、これでもうあなたが悪夢にうなされることがなくなれば、私が毎朝鞭でお起こしする必要もなくなる訳ですし」

「だから、鞭以外で起こしてくれたって……、あ」

　しゃべるうち、ふと僕はとある「準備不足」に思い当たった。

　う、ちょっと、いやかなり、恥ずかしいな……でもこんなこと、セイグラム以外には聞けないし……

　ああ、でも今はジェダがいるんだ。悪い奴じゃないけど、こいつがいると話が面倒くさくなりそうな気がする。

「ジェダ、ちょっと……外してくれないか」

「申し訳ありません、それはできません」

「あなたも懲こりない方ですね、ティルナード様。この家にいる以上、ジェダは私の命令しか聞きませんよ」

「薄々勘かんづいてたけど、お前らは僕をなんだと思ってるんだ!?」

　くそっ、そんな気はしてたけど、やっぱりこういう反応になるのか!!

　じゃあまた別の機会に……いや、でも、結局ジェダはずっと僕の側にいるんだろうし、意味がないな。ええい、思いきって聞いてしまえ!!

「……あの、さ、セイグラム。心の準備は……できたよ。けどその、体の準備っていうか……す、素肌を、さらす、準備……」

　一瞬怪け訝げんそうに眉まゆをひそめたセイグラムは、すぐに、ああ、とうなずいた。

「もしかして、初夜についておっしゃっているのですか？」

「は、恥ずかしいことをはっきり言うなよ、馬鹿っ!!」

　赤くなる僕とは対照的に、セイグラムはさっさと動き始めた。

「分かりました。ジェダ、手伝ってくれ。今からティルナード様の背中の傷を消す」

「違う、そうじゃない!!　せ、背中はいいんだよ、ノーラはそれでもいいって言ってくれたんだから……!!」

　体を押さえつけようとしてきたジェダの手を撥はね除のけ、僕はわめいた。

「そうじゃなくて、ち、知識、だよっ!!　……僕、初夜に何をするか、よく分からないんだ……」

　消えそうな声でつぶやく僕を見て、セイグラムは静かに眼鏡をかけ直した。

「……ユーランはなんと？」

「ば、馬鹿、あいつは聖職者だぞ！　そんなはしたないこと、教えてくれる訳ないだろう!?」

「はしたない、程度の認識はあるのですね。ですが、あなたぐらいの年の方なら」

　珍しくセイグラムが口を滑らせた。僕はそれを責めず、淡々と言った。

「……知ってるだろう。両親には教わる暇ひまがなかったし、その後はずっと、僕には親しい人間がいなかったんだ」

　面白半分に裸はだかにされたことは……やめよう、あれを思い出すとまた嫌な夢を見る。

「──分かりました。ティルナード様、こちらへ来て横になって下さい」

　ふうっとため息をついたセイグラムが、寝台のほうへ僕を手招きした。

「え？」

　不ふ穏おんな空気を察し、ぎくりと固まった僕に、鞭を取り出しながらさらに言う。

「初夜の作法を知りたいのでしょう？　服まで脱げとは言いませんが、あなたのその知識量では、言葉で説といても理解できないでしょうからね」

「そ、それはまあ、そうだろうけど……」

「あなたの貞てい操そうを奪うばったりはしないので、ご安心下さい」

「だからそういうことを口に出すなって言ってるだろ!!」

　真っ赤になりながら叫ぶ僕だけど、初夜の場でうまくできなければ、僕だけでなくノーラにも恥をかかせることになってしまう。──ええい、ままよ!!




「こうして」

「えっ」

「次に、こうです」

「えええっ!?」

「そして、こう」

「えっ、えっ!?　そんな、そんなところにッ……!?」




　セイグラムの授業が終わった後も、僕は大混乱に陥おちいっていた。

「み、みんな、本当にこんなことしてるのか!?」

「もちろんです」

　授業に使った鞭をしまいながら、セイグラムはきっぱりうなずくけれど、僕はまだ納なつ得とくできなかった。

　すごく楽しくて、その、気持ちいいことみたいに聞いてたけど、これは本当にそうなのか!?　昔僕が受けたいじめに近いような気がするんだけど!?

「アーレイ様、あの、今の話は……」

　横で授業を見守っていたジェダが何か言ったようだったけど、

「ジェダ。今後もレイデン家で働きたいのなら、差し出口は控えろ」

「……はッ」

　すぐに一礼して引き下がった。僕は脳内を駆け巡めぐる新たな知識のために、それどころではなかった。

「ラ、ライセンも、こんなことをアリシア様と……？」

　後見人夫妻について尋たずねると、セイグラムはまた「もちろんです」とうなずいた。

「強公爵閣下は鍛えておいでですからね。少々の痛みは平気なのだと思いますが。もっとも、何度か挑ちよう戦せんされてはいるようですが、いまだ初めての夜を迎えられていないそうです」

「……ライセンが躊ちゆう躇ちよするほど、痛いのか……そうだよな、あんなことしたら、きっと裂けてしまう……」

　ただでさえ馬に乗ったせいで痛むお尻を、僕は無意識に押さえた。

「……お前も……、初めての時は、痛かったのか？」

「まあ、少しは」

　あっさりセイグラムはうなずいた。

「愛があればこそ、乗り越えられる行こう為いだということですよ。……おや、どうなさいました、顔色が悪いですね、ティルナード様」

　そこはかとなく嬉しそうなセイグラムに気づかず、僕は悄しよう然ぜんと肩を落とした。

「ぼ、僕は、ノーラへの愛が足りないのかな……」

　どんなに痛いことでも相手がノーラなら……と思いはするけど、ちょ、ちょっと、結婚してすぐ初夜は……無理かもしれない。鞭の痛みにはだいぶ慣れてきたけど、痛みの規模が違いすぎる……

　──いや、あれだけ気持ち悪いぐらいアリシア様を溺でき愛あいしているライセンでさえ、ためらうような行為なんだ。

　まして今知識を得たばかりの僕が、踏み出せなくても仕方がない。

　今日できなくても明日には、あさってにはできるようになるかもしれないだろう？　強くなると僕は誓ちかった。いつか、きっと、乗り越えてみせる。

「……足りないなら、努力するまでだ。そうだよな？　セイグラム」

「……ちっ。そうですね」

　あ、あれ、僕は今いいことを言ったのに、先に舌打ちが聞こえたような……？

「それはそれとして、婚約発表舞踏会の準備をしましょうか。招しよう待たい客の数ですが……」

　鞭の代わりに取り出した計画表を片手に、セイグラムは仕切り始めた。







　その夜僕は、ユーランが出てくる悪夢を見なかった。

　その代わり、お尻が五つに裂ける夢を見てうなされた。














　月は中天に差しかかり、あたりが夜の帳とばりに包まれているなか、城と見み紛まがう巨大な屋や敷しきが無数の火明かりに輝かがやいている。〈翼つばさの祈いのり〉の敬けい虔けんな信者たるを自じ負ふする貴族の例に漏もれず、翼を広げた白い鳥を思わせるその建物に一台の馬車が入った。

「さすがは我が国一の名門オーデル侯こう爵しやく家け、地方伯中の地方伯のお屋敷ですね!!　くだらない下げ克こく上じようの嵐などものともしない、まるで沈しずまぬ太陽のようだ!!」

　馬車から降りたひとりの若者が、馬車内の貴婦人に手を差し伸べながら興奮した声を出す。

「ただの見み栄えっ張ぱりよ」

　一方の貴婦人、屋敷の奥方であるエルティーナ・オーデルは、冷さめた口く調ちようでそう言った。気け怠だるげな美び貌ぼうを縁ふち取どる高い位置で結ゆい上げた金の髪や、珍めずらしい瞳ひとみの色と揃そろえた紫の夜会服が、そこら中に掲かかげられた炎を照り返してまぶしい。

「あの、そ、それにしても本日もエルティーナ様はお美しい!!　まるで光さえも支配したかのようだ!!　いや、まるで太陽を体現したかのような……!!」

　後こう援えん者しやが明らかに気のない素そ振ぶりであることを悟さとり、一応詩人である若者は懸けん命めいに美び辞じ麗れい句くを並べ立てた。

　なにせエルティーナはオーデル侯爵夫人というだけでなく、シルディーン王国の元王女。政略結婚である夫との仲は冷えきり、そのために男あさりに余念がないと噂うわさの彼女の後うしろ盾だてを得られるかどうかは、若い芸術家にとっては死活問題である。

「太陽はさっき聞いたわ」

　売れない訳ね、と小声でひとりごちたエルティーナに、若者が怪け訝げんそうな顔をする。

「なんでもないわ。さあ、さっさと入って……あら」

　馬車を離れ、屋敷に入ろうとしたエルティーナに、ひとりの年かさの侍じ女じよが近づいてきた。エルティーナの乳う母ばの娘であり、シルディーン王宮で暮らしていた時からの彼女の使用人だ。

「奥様、少々お耳に入れたいことが」

　耳元にささやかれた内容に、エルティーナはすぐに決断を下した。それなりに空気は読めるのか、少し離れた場所におとなしく立っている詩人を眼で指し、

「彼に部屋を用意して、ぐっすりお休みなさいと伝えて。私はジスのところに行くわ」

「よろしいのですか？」

「ほったらかしのお詫わびに、私のサロンへの出入りを許可する、とつけくわえておいてちょうだい」

　貴族の奥方が開く、芸術家や学者を招まねいてのサロン。それもエルティーナのサロンへの出入りを許可されたとなれば、詩人である若者の自じ尊そん心しんはこの上なく満たされるだろう。

　だが、見た目の凡ぼん庸ようさとは裏腹に、賢けん明めいな侍女はやや不ふ審しんそうにしている。

「そこまでして差し上げるべき方ですか？」

「某ぼう新しん興こう貴族の三男坊よ。本人は隠しているつもりだけど、実家の援えん助じよは手厚いみたい。彼を介かいして、いろいろと得られる情報がありそうなの」

「かしこまりました」

　侍女は深々と頭を下げ、優ゆう雅がに歩み去るエルティーナを見送った。







　オーデル侯爵家の二階の奥、主あるじの部屋の前まで来たエルティーナは、いったんそこで立ち止まった。

　さっきの侍女の仕し業わざだろう、扉とびらが少し開けてある。お行ぎよう儀ぎが悪いこと、と心の中で苦笑しながら、エルティーナはそうっと内部を覗のぞき込んだ。

　鼻先をかすめる酒しゆ精せいは、思ったより強い。だが、さっきまでエルティーナがいた晩ばん餐さん会かいの席で嗅かいだものよりはかなり薄い。

　酒精のもとは部屋の中央部に置かれたどっしりとした木製の長ちよう卓たくの上、封ふうを切られた一本の酒さか瓶びんである。そして酒瓶の前には、長なが椅い子すの上にだらしなく身を横たえた金髪の美青年がいた。

「何が王子だ、何が存在を秘されていた、だ」

　呪じゆ詛そめいたつぶやきが、形良い唇くちびるから酒臭い息と共に断続的に吐はき出されている。ただでさえ乱れた髪をいら立ち紛まぎれにかき回すものだから、せっかくの艶つややかな金髪が台なしだ。

　ジスカルド・オーデル侯爵。名門オーデル家の当主であり、美貌と才知で知られた男は今、場末の酒場でつぶれた酔よっぱらいとあまり変わらない。

　しかし自他共に認める面食いであるエルティーナにとっては、恋こい焦こがれた末に手に入れた「王子様」。

　能力はとにかく、性格は決して真の「王子様」などではないことを知った今でも、エルティーナのたったひとりの人だ。

「馬ば鹿かにしている。ふざけるな。私が今まで、この国の未来のためにどれだけ苦労してきたと思っているんだ!!」

　屈くつ辱じよくに震ふるえるその声さえも音楽的な響ひびきを持つ、と思ってしまうのは惚ほれた弱みというものだろう。普段のジスカルドらしくない、荒々しい語調さえ新しん鮮せんに感じてしまう。

「くそっ、くそっ、あの忌いま々いましいラグラドール人……！　やはり引いてやるべきではなかった、私としたことが……!!」

　勢いで振り上げた手が長卓を叩たたく。がん、という鈍にぶい音に反射的に首を竦すくめたエルティーナは、そろそろ出て行くべきであると悟さとった。

「今帰ったわ、ジス」

　聞こえるように声をかけ、素そ知しらぬ顔で入ってきたエルティーナの存在に気づき、ジスカルドがはっと身を起こす。まず乱れた金髪や緩ゆるめていた襟えり元もとを正すあたり、紳しん士しらしいというか、見栄っ張りというか、ジスカルドらしいというか。

「……これは……お帰りなさいませ、エルティーナ様。人払いは、していたはずですが」

　酔いのためか、でなければ相手がエルティーナなので油断しているのだろう。服装は正したものの、ジスカルドの表情にはいつになく険がある。

　ああ、こういう顔も憎にくたらしいぐらいすてき、と思いながら、エルティーナは言い返した。

「ひどいわね、私はあなたの妻よ？」

　形だけの。

　胸の中で苦くつけくわえつつ、ジスカルドの醜しゆう態たいの原因と思われることを口に出してみる。

「……この間のことは、意外だったわね。お父様はとにかく、イーダルがラグラドールとの融ゆう和わ政策を受け入れるなんて思わなかったわ」

　ラグラドールとの融和政策。それは昨年の冬、国王ランドレイからシルディーン王宮へ招かれた時に突然聞かされたことだった。

　弱気で優柔不断な反面、己おのれが有能であると見せたいのか、突とつ拍びよう子しもないことを父王が突然言い出すのはこれが初めてではない。

　だが、ずっとランドレイの軌き道どう修正をしてきた宰さい相しようイーダルが、その手の提案に同調するとは予想外だった。しかもシルディーン以外の国からも嫌われている、ラグラドール人たちとの融和とは。

　内心、もう年も改まったのだからあの件はいいかげん吹っ切ればいいのに、と思いはする。そもそも国王暗殺未み遂すいにより、件くだんの融和政策についてはうやむやのうちに立ち消えになってしまったのだから、そろそろ水に流してしかるべきだ。

　しかしそこは、誰よりも誇ほこり高いジスカルドのことである。ラグラドール人嫌いを公言してはばからない身であることも、屈辱感を増しているのだろう。

「ふん、宰相閣かつ下かもいよいよ老いぼれてきたということ……」

　ぽろりと本ほん音ねを漏らしたジスカルドは、いくらなんでも油断しすぎたと思ったのだろう。ごまかすように長卓の上に手を伸ばし、摑つかんだ杯さかずきをあおる。

「……ジス、それ、お酒だけど」

　エルティーナの指摘と同時に、ジスカルドがごほごほとむせだした。長椅子の端はしに空からの水差しが転がっているが、たぶんこれと間違えたのだ。

「アリシアみたいね」

　つい言ってしまった途と端たん、ジスカルドは咳せき込みながらもあからさまにむっとした顔になった。

「死神姫」アリシア・ライセン。隣り合った土地の領りよう主しゆ同士でありながら、ジスカルドの天敵であるカシュヴァーン・ライセンの妻、というだけならまだしも、天然で鈍どん感かんで、ジスカルドの持つ魅み力りよくに全くなびかない彼女と同列に扱われたことに、相当自じ尊そん心しんを傷つけられたようである。

　背をさすってやるべきかどうかためらったエルティーナだが、結局夫をこれ以上傷つけないよう、いったん席を外はずすことにした。

「お水を持って来るわ、ジス。ちょっと待っていて」

　踵きびすを返そうとした妻を、ジスカルドが慌あわてたように引き留とめる。

「……ごほっ、お待ちを。あなたが自みずから、そのようなことを……」

　恐きよう縮しゆくしたような言葉に、胸が震える。だが、それは自分本位な錯さつ覚かくであることにも悲しく気づいていた。

　出会ってからずっと、ジスカルドはエルティーナのことを「エルティーナ様」「あなた」と呼ぶ。妻となった後もその姿勢を崩くずさず、あくまで扱いは丁てい重ちよう。言うなれば「お姫様」扱いだ。

　当たり前の話ではある。ジスカルドは、「お姫様」と結婚したかったのだから。

「──うかつに他の使用人には任まかせられないでしょう？　いいから待っていて」

　何事もなかったかのように繰くり返し、エルティーナは夫の部屋を出た。







　エルティーナ・フィラル・ド・シルディーンの誕生を、人々は喜びと落らく胆たんが入り交まじった気持ちで迎むかえた。

　元々シルディーン王家は子供が生まれにくい家系である。その上国王ランドレイは色事にあまり情熱的ではなく、若くして迎えた正せい妃ひブランガーネはもちろん、他の女性たちにも手を出す様子がほとんどなかった。我こそが次代の国こく母ぼたらんと、積極的に迫せまった娘は多かったのに、だ。

『無む闇やみに御お子こを設もうけられ、後こう継けい者しや問題を複雑にするよりはよい』

　そうやって庇かばっていた宰相イーダル・スタンバール自身が多産家系で、多くの子に恵まれていたことは皮肉としか言いようがないだろう。イーダルの縁えん者じやを王の愛あい妾しように、いやいっそイーダルの子の誰かをランドレイの養子として継承権を、などという話もあったが、王家の血筋を何より尊とうとぶ宰相はその手の提案を容いれなかった。

　そんな折りに、ブランガーネが懐かい妊にんしたのだ。厳格さで知られるイーダルは会心の笑みを浮かべ、王妃と腹の子の健康に細心の注意を払うよう、医師と警備兵の選別を部下に言いつけたという。

「……イーダルは、お父様の手の者も警けい戒かいしていたんでしょうね」

　薄暗い廊下にランプをかざして歩きながら、エルティーナは苦笑いを浮かべた。

　途中何人かの使用人とすれ違ったが、彼らが何か言う前にこちらが追い払うしぐさを見せれば、たちまち一礼して去っていく。夜ごと違う愛人を引っ張り込んでいる、と噂の奥様のお楽しみを邪じや魔ましてはまずい、という心理が働いているのだろう。

「──ジスは外でお楽しみだけどね」

　自分で口にした言葉にむっとしながら、エルティーナは自分が生まれた際のごたごたを思い出していた。

　ランドレイは色事に無関心だったのではなく、王の座への関心が異常に高いだけだった。彼は自分に代わる王が生まれることを非常に恐れていたのだ。

　ランドレイもまた、シルディーン王家に生まれた、ただひとりの王子だった。そのため次代の王たることはほぼ決定していたが、彼が暗あん愚ぐとはいかないまでも、平均以下の能力しかない王子であることは誰の眼にも明らかだったのである。

　そうなれば、動き出すのは野心を持つ者たち。いくらシルディーン王国自体が下克上の嵐に傷つき、王家の権けん威いが低下していても、一国の王ともなればそれなりに旨うま味みはある。

　特に名門地方伯であるガーゼット侯爵家のグラネウスを推おす動きは活発で、イーダルもランドレイも相当な苦戦を強しいられたと聞く。幸い、と言うべきか、グラネウス自身にあまりその気がなかったこともあり、予定どおりランドレイが玉座に収まったが、それ以来生来の臆おく病びようぶりに拍はく車しやがかかった。

　ブランガーネがどれだけ足繁しげく王のもとを訪おとずれ、その情けを願っても、ランドレイはほとんどの夜をひとりで過ごした。己が優秀ではない、程度のことは分かっていた王は、ひとたび後継者ができれば周囲の関心があっという間にその子に移ることを悟っていたのだ。

「いっそおじさまが王になって下さってもよかったのにね？」

　台所で空の水差しに汲くみ置きの水を注そそぎ入れながら、知らず口を突いた台詞せりふに苦笑してしまった。人に聞かれれば不敬罪に問われかねない。

　だがそれは、時折エルティーナの胸に去来する、虚むなしくも魅力的な空想なのだった。

　グラネウスが王になっていれば。

　ランドレイの娘として生まれたというだけで、これほど周囲に振り回されはしなかっただろうに。







　娘の誕生を、ランドレイは喜び、イーダルは落胆した。なぜならシルディーン王家には女王が誕生した例はあるが、その数は非常に少ないからだ。

　何よりイーダルは、熱ねつ烈れつに王子を待望していた。日頃ランドレイが好む怪あやしげな呪じゆ術じゆつ師しや錬れん金きん術じゆつ師しを軽けい蔑べつしている彼が、そういった輩やからに協力を依頼したぐらいである。

　だが努力は報むくわれることなく、生まれたのは女児だった。母親であるブランガーネも、彼女の実家も相当がっかりしたらしいと、エルティーナは聞かされている。

　しかしとにかくエルティーナは、誕生時点で第一位の王位継承権を持った。数年経たってもブランガーネの腹は新たな命を宿すことなく、やがて彼女は奇妙な病やまいを得、伝でん染せんを恐れたランドレイにより与えられた離宮でひっそりと息を引き取った。

　晩年のブランガーネは体のあちこちが紫色に醜みにくくふくれ上がり、侍女たちも嫌いやがってほとんど近づかなかったとか。エルティーナも詳しよう細さいはよく知らないが、王子を産むためにとおかしな薬に手を出したことが原因ではないかと言われている。

「かわいそうなお母様……」

　水差しを片手にジスカルドの部屋に戻ったエルティーナは、扉の前で乾かわいたつぶやきを漏らす。だが次の瞬間には首を振り、暗い翳かげりを顔から払い落とすと、わざと明るい声を出した。

「私はランプと水差しを持っているの、ジス。開けてくれない？」

　あんまり大声を出すと頭痛がするかしら、と思いながら声量を絞しぼって声をかけてみたが、返事はない。仕方がないのでランプを床ゆかに置き、自分で扉を開ける。

　返事がないはずだ。ジスカルドは長椅子に突っ伏ぷして眠っていた。

「……もう」

　仕方のないこと、と苦笑いしながら、エルティーナはいそいそと室内に滑すべり込む。夫の恥ずかしい姿を、そして可愛かわいらしい姿を誰にも見せないよう、扉はすぐに閉めた。

　ランプを壁にかけ、水差し片手に近寄ってもジスカルドは全く眼を覚まさない。相当深く眠っている様子である。

「大した量を飲んだ訳でもなさそうなのにねえ……」

〈翼の祈り〉の教えにより水を避さけていること、何より生水を飲む危険を回かい避ひするため、シルディーンに住む者は貴族も農民も日常的に酒を口にする。おまけにジスカルドが飲んだのは、その中でも酒精濃度の低い、言うなれば子供が飲むような弱い酒だった。

　にもかかわらずこれだけぐっすり眠り込んでいるのは、彼が先天的に酒を受けつけない体質だからだろう。名門オーデル家の嫡ちやく男なんだからこそ他の飲料でやりすごしてこられたのだろうが、名家の生まれだからこそ、立場上飲酒を辞退できない場合もある。

「お酒を飲む練習をしていたのね、たぶん」

　くすくすと笑いながら、エルティーナは眠るジスカルドの頰ほおにかかる金髪をそっとかき上げた。他の男には髪どころではないような場所を触っても冷めている胸が、熱く脈みやく打つのを感じる。

「誰かにいじめられたの？　かわいそうなジス……」

　ジスカルドは眉み間けんにしわを寄せ、何やらぶつぶつつぶやいている。断片的にしか聞き取れないが、「卑いやしい成り上がりめが」「〈汚お泥でいの民たみ〉以下」なる悪あく罵ばを聞く限り、楽しい夢を見ている訳ではなさそうだ。

　本来なら今夜はジスカルドもエルティーナ同様、どこかの晩餐会に出かけていたはずである。……どうせあちこちの貴婦人とよろしくやって、朝帰りになるだろうと思っていたからこそ、エルティーナも対抗して愛人を引っ張り込んだのだ。

　それが早々と帰宅して飲酒、泥でい酔すい、悪夢にうなされているとくれば、出先で何か不ふ愉ゆ快かいなことがあったのだと想像はつく。

　たぶん昨年、カシュヴァーンに臣下の礼を強要しようとした挙あげ句返り討うちに遭あったことや、王家がラグラドールとの融和政策を目もく論ろんだことなどが関係があるのだろう。オーデル家の影響力に翳りが生じ始めたことを感じ取った誰かが、ジスカルドの自尊心を傷つけたのだ。

「かわいそうに、あなたから自尊心を取ったら何も残らないのに……」

　微び苦く笑しようしたエルティーナはふと悪いた戯ずら心ごころを起こし、ぐったりしたジスカルドの頭を軽く持ち上げ、自分は長椅子に座った。そして、持ち上げた頭をそうっと膝ひざに下おろしてみる。

　起きるかしら、との懸け念ねんは無用で、ジスカルドはかすかなうめき声を漏らしただけだった。

「うふふ、そうね、これもアリシアに薦すすめてみようかしら……ジスもそろそろ、監かん視しをやめるだろうし……」

　膝枕の完成を祝し、エルティーナははしゃいだ声を上げた。














　カシュヴァーンとジスカルドは、互いに眼も合わせたがらないような有あり様さまだ。だが妻同士は読書家で気が合い、一時期はさかんに文通をしていた。

　とはいえ本の趣味は全く合っていない上に、最近はジスカルドの監視の眼が厳しくてやり取りは途と絶だえているが、請こわれるままに「夫婦の在あり方」について何度かアリシアに教えを垂たれたことがある。

　素す直なおなアリシアはそのたびに「『小悪魔な振る舞い』をやってみました」「『寝起きを狙ねらえ！』はあと一歩でした」と報告をくれる。

　一方夫のカシュヴァーンは、どうやら妻宛あての手紙を検けん閲えつしているらしい。「余計なことをしないで下さい。でも夜の挨あい拶さつだけはいい習慣だと思います」「いやらしいことをやらせようとしすぎです。そういうことは俺がいずれ教えますので、ご心配なく」などといった、困っているのか嬉うれしいのか嫉しつ妬としているのかよく分からない、ぶっきらぼうな書しよ簡かんをよこすのだった。

「何よ、なんだかんだ言って、アリシアにめろめろのくせに、カーシュの馬鹿。むっつりすけべ」

　思い出すとだんだん腹が立ってきて、エルティーナは子供のような悪口を漏らした。アリシア同様、カシュヴァーンもまた、幾いく多たの愛人と浮き名を流すエルティーナになびかなかった珍しい男である。

「う……、ん」

　と、うっかり体を動かしてしまったのか、ジスカルドが膝の上でうめいた。エルティーナは慌てて姿勢を正し、この幸福を少しでも長持ちさせようと努つとめる。

「……始まり方は、どう見たって、私たちの勝ちなのにね」

　眠る夫を見下ろすエルティーナの表情は、愁うれいを帯おびて悲痛に美しかった。










　エルティーナとジスカルドが初めて顔を合わせたのは、エルティーナが十六歳のある舞ぶ踏とう会かいの夜のことだった。

「すてきですわ、エルティーナ様」

「姫様、お美しいです。今夜の姫様をご覧になったら、どんな男性もたちまち虜とりこになりますわ！」

「……そう」

　真しん珠じゆ色いろの光こう沢たくを帯びた美しいドレスに身を包んだ姫君を取り巻き、王女付きの侍女たちは興奮しきりだったが、エルティーナ自身の心は冷めきっていた。なぜならこの舞踏会が、自分の結婚相手の品定めをするためにイーダルが開いたものと知っていたからだ。

　五歳の頃からエルティーナは、「未来の女王」として教育されていた。容姿を磨みがくことも要求されたが、それ以上にイーダルは帝王学を身につけることを彼女に課した。

　歴史、神学、法律、経済、他国の情勢から乗馬に剣術まで、毎日毎日休む暇ひまもない。勉強は決して嫌いではなかったし、飲み込みも良かったのだが、エルティーナが優秀であれば優秀であるほど周囲のため息は増えていった。

『そなたは女子なのだから、それほどがんばらなくていい』出来のいい娘への嫉妬を押し殺し、ランドレイは言った。

『あなたが王子であれば、どれほど』詮せんなきこととは知りながら、イーダルは愚ぐ痴ちを漏らした。

『弟はすぐに産んであげるから、それまで耐たえるのよ』病のためか薬のためか、どこか焦しよう点てんの合わない熱っぽい瞳でブランガーネは繰くり返した。

　国王夫妻と宰相がこの有様なのだから、エルティーナについた教師陣じんが熱心になれるはずがない。無む駄だなことをさせられている、という態度も露あらわな教師たちの眼を盗み、少女時代のエルティーナは甘い恋愛小説の世界に逃げ込んだ。特に、「お姫様」がすてきな「王子様」とハッピーエンドを迎える話を好んだ。

　物語の中の「お姫様」が、本物のお姫様であるエルティーナには羨うらやましくて仕方がなかった。どの「お姫様」も、「お姫様」であるだけで誰からも愛され守られ、その上美しく誠実でたくましい「王子様」に真実の愛をささやいてもらえるのだから。

　──女王様になんかなりたくない。みんなだって本当は、私にそんなことを望んでいないことは知っているもの。

　──「お姫様」になりたい。シルディーン王国のじゃなくて、本の中の国の「お姫様」になりたい!!

　だが現実のエルティーナは、ある日突然王宮があるエルナンド地方の端に位置する修道院付きの寄宿学校に入れられ、異性と触ふれ合わないまま味気ない青春を過ごした。そしてそこで、『夢の王子様』という一冊の本に出会ったのだ。

　エルティーナ同様、厳しい戒かい律りつに縛しばられて過ごす少女たちにとって、『夢の王子様』の威い力りよくはすごかった。誰もがヒロイン・イゼリアーネ姫に自分を重ね、乙女の憧あこがれを凝ぎよう縮しゆくしたようなヒーロー・ジラルディン王子に恋い焦がれた。

　もちろんエルティーナも、イゼリアーネ姫になりきって狭せまい部屋の中でひとり芝し居ばいを演じたりしていた。ああ、ジラルディン様、来て下さったのね。

　しかし「未来の女王」として高い水準の教育を受けたエルティーナは、同時に現実をも見み据すえていた。すべてにおいて乙女に都つ合ごうのいい王子様、麗うるわしのジラルディン王子なんてどこにもいやしない、と。

　それでも「未来の女王」として、シルディーン王国を背負って歩むのだ、という想いがエルティーナを支えていた。ところが入学時同様、唐とう突とつに寄宿学校から連れ戻されたエルティーナを待っていたのは、王位継承権を放ほう棄きしてしかるべき家に降こう嫁かせよ、との命令だった。

「誰が次の王になるというの!?　お母様もお亡なくなりになったのに、誰が!!　それとも私と結婚した相手を王にするの!?」

　血けつ相そうを変えたエルティーナが詰め寄ると、宰相イーダルは簡かん潔けつに答えた。

「実はブランガーネ様は、死の直前に王子を産んでいらっしゃったのです。ですから次代の王はその王子、ゼオルディス王子殿下となりますが、どうかこのことは当面ご内密に。心ない者に、大切な跡あと継つぎの君を害されては困りますので」

　衝しよう撃げきのあまり、エルティーナは棒立ちになった。そんなはずがない。

「そんな……お母様が懐妊!?　……あんな状態のお母様のところへ、お父様が通かよっていたというの!?」

　ブランガーネが病を得て離宮に移されるまで、彼女に妊にん娠しんの気配などなかったのだ。しかも死の直前に子を産んだ、ということは、腹に赤子を宿した時期にはすでに離宮にいたことは間違いない。

　だが、ありえない。あの臆病者の父が……、と、言外に責せめるエルティーナを、イーダルは片眼鏡の向こうから冷たく見つめ、

「これは異いな事をおっしゃる。お父上の愛情を疑われるのか？」

　疑うも何もそうに決まっていたが、年若いエルティーナに厳格さで知られた宰相をそれ以上追及することはできなかった。この件については父王は顔すら合わせてくれず、都合が悪くなると「体調不良」を理由にすべての対応をイーダルに丸投げした。

　おまけに「弟」ゼオルディスは、社会勉強と暗殺への警戒のため、正体を秘されたまま高位の貴族の家に厄やつ介かいになっているという。「では私には、暗殺の可能性はなかったというの？」と口に出しそうになったが、エルティーナは聞かなかった。まともな答えなど返ってこないであろうことは明白だったからだ。

　だからエルティーナは諦めた。諦めて、なんの希望も持たないままに、舞踏会に出た。

　そしてそこで、本物のジラルディン王子に出会ったのだ。







「初めまして、エルティーナ王女殿でん下か。私はオーデル地方の領主、ジスカルド・オーデル侯爵と申します」

　微笑ほほえみと共に差し出された手に気づけないほど、エルティーナは眼の前の美青年に釘くぎづけになっていた。

　金色の髪に縁取られた白はく皙せきの美貌。玲れい瓏ろうたる響きを持つ声。品の良い微笑み、優美なしぐさ。

『夢の王子様』ジラルディン王子と同等、いやそれ以上かもしれない。奇くしくも名前さえ似た彼の姿は、無味乾燥な寄宿学校から解放されたばかりの身には刺し激げきが強すぎた。

　──ああ、ジラルディン様、来て下さったのね。

「……は、初めまして……、きゃっ!!」

　あまりにもぽかんとしすぎたために、持っていた扇おうぎが指から滑り落ちかけた。頰を赤らめるエルティーナの手を、ジスカルドは扇ごと素す早ばやく支えて、

「失礼、姫君。断りもなく御手に触れる無ぶ礼れいをお許し下さい」

　貴婦人に恥をかかせることなくそう述のべ、こちらを見つめる優しいまなざし。何もかも完璧だった。

　何百回も読み返した『夢の王子様』の文章と挿さし絵が、ぐるぐると頭の中を回る。当初の捨て鉢ばちな気分はどこへやら、エルティーナはあっという間に恋に落ちていた。

　無論エルティーナも名門地方伯オーデル家の存在はよく知っていたけれど、その当主がこんなに若い、極上の美青年だとは知らなかった。実際舞踏会にてイーダルが用意していたエルティーナの相手は、ジスカルド以外は下へ手たをするとイーダルと同年代の男たちばかりだったのだ。

「私と踊っていただけますか、姫君」

　甘いささやきに誘さそわれるまま手を取られ、広間の中央に出て行った時のときめきをエルティーナは一生忘れないだろう。結婚相手の吟ぎん味みという体てい裁さい上じよう、他の候補者たちとも一回はダンスをしなければならなかったのだが、それは最も早はや苦痛以外の何ものでもなかった。

「そのように悲しい瞳をなさらないで下さい、姫君。必ずまた、お会いしに参りますから」

　そんな言葉を残して別れた後も、ジスカルドは決して押しつけがましくない、しかし情熱を持った接触を続けてくれた。きらびやかな愛の言葉が添そえられた薔ば薇らの花はな束たば、大きな紫むらさき水ずい晶しようを繊せん細さいな銀の羽根模も様ようで縁取った見事な首飾り、秘密裏の来らい訪ほうと熱い口づけ。

　十代の乙女の心は至いと高たかき国へ届きそうなほど舞い上がり、王女として生まれたことをエルティーナは初めて神と聖女に感謝した。

「エル、どうしてもオーデル侯爵がいいのか？」

　ランドレイに何度聞かれても、エルティーナは「もちろんです」と答え続けた。父にとってもイーダルにとっても、本命は別の男だったようだが、エルティーナはがんとして譲ゆずらなかった。

　そしてエルティーナは、晴れてオーデル侯爵夫人となった。新妻となって半年ほどは、ついに王家の人間ですらなくなってしまった痛みも感じないほど、毎日が夢のように過ぎた。

　でも夢は夢だった。

　しかも結局、エルティーナは完全に王家の人間でなくなることもできなかった。







　物思いに沈んでいたエルティーナの膝の上で、息を飲む声が聞こえた。

「……なッ!?」

　状況に気づいたか、ぎょっと身を起こしたジスカルドだが、次の瞬間襲おそいくる頭痛に頭を抱かかえてしまう。その様を呆あきれたように眺ながめながら、

「あら、起きちゃったのねジス。お水飲む？」

　水差しから汲んだ水を勧すすめてやると、ジスカルドはしばしの逡しゆん巡じゆんの後無言でそれを口に含ふくんだ。

「……どういう風の吹き回しですか、これは」

　乱れ髪を払い除のけながら、尋ねてくるジスカルドにエルティーナは笑顔を作って応じる。

「気まぐれよ、ただの。……たまには楽しくない？　夫婦ごっこ」

　たまには、じゃない。最初からずっと、エルティーナとジスカルドの仲は夫婦ごっこだ。

「ライセンとアリシア様に妙みようなことを吹き込んで遊んでいらっしゃるようですが、私で試すのはおやめ下さい」

　妻の苦い想いになど全く気づく風なく、ジスカルドは渋しぶい顔で言い捨てた。だがエルティーナは、彼らしくない失言に気づく。

「あら、検閲を認めてくれるとは思わなかったわ。やっぱり相当酔ってるみたいね？」

　ライセン夫妻への手紙をジスカルドが検閲していることを、エルティーナはちゃんと把は握あくしていた。ジスカルドの部下の中に、彼の動きをこちらに伝える者がいるためだ。

　カーシュとジスって似なくていいところが似てるから、余計仲が悪いのかしら。そんなことを思いつつ見つめたジスカルドは、さすがにばつが悪そうな顔をしている。

「──検閲は、あなただけの特権という訳ではないですからね」

　しかし、しばしの沈ちん思しを挟み、彼が口にしたのはそんな言葉だった。

「例の王子殿下のことも何もかも、あなたはご存じだったのでしょう？　エルティーナ様。面おも白しろかったですか、私の間抜けな姿を見るのは」

　昨年の秋以来、ジスカルドも知っているのだ。いや、エルティーナが教えてしまったのだ。

　ひそかに〈翼の祈り〉教団などと手を結んで勢力を拡大し、玉座を狙うジスカルドを王家が疎うとましく思っていることを。

　そのためにわざとエルティーナをオーデル家に嫁とつがせ、内部からその動向を監視させていたことを。正確に言うと、それを期待してエルティーナの要望を汲んでくれたのだが、ジスカルド側から見れば大した差異ではあるまい。

「……ゼオルディスのことは、知ってはいたわ。私が王家の間かん諜ちようとして、この家に嫁いだことも認める。でも、私はただ情報を運ぶだけ」

　そもそもゼオルディスとは深く関わりたくないのだ。いつの間にか王宮に戻ってきたらしき「弟」と非公式に顔を合わせて以来、「エル姉様」と馴なれ馴れしく話しかけてくる青年のことがエルティーナは非常に苦手だった。アリシア以外に彼を苦手としない人間に会ったこともないが。

　醜い顔の傷がどうとかいう問題ではない。何かにつけ神経を逆さか撫なでする言い回しと、粘ねばっこい視線が嫌なのだ。長じて初めて会ったとはいえ、「姉」に対して「いつ見てもお美しい」「俺があなたの夫になりたかった」などと口走るなど、気色が悪いとしか思えない。

　中でも最悪だったのがこのひと言。

「俺はあなたを女王の責務から解放し、ただのお姫様に戻して差し上げるために生まれてきたんですよ。言うなれば俺こそが、エル姉様の王子様ですよね？」

　殺してやろうかと思った。

　──もっともひそやかに集めた情報から鑑かんがみるに、その境きよう遇ぐうに同情を感じないでもないが。そのあたりはジスも摑んでいるでしょうね、と思いながら、

「その情報を使って、イーダルやゼオルディスが何をしようとしているかは知らされていないの」

　知らされてはいない。聞いても教えてくれないだろう。最初から聞く気もない。

　ジスカルドに嫁ぐ条件として父と宰相に課された責務を、最初エルティーナは無視していた。むしろ二人ともジスをひどい偏へん見けんの眼で見ている、この人はただ心から私を愛してくれただけなのに、と怒りを感じてさえいた。

　しかし新婚の夢も冷めやらぬうちに、ジスカルドはあっという間に女遊びに精を出し始めた。驚き、責めるエルティーナに返ってきたのは「王女殿下ともあろう方が何を」「恋愛遊ゆう戯ぎを通じて人脈を広げるのは貴族の務めですよ？」などというふざけたものばかり。

　そこに至ってエルティーナは、自分を口く説どいていた以外の期間、ジスカルドには常に複数の女性との関係があったことをようやく知った。これまでもその手の話を耳にしたことはあっても、そんな馬鹿なと笑い飛ばしてきた結果がこれだった。

　そしてエルティーナは、次々と自分も愛人を作るかたわら、己の任務を全まつとうし始めた。

「──結局あなたは、『王女様』という訳だ」

　冷たい声に、王女様じゃない私なんか要いらないくせに、と言い返したい気持ちをぐっと堪こらえる。

　同時に夫の冷ややかな瞳に、怒りに研とぎ澄すまされた美貌に胸の高鳴りを覚える。甘く蕩とろかされ、ジスカルドに利益をもたらすだけの女には決して向けられない表情。卑ひ屈くつな優越感に心が満たされていくのが分かる。

　結局のところ、ジスカルドならなんでもいいのだ。くだらない。

「そうね。私はあなたの『お姫様』」

　淡あわい笑みを浮かべてそう言い放つと、エルティーナは立ち上がった。長椅子の上のジスカルドを見下ろし、にっこり笑う。

「私の『王子様』。あなたの鈍さにも、私の愚かさにも呆れているわよ。愛してもいない女と夫婦ごっこをしなければならないなんて、オーデル侯爵閣下もご苦労なことね」

　どうせこんな嫌味など通用しない。分かっているのについ余計なことを言った己の間抜けさに、エルティーナはいよいようんざりしてきたが、ジスカルドは怪け訝げんそうに復唱した。

「愛していない？」

　そして彼は、初対面から変わらない力でエルティーナを捕とらえる、あの極上の笑みを口元に浮かべた。

「何をおっしゃるのですか、我が姫君。私はあなたを愛していますよ。であるからこそ求婚し、夫婦として長年連れ添ってきたのではありませんか」

　先ほどまでの惨さん状じようはどこへやら、きちんと座り直したジスカルドの笑顔のあまりの優ゆう雅がさに、無む邪じや気きさに、くらくらとめまいを覚える。こっちまで悪酔いした気分になりながら、エルティーナは深々とため息をついた。

　薄々そんな気はしていたが、今改めてはっきり分かった。

　ジスカルドは、他はとにかく恋愛については、アリシアとは正反対の方向に天然なのだ。だから彼女とも気が合わないのだ。

　天然には勝てないわよね、同情するわ、カーシュ……一瞬カシュヴァーンに対する親近感を覚えたものの、こう叫さけばずにはいられなかった。

「──ジスの、ば──────か!!」

　夜会服の裾すそを捌さばき、エルティーナは足音も荒く夫の部屋を出て行った。

「エ、エルティーナ様……!?　ぐっ……!!」

　ジスカルドは突然大音量の罵ば倒とうを浴あびて再び頭痛がしてきたらしく、追いかけてくるどころか反論する様子もなかった。







　持ってきたランプを手に、暗い廊下を歩いて自分の部屋へ戻りながら、エルティーナは自じ嘲ちよう的てきな笑みを漏らした。

「……もう本当、どうしようもなく馬鹿なんだから。馬鹿。ジスの馬鹿」

　ジスカルドが自分に向けている感情については、嫌になるぐらい理解しているつもりだった。分かっていても虚しく、そして腹が立つ。

「王子様ぶってるくせに、女の気持ちなんて何ひとつ分かってやしないんだから、馬鹿。カーシュなんかよりよっぽど朴ぼく念ねん仁じんなんだから、馬鹿」

　馬鹿馬鹿とひとしきり連呼してから、ぽつりとつけくわえる。

「……私が守ってあげてるんだから、少しは感謝しなさいよ、馬鹿」

　王家へジスカルドの様子を報告する気になったのは、夫の行いに腹を立て、復ふく讐しゆうしたかったからではない。

　ジスカルドが思っている以上に、ランドレイやイーダルが彼を危険視しているからだ。

〈翼の祈り〉と手を組んで、宗教的権威を味方につけ王位を狙う。悪くない考えだとエルティーナも思うが、〈翼の祈り〉の権威とシルディーン王家の権威は表ひよう裏り一体のもの。

　おまけにジスカルドが心の底からの信心など持ち合わせていないことは、高位の聖職者から見れば明白だろう。教団側からすれば、あくまで王権維い持じのためとはいえ、〈翼の祈り〉を立てる意識が明白な現王家のほうが手を組む相手としてはましなはず。

「ジスには悪いけど、聖女から直接王権を得た訳じゃないって観点から見れば、オーデル家もライセン家も似たようなものよ。なんだかんだ言って、何百年も続いたシルディーン王家の血筋には、それなりに重みがあるってことよね……」

　無論その高貴なる血を得るために、ジスカルドはエルティーナを娶めとることに執しゆう着ちやくしたのだろうが。だが他に跡継ぎがいない状態ならとにかく、ゼオルディスの存在を知っているエルティーナとしては、分ぶの悪い賭かけであると思わざるを得ない。

　だからエルティーナは王家にジスカルドの企たくらみを報告した。反逆を起こしたジスカルドが処刑される、あるいは教団の傀かい儡らいとなるといった結末を未然に防ふせぐために。

「ジスにしては軽けい率そつな行動が続いたしね。ま、アリシアやカーシュがうまく引っかかってくれなかったせいも大きいけど」

　エリクス・バスツールの一件で失敗したのだから、フェイトリンへの招しよう待たいなどやめておけばよかったのだ。あそこまで大おお仰ぎようにジスカルドが動かなければ、エルティーナも裏で立ち回る必要はなかったのに。

　ひとつには、ジスカルドも焦あせっているのだろう。カシュヴァーンを筆頭に、新興貴族は今やシルディーン王国に深く根を張っている。一刻も早くより強力な権力を手に入れなければ取り返しのつかないことになる、という意識があるのだろう。

「ジスにしてみれば、自分がこの国をどうにかしないといけないっていう変な責任感があるんだろうけどね……」

　ため息をつきながら辿たどり着いた自室へ入る。今もシルディーン王宮の二階にある、王女時代の少女趣味な私室とは全く違う、高価な木材の地色と濃こい紫を基調にした優美な部屋だ。

　あえて燭しよく台だいには火を入れず、大きな窓から差し込む月光を頼りにゆっくりと歩を進める。飴あめ色いろに光る巨大な鏡台の横、小さな戸と棚だなの隅すみにひっそりと差し込まれた一冊の本が、青い月明かりに包まれてぼんやり光っていた。

　読み込みすぎて綴とじが甘くなってしまっている『夢の王子様』を、エルティーナは久しぶりに手に取ってみた。

　──私が今まで、この国の未来のためにどれだけ苦労してきたと思っているんだ!!

　ランドレイやイーダルなどから見れば「余計なお世話だ」とでも切り捨てられそうな、青あお臭くさくさえあるジスカルドの意気込みをエルティーナは笑えない。かつては自分も、そんな想いで己を支えてきたのだから。

「……本の中の王子様はお姫様のことしか考えなくていいけど、現実は違うものね……」

　一番好きな挿し絵、イゼリアーネ姫を抱き上げ爽さわやかに微笑むジラルディン王子の姿にそっと指先で触れる。

　エルティーナが好きで王女に生まれた訳ではないように、ジスカルドだって選んでオーデル家の長男として生まれた訳ではない。

　無論彼が、この運命を喜んでいないようには見えない。だが、果たさねばならない責務を背負って生まれてきたことは確かである。

「……農民には農民の、成り上がり貴族には成り上がりなりの苦労も責務もあるでしょうけどね……たぶん、毎回失敗する悪い竜にも」

　イゼリアーネ姫に懸け想そうして、彼女をさらおうとしては敗退する黒竜グレイドゥ。王子と王女の後ろにちょっぴりしか描かれていない竜の存在に気づいたのは、今の年になってからだ。

　アリシアからの手紙によると、「カシュヴァーン様は『夢の王子様』を少し読まれたそうなのですけど、グレイドゥの気持ちが分かるとおっしゃっていましたわ。きっと同じように真っ黒だからですわね！」とのことだった。それは違うと思ったが、カシュヴァーンの気持ちはエルティーナにも分からないでもない。

　でも教えてなんかやらない。

　あなたのお姫様はたぶん竜のほうが好きよ、なんて、絶対教えてやらない。

「あなたたちはどうせハッピーエンドになるんだろうから、せいぜいぐじぐじ悩むといいわ、馬鹿カーシュ」

　声に出して吐き捨ててから、胸の中でつけくわえる。

　自分たちとは違って。

「……ジスが望む物語は、私の物語とはハッピーエンドの方向性が違うのよ」

　エルティーナが望むのとは異なる意味で、ジスカルドは「王子様」になりたいのだ。次代の玉ぎよく座ざを約束された、通過点としてのその地位を手にすれば、栄光の未来が保証されたも同然だから。

「あの弟が邪魔、ってことだけは共通しているけどね……」

　生まれついての「王子様」ゼオルディス。彼への嫌けん悪お感かんだけは共有できるだろうと、エルティーナは皮肉な笑みを漏らした。

「王子様」が「王様」になり、絶対の権力を振るう物語。そんなお話の中では、お姫様は賞品でしかない。

　ジスカルドが望む「お姫様」は、自分に権力の正統性を与えてくれる「お姫様」。そのことになんの疑問も持たない「お姫様」。

　そんなことはもう十二分に分かっているが、今さら離れられるはずがない。

　ジスカルドが完璧な王子様ではないことは、本当は結婚前から分かっていたことだったから。







　きらびやかな愛の言葉が添えられた薔薇の花束、大きな紫水晶を繊細な銀の羽根模様で縁取った見事な首飾り、秘密裏の来訪と熱い口づけ。

　そういったやり取りを幾いく度どか交かわした後、エルティーナはついに私室にジスカルドを迎え入れた。

　嫁入り前にはしたないと思われても構わないと思った。その数日前、とある貴族の令れい嬢じようからオーデル侯爵と以前親密にお付き合いしたことがありました、と勝ち誇った顔で言われたからだ。

　エルティーナだって王宮で暮らす人間である。貴族のただれた情事を日常的に見聞きはしていたが、しばらくの寄宿学校暮らしとあまりにもジスカルドが理想的であったがゆえに、彼女は非常に潔けつ癖ぺきになっていた。絶対にそんなことはない、と思い込もうとした。

　しかし、同じような話を聞かされたのは初めてではなかった。あの地位にあの容姿だ、もてるだろうし、少しぐらいの遊びは仕方がないと思いはすれど、こちらは結婚前提の付き合いをしている間柄。ランドレイやイーダルも、少しは他の候こう補ほに眼を向けてはどうか、といまだにうるさい。

　だからいっそ、引き返せないことをしてしまおうと思ったのだ。

　ジスカルドもエルティーナの意い図とは分かっていたのだろう。形式的に一度は断ったものの、「あなたの生まれ育った部屋を見てみたい」とあっさり了りよう承しようした。

「ど、どうぞ……こちら、ですわ。あの、人払いは、して、ありますから」

「ありがとうございます。なんと、純白と桃色にあふれた、とても可愛らしいお部屋ですね。なるほど、こういうところでお育ちになると、あなたのような愛くるしい姫君になる訳ですか」

　内心がちがちに緊張していたエルティーナとは裏腹に、ジスカルドはあくまで優美だった。物慣れたしぐさに不信感を増しつつ、エルティーナは侍女たちに聞いたとおりにジスカルドに酒を勧めた。

「いえ、それより私はもっと、あなたとお話を」

　やはり優美にさらりと、ジスカルドはそう断った。しかしあまりにも緊張していたエルティーナは教本から抜け出せず、最終的にはほとんど押しつけるようにしてジスカルドに酒杯を渡した。

「……では」

　諦あきらめた様子でジスカルドが杯に唇を寄せる。その様をエルティーナは、固かた唾ずを吞のんで見守っていた。

　ジスカルドに勧めたのはただの葡ぶ萄どう酒しゆ。しかしその中には、ランドレイが呼び寄せた怪しい異国の呪術師作の媚び薬やくが垂らされている。宮中で流は行やっているそうですよ、とジスカルドとの恋の道行きに悩むエルティーナのために、乳母が持ってきてくれたのだ。

　イーダル同様、エルティーナもランドレイの妙な趣味には反対なのだが、人は不安になると弱くなる。どうしてもこの王子様と結婚したい、その想いが彼女を突き動かしていた。

　と、いきなりがくんと、ジスカルドがその場に膝を突いた。

「……え？」

　これが効能の初期段階？　と驚くエルティーナが見つめるなか、ジスカルドの白い頰がみるみる紅こう潮ちようしていく。

「こ、これは……かなり、強いお酒の、よう、れす、ね……」

　必死になんでもない風を装よそおっているが、呂ろ律れつが回っていない。先ほどまでの優美さとはかけ離れたジスカルドの姿に、エルティーナはただただ眼を見張っていた。

　真っ赤な顔をしたジスカルドは近くにあった桃色の寝台の柱に手をかけ、それにすがって身を起こした。まだ呆ぼう然ぜんとしているエルティーナに、ひどく真剣な眼をして懇こん願がんする。

「たとえあなたと、結婚できなくても……このことは、どうかご内密に。く、国の平和に、関わることです……」

　それだけ言うと、ジスカルドはよろよろと部屋を出て行った。今ひとりで行かせては危ない、とはっと我に返ったエルティーナが長年の付き合いの侍女を呼ぶ前に、扉の向こうで何かが派手に倒れる音がした。







「間違って毒薬でも入れたのかと思ったわよ」

　廊下に倒れていたジスカルドの姿を脳のう裏りに描き、エルティーナは思い出し笑いをする。

　たぶん彼は、本当に舐なめるぐらいしか葡萄酒を口にしなかったのだろう。それならごまかせる、と踏ふんだのだろうが、混入されていた薬のせいで一気に酔いが回ったのだ。

　あくる日ジスカルドは真ま面じ目め腐くさった顔で訪ねてきて、改めて「このことはどうかご内密に、国の平和に云うん々ぬん」を繰り返した。

　白い頰にはまだ赤みが残っており、懸命に大義名分を語りながら時々額ひたいを押さえるのは、頭痛を堪えていたのだろう。いつも自信に満ち、ただただ優しくエルティーナを見つめていた瞳の奥には不安が見え隠かくれしていた。酒を受けつけない体質であることが知られたらどうなるかと、本気で案じている様子だった。

　その姿を見てエルティーナは、ジスカルドと絶対に結婚することを決めた。

「……そこまでしてこの国を守りたいあなたと、私ならうまくやれると思ったのに」

　胸を締めつける甘苦しい痛み。

　身勝手な親近感を抱いた代だい償しよう、理想を押しつけているだけだと、人は笑うだろうか。

　ジスカルドがエルティーナの希望どおりに愛してくれることは、きっと生しよう涯がいないだろう。それどころか、今後の状況によっては、彼ははっきりと妻を疎ましく思い始めるかもしれない……

「真剣に言い寄ってくる男だって、いっぱいいるんだからね、ジスの馬鹿……」

　エルティーナに近づいてくるのは、今日家に連れ帰ったあの詩人の若者のような打算に満ちた者ばかりではない。あなたはいつもたくさんの男性に囲まれているのに、いつもどこか寂さびしそうな眼をしている……彼の仲間である、とある新興貴族の青年が真しん摯しに語ったような言葉は、何度か聞いたことがあった。

　そしてそのたびエルティーナは、そう言った相手を遠ざけ、下心を隠せもしないような男とばかり付き合ってきた。

　確かな観察眼を持つ、真面目で誠実な男性の存在にある種の救いを感じながらも、彼らの手を自分が取らないことを知っていたから。彼らのような男には、時間を無駄遣づかいせず幸せになってほしいと思うから。

「……結局私も身勝手なろくでなしなんだから、身勝手なろくでなしを好きになるのは仕方がないのよね」

　真面目さも誠実さも、ジスカルドにはもう期待していない。でも、どうしても眼が追ってしまう。愛より恋よりもっと原始的な、およそ「お姫様」が持つべきではないような情念の鎖くさりがエルティーナをからめ捕とってしまっている。

『夢の王子様』のイゼリアーネ姫などが自分の現状を知れば、清らかな愛に満ちた彼女は熱心に「真実の愛に気づいて」と説いてくれるだろう。

「……ふん、余計なお世話よ、小娘」

　およそ「お姫様」らしくない柄がらの悪い台詞を、エルティーナは吐き捨てる。

　これが真実の愛ではないのなら、真実の愛なんか要らないと思った。

　──だがエルティーナ自身の希望とは別に、結婚してなお片想いに苦しむ胸の中には「お姫様」と「女王」が同居している。嫌々ながらも受けた教育により育ってしまった「女王」は、こう言っていた。

　ゼオルディスを戴いただき、イーダルは明らかに何かを企んでいる。おそらくはこれを機に、王権の強化を目もく論ろむつもりなのだろう。

　ただでさえ己が王になることを目指すジスカルドにとっては面白くない事態だが、肥ひ大だいした自尊心の命じるまま、彼はきっとまた事を起こす。カシュヴァーンがグラネウス・フィラル・ド・ガーゼット侯爵に近づいていることも摑んだようだから、彼らの動きを観察しながら次の手を打つだろう。

　──いずれどこかで、正面衝しよう突とつが起こる。

　無論回避するために、エルティーナも独自に行動する。今夜連れ帰った詩人の若者との仲もそのためだ。ジスカルドを真ま似ねて愛人作りに精を出し始めたエルティーナは、いつしか彼と同じように、利益を与えてくれる相手を探して関係を持つようになっていた。

　違っているのは自分自身の利益ではなく、ジスカルドの利益になる相手を選んでいるだけ。

「もちろんただのつまみ食いもするし、顔は選ぶけどね」

　面食いを自認するエルティーナは、月明かりの中で苦く笑った。

　きっかけは、はっきり言って顔だった。ジスカルドの姿形が好きだった。生まれ持った高い身分や、優雅な態度と所しよ作さにもときめいた。それが理由で恋が生まれた。

　けれど時が経つにつれ、気持ちは変わっていった。ジスカルドである、それだけで胸が騒さわぐようになった。

　美しい顔が感情に醜く歪ゆがんでも、他の女と平気で遊び歩いていても。みっともなく酔い潰つぶれて寝ている姿さえ、可愛くて可愛くて独り占じめしたくなってしまう。こうなるともう、どうしようもない。

　恋が愛に変わってしまった以上、しょせんは愛したほうが負けなのだ。

　腹も立つし悔しいが、それでもジスカルドが、ジスカルドだけがエルティーナの「王子様」。

　彼を失わないためなら、どんなことでもできる。

「私みたいないい女、そうそういないんだから、ジスの馬鹿……」

　挿し絵のジラルディン王子を見つめ、なじるようにそう言ってから、エルティーナは『夢の王子様』を元の位置に戻した。

「アリシアに、他の男といちゃいちゃしてみせると嫉妬を煽あおれて仲が深まるって教えてやるんだから、カーシュのばーか!!」

　最終的には幸せなライセン夫妻で鬱うつ憤ぷん晴らしをすることに決めたその唇には、少女のような笑みが浮かんでいた。














　シルディーン王国の北西に位置する、小国ラグラドールの天気は基本的にいつも悪い。空は年中灰色の雲に覆おおわれ、日照時間は短く、そのため作物の育ちはよくない。

　この点はシルディーン王国北の辺へん境きよう、ラグラドールと一部領りよう地ちを接するアズベルグ地方と同じだ。だがラグラドールにはさらに「海」という悪条件がある。大半が海に面した狭せまい国土は、打ち寄せる波と潮しお風かぜを浴あびて濃こい塩分を含ふくみ、農業には全く適さない。

　そもそもここは、人が住む地ではなかった。はるかな昔に豊かな大地を離れざるを得なくなり、紆う余よ曲きよく折せつを経へてこの不毛の地にラグラドール人の祖先たちが辿たどり着いた時には、人間はおろか動物の姿もほとんどなかったという。

「しかし我らが〈太陽の民たみ〉は、なんとかこの地に順じゆん応のうし、血の輸出によりたくましく生きている訳だ……」

　粗そ末まつな天てん幕まくの中で目覚めた傭よう兵へい団だん長ちようバルロイ・レクサンドールは、冷静になろうと今さらなことをつぶやいた。

「おはようございますバルロイ様、朝からすてきな胸板ですね。結婚して下さい」

　だがたくましい体たい軀くの上に乗った重みと、いいかげん慣なれてしまった少女の声がそれを許さない。

「……おい、どけ、レネ。重い」

　現実逃とう避ひは諦あきらめて、バルロイは少女を横に下おろしながら無む造ぞう作さに身を起こした。季節はまだ冬であり、早朝の気温はかなり低いが、ラグラドール人の特とく徴ちようである浅黒い肌を覆おおうのは簡素な胸当てと肩当てという簡単な武ぶ装そうのみ。

　かつてはシルディーンよりずっと南方に住んでいたと伝でん承しようにあるラグラドールの民は、今も祖先の特徴を肌の色に強く残している。しかし熱帯気候で暮らした祖先たちと違い、現在のラグラドール人たちは滅めつ法ぽう寒さに強い。

「そういう奴やつだけ、生き残ったってことだけどな」

「バルロイ様？」

　ひとりごとに、いつもの無表情からかすかに不思議そうな表情になったレネを、バルロイは胡う乱ろんに眺ながめやった。

　黒髪に黒い瞳ひとみ、浅黒い肌、がっしりした体格という典型的なラグラドール人であるバルロイの脇わきにちょこんと座った小柄な少女。短い髪は銀というより白髪で、瞳は光に透すけると赤く輝かがやく薄い茶色。

　いかにも傭兵風の武装や髪型、そして真っ平らな胸のせいで黙だまっていると必ず少年だと思われるこの少女は、どこからどう見てもラグラドール人ではない。たぶんシルディーンやクルセージュの人間でもないな、とバルロイは睨にらんでいる。

　出会った当初のレネは、ぼろぼろの服にナイフだけを携たずさえ、赤い瞳に冷さめた光を宿してこちらを見ていた。出会い頭がしらに「この団に入れてほしい」と言い出したことにまず驚き、面おも白しろ半分に「腕うで前まえ次第」と告げた言葉に素す直なおに応じ、彼女が披ひ露ろうした戦せん闘とう能力にはさらに驚かされたものだ。

「食事の用意はできております。予定では明日の朝にはアズベルグに着く、とのことです」

　つらつらと、またしても今さらなことを考えているバルロイに、レネは天幕の外をうかがいながら淡々と説明する。

　彼女が言うとおり、ここはそろそろシルディーンとの国境。バルロイが目指すのはアズベルグの北部にある彼かの地の領主の館だから、順調に進めば明日の朝には目的地に辿り着けるだろう。……しかし。

「なあレネ。俺はお前について来いとはもちろん、アズベルグに行くとも言っていないよな……？」

「はい。でも聞きましたので、自主的にお供いたしました」

「盗み聞きしていたので隠かくれてついて来ました、だろうが!!　ったく、そんな気はしていたがなあ……」

　無ぶ精しよう髭ひげの伸びたあごをがりがりやりながらバルロイは毒づいたが、元〈玩おも具ちやの兵隊〉であり、驚異的な体術と肝きもの据すわり方に定評があるレネは動じない。

「帰れとおっしゃるなら帰りますが、それならせめて結婚して下さい」

「不公平にもほどがあるだろう、その取引。……だが、まあいい」

　途と端たん、レネの表情がぱあっと明るくなる。

「結婚して下さるのですか!!」

「違う！　いい、というのは帰らなくていいってことだ!!　もうここまで来ちまった以上、お前だけ帰す訳にいかんだろうが!!」

　国境を接しているとはいえ、バルロイたちのねぐらからアズベルグまでは四、五日かかる。貧まずしい土地柄のため、国民の九割が傭兵業で生計を立てているラグラドールは、傭兵団というより強盗団に近いような連中もうろうろしている物ぶつ騒そうな土地なのだ。

「そこそこ腕は立つとの自じ負ふはあるのですが。……ルアークには、後おくれを取りますが」

　同じく元〈玩具の兵隊〉であり、他の追つい随ずいを許さない「一番」だった少年の名を挙あげるレネは、珍めずらしく不満そうだ。

「そんなことは分かっているが、お前は見るからにラグラドール人じゃない。しかも女だ。いくら腕に覚えがあっても、限度ってものがあるだろう。……分かってるよな？　俺に結構、敵が多いってことは」

　その肌の色と強さから他国よりの強きよう烈れつな差別にさらされているがゆえに、ラグラドール人には熱狂的な国こく粋すい主義者が多い。そのため外敵には一いつ致ち団結して戦うが、内部では大きな傭兵団同士で始終いがみ合っている厄やつ介かいな国なのだ。

　バルロイにも、王のいないこの国で、国政を左右する合同会議に出られる傭兵団長であるとの自負がある。そんな自分の認めた団員であると、レネの存在は一部では有名になっているようだが、だからこその危険も考えられる。

「私のことを、心配して下さるのですか……？」

　不満から一転、小さな声で嬉うれしそうに聞いてきたレネに、バルロイは失敗を悟さとった。

「……もういいから、飯めしだ、飯。お前は先に行っていろ」

　ひとりで男のところにほいほい来るんじゃねえよ、とは言わず、バルロイは話を強制終了することに決めた。そんなことを言ったが最後、「バルロイ様がお望みなら……」が始まるに決まっている。

　分かりました、とうなずいたレネの姿が、一いち陣じんの風のように天幕の外に出て行くのをバルロイは見送った。相変わらず驚異的な身のこなしだ。

「せめてもうちょっと、胸があれば考えるんだがなあ」

　不ふ埒らちなことを考えつつ、あくびをしながら外に出る。

「昔はむしろ、俺のほうがあいつを探しちゃ、話しかけてたもんだが……」

　泥どろイモが煮える匂においに鼻をひくつかせながら、バルロイが肩を竦すくめた矢先、

「今でもそうしていただけると、とても嬉しいです」

「……だから盗み聞きはやめろってんだよ!!」

　いつの間にかすぐ隣に戻ってきたレネに、腕を上げやがって、とバルロイは心で叫さけんだ。







「……おいバルロイ、お前これだけ伝えるためにわざわざアズベルグまで来たのか？　それも、レネまで連れて」

　書しよ簡かんでよかったんじゃないのか、と言わんばかりの声を出したのは、アズベルグ地方の領主である〈強〉公こう爵しやくカシュヴァーン・ライセン。黒髪に黒い瞳、長身を黒ずくめの衣い装しように包んだこの青年は、バルロイの剣の弟で子しでもある。

「レネは別に好きで連れてきた訳じゃねえよ、勝手について来ただけだ。大体今日はただの中間報告だぜ？　詳しよう細さいはまた分かったことがあれば連絡するが、とりあえず何日か厄介になるからな」

　うんざりしながらバルロイは弁解する。国教〈翼つばさの祈いのり〉を嘲ちよう笑しようするような、翼持つ怪物の像だらけの領主の屋や敷しき。その二階にある主あるじの部屋に入ったことにより、ようやくレネは離れていった。

「中間報告ってお前、要するにラグラドール人もあのクソ王子について今まで知らなかった、ってだけじゃないか」

　渋じゆう面めんでこぼすカシュヴァーンと顔を合わせるのは、昨年の冬にシルディーン王宮で会って以来だ。ラグラドールとの融ゆう和わ政策を名目に集められ、それ自体は国王暗殺未み遂すい事件のせいでうやむやになってしまったのだが、いくつか収しゆう穫かくもあった。

　中でも最大の収穫は、シルディーン王家に次代の王となる王子ゼオルディスの存在が認められたこと。カシュヴァーンや、ラグラドール人嫌いで有名なジスカルド・オーデル侯こう爵しやくが来ていることまではバルロイも知っていたが、ゼオルディスについてはシルディーンに王子がいたこと自体、今まで知らなかった。

「これ以上のことを調べるには、国外にいたんじゃ無理なんだよ。国内にいるお前らも分からんことを、調べようっていうんだぜ。準備も期間もそれなりにいるんだ。ねぐらぐらい提供してくれてもいいだろうが」

　アズベルグ地方は、ラグラドール人にとってはシルディーンの北の玄関口である。傭兵として各地を動き回っているラグラドール人独自の情報網を使い、ゼオルディス及びシルディーン国内の情勢について調べるため、宿を提供しろというのがバルロイの言い分だった。

「それはいいが、宿代は情報料から引かせてもらうからな」

　ちゃっかりした要求に、カシュヴァーンがため息交まじりにつぶやく。

「なんだ、金持ちのくせにけちけちしやがって。情報が要いらないならいいんだぞ？　あちこち伝令を放って、ずいぶん派手に国内を動き回っているようじゃないか。表向きはお嬢ちゃんの誕生日のため、ということだが、それにしても活動範囲が広すぎないか？」

　迫せまるアリシアの誕生日のため、という名目で、カシュヴァーンがシルディーン国内に大勢の間かん者じやを放っていることをバルロイはすでに把は握あくしている。

　これまでにも元バルロイの団の傭兵、現カシュヴァーンの被ひ後こう見けん人にんティルナードの執しつ事じであるセイグラムを使い、情報収集を行っていたことまでは黙もく認にんしていた。セイグラムの持つ情報網にラグラドール人のそれが含まれており、動きが摑めるためなのだが、今回カシュヴァーンは意識的に傭兵たち以外から情報を取得しようとしている節ふしがある。

「……それだけ俺のアリシアへの愛が深い、ということだ」

　一瞬カシュヴァーンが言いよどんだ。噓うそつけ、俺たちを信用していないからだろうとバルロイは突っ込もうとしたが、それより先にカシュヴァーンが話を逸そらした。

「それに、ついて来ただか連れて来ただかのレネにも、部屋と飯が要るんだろう？　あれでレネは女なんだ。当然他のむさ苦しい連中とは、部屋も別に用意しないといかんしな」

「当然です!!」

　バルロイが何か言う前に力強く賛さん同どうしたのは、それまで控ひかえめにカシュヴァーンの横に立っていた金髪の青年だ。主の幼おさな馴な染じみ兼けん執事であるトレイスは、並の聖職者より清らかな精神構造を持っている。

「……ふん、ま、そいつはそうだ」

　反撃しにくい話題を出され、バルロイは仕方なく黙った。

　とはいえ、カシュヴァーンの腹は読めている。ラグラドールに都つ合ごう良く加工した情報を持ち込む可能性があるバルロイたちだけに頼らない、独自の情報網を築き上げたいのだろう。

　はた目には仲がいいと思われている自分とカシュヴァーンは、あくまで利害が一致しているから協力し合っているに過ぎない。生まれた国と崇あがめる神が違うのだから、根本的には分かり合うことはないだろう、とバルロイは思っている。

　最近何かと誤解されがちだが、バルロイだって生きつ粋すいのラグラドール人。国粋主義者である自覚はあるのだ。

　──ラグラドール人でもない女を団に入れたのは、こういう用途のためでしょう、団長!?

「……ちっ」

　不ふ愉ゆ快かいな記憶がふと脳のう裏りを過よぎり、バルロイは我知らず舌打ちした。黙り込んでいる彼に、カシュヴァーンが不意に口く調ちようを改める。

「バルロイ、お前レネは全く好みじゃないんだよな？」

「当たり前だ。俺の好みはお前の愛人だぞ？」

　派手な美び貌ぼう、勝ち気な態度、見事な赤毛に豊満な肉体。バルロイの公言する好みを忠実に体現したノーラは、自称「カシュヴァーンの愛人」であるこの屋敷のメイドだ。

「その気がないなら、いいかげんどうにかしろよ。自分を振り向きもしないおっさんに青春を捧ささげては、レネがかわいそうだろう」

「愛人」について何か言うかと思いきや、カシュヴァーンはそこは無視してさらに突っ込んだ話を始めた。隣でトレイスまで大きくうなずいているのが、また憎にくたらしい。

「ふん、どこぞの貧ひん乳にゆうお嬢様を金で買った奴の言葉には、実に含がん蓄ちくがあるな。あと言っておくが、お前も見た目だけなら俺とそう変わらん年だぞ」

　可愛かわいげのない態度にかちんと来て、露ろ骨こつな嫌いや味みを口にすれば、カシュヴァーンは見る間に表情を翳かげらせた。

「……確かに、俺とアリシアの始まりはそうだった」

　苦い声でそんな風につぶやいたカシュヴァーンだが、その声は次第に甘みを帯おびていった。

「最初は正直、地味な貧乳小娘だとしか思っていなかったが……いつの間にか俺は、アリシアを好きになっていた。そして、アリシアも……俺を好きになってくれて、おまけに日に日に可愛さを増していく……」

　何を思い出しているのやら、カシュヴァーンは妙みようにしみじみとした口調でのろけ始めた。本人は真ま面じ目めに述じゆつ懐かいしているようだが、「カシュヴァーン様は日に日に眼が悪くなっていく訳ですが……」とぼそっとつぶやいたトレイス同様、バルロイもなんとなく尻しりがむずむずしてしまう。

　出会った当初の、いや、ほんの一年前のカシュヴァーンからは、およそ想像もできない変化。「死神姫」なる不ふ吉きつなあだ名で呼ばれる、あの貧乳幼女がこの男をここまで変えたということか。

　ほんの少し、そこまでの相手を見つけられたことを羨うらやましくも思ったが、そんなことは師し匠しようの沽こ券けんに関わるのでおくびにも出さない。

「……人間変われば変わるもんだ。貧乳教に宗しゆう旨し替がえかよ、裏切り者め。まあいいさ、おかげで巨乳メイドに手を出しやすくなった」

　意い趣しゆ返がえしとばかりに言ってやれば、カシュヴァーンはいつもの調子に戻って言い返してきた。

「残念ながら、巨乳メイドには俺の被後見人が手を出しずみだ」

「ほう？」

　初耳ではないが、まだ裏を取っていなかったことを断言され、バルロイは軽く眼を見張る。

「ちらほらそんな話を聞いちゃいたが、おぼっちゃん、本気なのか？」

「恋にのぼせているだけの可能性はあるが、とりあえず、誠実な付き合いをしているようだぞ」

　ティルナードとノーラの仲が接近しつつあることには、バルロイも薄々勘かんづいていた。カシュヴァーンはどう思っているのかと、彼のメイドへの複雑な感情を知る身としては気になっていたのだが、今のところあのおぼっちゃんは合格らしい。

「そりゃ結構。やれやれ、そうなるとノーラに下へ手たにちょっかいをかける訳にもいかんなあ」

　つまらんことだ、とぼやくバルロイを、カシュヴァーンがおかしそうに見ている。

「なんだ、気色の悪い笑い方しやがって」

「いや。俺の師匠は、なんだかんだでいい男だと思っただけだ」

「やめろ、ますます気色が悪い」

　決まった相手がいる女に手を出さないのはただの美学だ。そもそもノーラがシルディーン人である以上、火遊び以上の付き合いができないのは初めから分かっていたことでもある。

　──なんでどこの国の出とも分からない奴をそこまで庇かばうんだ。団長、あんたはラグラドール人でしょう!?

　またしても不愉快な記憶が蘇よみがえってきた。舌打ちしかけたが、カシュヴァーンが怪け訝げんな顔をしていることに気づき、強引に話を変える。

「俺に気色の悪い思いをさせた詫わびとして、ちょっと頼まれてほしいことがあるんだがな、愛まな弟で子しよ。ルアーク、いるんだろう？　出て来てくれ」

　レネと似た気配がずっと付近に潜ひそんでいることには気づいていた。途端にカシュヴァーンが眉まゆをしかめる。

「……おい、ルアークは」

「分かってるって。今日は別に俺の隊に来いとか、そういう話じゃない」

　その話は日を改めて、とうそぶくバルロイの頰ほおを、風が撫なでる。天てん井じようから降りてきた、とかろうじて認識できたが、以前より一層練れん度どを増した身のこなしは風をまとって、というより風そのものだ。

「ちょうどいいや。俺もジェダさんの件とか、おじさんといろいろ話したいことあるし」

　長めの銀の髪を軽く振りつつ、バルロイの団に籍せきを置いている「兄」の名を呼んで、ルアークはにっこり笑った。







　一方その頃、同じ屋敷の二階にある奥方の部屋では、カシュヴァーンの妻である「死神姫」アリシア・ライセンが友人との再会を喜んでいた。

「久しぶりね、レネ」

「アリシア様も、お変わりがないようで何よりです」

　眼鏡めがねをかけた亜あ麻ま色いろの髪の少女に、レネは姿勢良く頭を下げる。

「アリシア様にはお変わりありませんが、お屋敷はいささか人の出入りが多いようですね」

「あ、ええ……実はね、私は今度誕生日を迎むかえるのだけど、その準備のためにたくさん人が出入りしているの。カシュヴァーン様、私に恐怖小説がぎっしり詰まった図書室を下さるのですって……やっぱりお金持ちで優しい旦だん那な様だわ……」

　恥ずかしそうに、でも嬉しそうに頰を染そめ、アリシアはぺたんとした胸に手を当てた。

「ライセン強公爵閣下は、本当にアリシア様を愛しておいでなのですね。羨ましいです」

「ふ、ふん、私だって、レイデン伯はく爵しやくにそれはすてきな贈おくり物をいただく予定なんですからッ!!」

　無む駄だな対抗意識を燃やすノーラに、唐とう突とつにレネが質問した。

「ノーラ。あなたは、レイデン伯爵と恋仲なのですか」

「……はぁ？」

　あまりにも突然の、あまりにも直ちよく截さいな質問にノーラが固まったので、アリシアが代わりに返事をした。

「ええ、そうよレネ。ついさっきもレイデン伯爵様がノーラをお茶に誘さそいに来たのだけれど、セイグラムがその元気があるならもう一冊歴史書を読みなさいと言って、連れ戻してしまったの」

　ゼオルディスとの再会により体調を崩くずしたレイデン主従は、現在ライセン家に逗とう留りゆう中ちゆうである。

「ちょ、ちょっと、勝手に答えないで下さいッ!!」

　赤くなったノーラがアリシアの口をふさごうとするが、レネはあくまで淡々と質問を重ねる。

「以前からそういったお話はうかがっておりましたが、『贈り物をいただく』とのことから判断して質問しております。違うのですか」

「──ち、違わない、ですわ……」

　尋じん問もんめいた口調に気け圧おされたように、でもどこか誇ほこらしげにノーラが答えたのを確認し、レネはさらにこんなことを言い始めた。

「あなたは一体どうやって、レイデン伯爵をたらし込んだのですか。参考にさせて下さい」

「……はぁ？」

　今まで何度も、レネはライセン夫妻のいちゃいちゃを見るにつけ「参考に」と口にしていた。だが自分に向かって言われたことはなかったので、ノーラはぽかんとしている。

「強公爵閣下は失敗したようですが、身分違いの男性を見事仕留めたその戦略、ぜひ教えていただきたいのです。バルロイ様も爵位をお持ちですし。胸ですか、胸なのですか、やはり」

「悪かったですわね、カシュヴァーン様については失敗してッ!!　大体爵位なんて、ラグラドールじゃちょっとお金を払えば誰でも手に入れられるでしょう!?　そして微び妙みように人聞きの悪い言い方をしないでちょうだいッ!!」

　すでに過去の話とはいえ、自じ尊そん心しんを傷つけられたノーラが怒ど鳴なる。が、すぐに打算を働かせ始めた。

「ふ、ふん、まあ、でも、よろしいわ。あなたが首しゆ尾びよくバルロイとまとまれば、あの男が私にちょっかいをかけてくることもなくなるでしょうし……ただでさえ陰いん険けん眼鏡がいまだにうるさいのだから、できるだけ邪じや魔ま者ものは排はい除じよしておいたほうが……」

　互いに気持ちは確認し合っているとはいえ、身分違いの恋に障しよう害がいはつきものだ。少しでも不安要素は取り除くべき、と判断したノーラは、腰に手を当てじろじろとレネを眺めやった。

「そもそもレネ、あなたはまず見た目に問題が大ありですわ！　カシュヴァーン様のように特殊な趣味ならとにかく、バルロイの女の好みはいたってまともなんですから!!」

　失礼な指摘を、レネは真顔で受け止めた。

「承しよう知ちしています。つまりノーラ、あなたの真ま似ねをすればバルロイ様を仕留められる、という訳ですね？　強公爵閣下は無理でしょうが」

「しつこいですわね、もうカシュヴァーン様のことはいいんですのよッ!!　そうと決まれば、早さつ速そくドレスを選んで、お化け粧しようも……土台はまあまあなのですからね……」

　針はり子ことして優秀なノーラである。美容全般にも関心は深く、レネをどう飾り立てるべきかとあれこれ考え始めた。

「まあノーラ、レネがレクサンドール子爵様を仕留める手伝いをしてくれるのね。……あっ、そうだわ！」

　あることを思いついたアリシアは、文ふ机づくえの上から紐ひもできちんと綴とじた紙かみ束たばを取り上げた。

「ねえ、レネ。私にも協力させてもらえるかしら。実は、こういうものがあるの」

　高価な香水の匂いがほのかに香る、上等な便びん箋せんを束ねたそれを見るやいなや、レネがはっとした顔になる。

「これは……『秘伝・男の正しい落とし方』……!?」

　アリシアの字で書かれた表題を、レネは食い入るように見つめている。

「レネも昨年お会いしたわよね？　エルティーナ・オーデル侯爵夫人と、私はよく文通をしているの」

　昨年の冬、王宮で二人は顔を合わせているはずだ。うなずくレネに、アリシアは頰を染めながら、

「本をお薦すすめし合うのが主目的なのだけれど、これはあの方からいただいた、とってもありがたい恋の指し南なんをまとめたものなのよ。私とカシュヴァーン様がうまくいっているのは、きっとこれのおかげでもあると思うわ……」

　カシュヴァーン側からは違う意見もあろうが、幸か不幸か彼はここにいない。この手のことは不得手と自覚しているレネの心には、華はなやかな噂うわさに事欠かないエルティーナの名は強く響いた様子だ。

「ノーラの容姿に、数あま多たの愛人をお持ちと噂のオーデル侯爵夫人の計略……」

　アリシアから受け取った『秘伝・男の正しい落とし方』を、レネはぎゅっと握にぎり締めた。

「完璧です。これでついにバルロイ様は私のものに!!」

　赤い瞳をきらめかせて宣言すると、すぐに参考書をめくり始める。

「早速熟じゆく読どくし、頭と体に叩たたき込みます。なるほど……『人前・昼編』『二人きり・夜編』『番外編・必殺！　おねだり編』 ……素晴らしい。目次を見ているだけで、力が湧わいてきます」

「……勢い余って本当にバルロイを仕留めないでよ、レネ。それに奥様、オーデル侯爵夫人はあなた方ご夫婦をからかっているだけだと思いますけど……」

　化粧品の吟ぎん味みをしていたノーラがそっと注意したが、レネは『秘伝・男の正しい落とし方』に夢中だ。三回ほど通しで読んだ後、あとは実地とばかりにアリシアに声をかける。

「アリシア様、少し練習させていただけますか」

「ええ、では私がレクサンドール子爵様の役をやるわね！」

　なんだか楽しくなってきて、うきうき応じたアリシア用にと作成したドレスを広げながら、ノーラは「どうなっても知りませんわよ……」とため息をついた。







「やっほー。レネー、いるー？　アリシアもノーラもいるよね、知ってるけど。入るよー」

　一応屋敷の奥方の部屋と気を遣つかい、きちんと扉とびらを開けてルアークが室内に足を踏ふみ入れた時、部屋の真ん中には黒い緞どん帳ちようをマント代わりにしたアリシアが立っていた。

「いけないぜおじょうちゃん、うかつにおれにほれてくれるなよ」

　これがかっこいい、と図解されていたとおりの角度にあごを上げ、棒読みの台詞せりふを述のべるその足下に、淡あわい桃色のドレス姿のレネが取りすがっている。

「ああ、いまさらそんなことをおっしゃるなんて、ひどいかた。こいのどうかせんは、いちどひがついてしまったら」

「……ごめん、お芝しば居いごっこしてた？　後にしようか？」

　いくら気配を読むことに長たけているとはいえ、まさか内部がこの有あり様さまだとは思わなかったのだろう。とりあえずルアークが謝ると、いち早く来客に気づいたレネが立ち上がる。

「お久しぶりです、ルアーク。……あっ、バルロイ様」

「お、どうしたレネ、めかしこんで」

　ルアークの背後に立っていたバルロイは、濃い化粧でぐっと華やかになったレネの顔を見……そして、その胸元で視線を止めた。

「……おいレネ、ドレスと化粧は分かるとして、その胸はどうした」

　繊せん細さいなレースで縁ふち取どられた胸元は、まるでノーラのそれのように豊かな丸みを帯びている。バルロイだけでなく、同行していたカシュヴァーンやトレイスまでいぶかしげに見つめるなか、レネは答えた。

「急に太りました」

「そんな訳あるか!!」

　思わずバルロイが突っ込んだが、胸の詰め物を手伝ったくせにアリシアは羨ましそうにする。

「あら、私もそこだけうまく太れないかしら、もが」

「ほほ、さあ、奥様は黙っていましょうね。ねえバルロイ、どうかしら。今日のレネは、とってもあなた好みできれいではなくて？」

　慣れた手つきでアリシアの口元をふさぎながら、ノーラが誘ゆう導どう尋問を始めた。

　無論バルロイは、レネの格好から彼女たちの企たくらみに気づいている。甘いな、と口の中でつぶやきながら、予定どおりルアークに話を振った。

「なあルアーク、今日のレネは、その……えらくきれいじゃないか？　巨乳だしな」

「ああ、うん、そうだね。もしかして、俺のためだったりして？」

　ルアークも約束どおりの反応を示す。一瞬の沈ちん黙もく。

「いえ、バルロイ様のためです」そんな台詞を予測していたバルロイを尻目に、レネは瞬間、記憶を探さぐるように上を向いた。

「──はい、そうです。あなたのためです、ルアーク」

「へっ？」

　ルアークもまた、想定外の事態に眼を丸くした。そんなルアークへと、レネはゆっくりと近づいていく。

「つい先ほど、あなたがどれほどいい男なのか、雷かみなりに打たれたように突然気づきました」

「……あ、そうなんだ。今日はレネに、いろんなことが急に起こる日だね……」

　ふくらんだ胸を見ながらルアークは乾かわいた声を出すが、レネは練習どおりに話を進めた。

「うふふ、あなたってば罪作りな人。と言いながら、ひし、と抱きつく。……ああ、すいません、なんでもありません。うふふ、あなたってば罪作りな人。ひしっ」

「……えーと……」

　胸にレネが取りすがった状態のまま、ルアークが助けを求めるようにバルロイを仰あおぎ見た。しかしバルロイは、にやっと笑ってこう言った。

「おお、よしよし、いい感じじゃないか」

　生おい立ちも容姿も戦闘能力もよく似た二人。ちょっと予定と違ったが、思いどおりの構図にバルロイは満足を覚える。

「非常にお似合いだ。じゃ、あとは若い者に任まかせて、おっさんたちは消えるぜ」

「俺はまだおっさんじゃない」と文句を言うカシュヴァーンを無視し、出て行こうとするバルロイの手を小さな手がぎゅっと摑んだ。鍛きたえられた手の皮は厚く、指は節が目立ちとても貴婦人のものとは思えないが、バルロイとは明らかに大きさが違う子供の手。

「バルロイ様、待って下さい!!」

　呆あつ気けなくルアークを放り出したレネだった。

「行かないで下さい。早く嫉しつ妬として下さい」

「……そんなことだろうと思ったんだ」

　露ろ骨こつすぎるんだよ、とため息をつけば、ルアークも肩を竦すくめる。

「やっぱ俺じゃだめだって、おじさん。だってレネは、おじさんしか見えてないんだもん」

　みんな眼が悪いよねえ、とさっさと種明かしをしてしまったルアークを、バルロイが軽く睨んだ。

「ふん、ルアーク、お前もよく言うぜ。簡単にレネに迫ることを承知してくれたのは、適当なところでそうやって裏切るつもりだったからだろう？」

　えへへ、と悪びれる風もなく笑うルアークとレネを、バルロイは不意に改まった表情になって見据えた。

「──ちょっと真面目な話をしようや、レネ。お前とルアークがうまくいかないか、と俺が考えているのは本当だぜ？　今回お前を追い返さなかったのはそのためだ」

「……バルロイ様？」

　レネの眼が不安げに揺ゆれる。いつもあまり表情を動かすことなく、「結婚して下さい」と口にする時でさえ淡たん々たんとしている彼女だけに、一層心細そうに見えた。

　ほんの少し気の毒にも思ったが、バルロイは初志貫かん徹てつを自分に言い聞かせる。

「お前は俺の好みじゃない。だからお前とは結婚しない」

「……それは」

　分かっています、とかすかに表情を翳かげらせて反論しようとするのを許さず、バルロイは強引に話を進めた。

「だが、団長として、団員であるお前の幸せを願ってはいる。いずれお前には俺の団を抜け、俺よりは劣おとるがまあいい男と夫婦になって、幸せに暮らしてもらうつもりだ」

「……っ……!!」

　以前も言ったようなことを繰り返すと、声もなくレネは震ふるえている。いつもの少年のような姿ではないだけに、うちひしがれた様は哀あわれを誘ったが、戒いましめの言葉を胸中で繰り返して自制した。

　本当にかわいそうなのは、このままの状態を放置しておくことだ。

　偽にせ物ものの恋に、これ以上レネの人生を捧げさせてはいけない。

「つまり、とりあえず俺以外の男に眼を向けてみろって話だよ。第一弾としては、元〈玩具の兵隊〉同士ルアークあたりが適当だろう？　別にジェダでもいいんだが、あいつには女以前に人間との付き合い方を学ばせないといかんからな」

　レイデン家に派は遣けんされることになったジェダは、先んじてライセンの屋敷に来ているはずだ。今は主のティルナードの側にいるらしく姿が見えない。

「あー、ジェダさんを相手に選ぶと、余計に話がややこしくなりそうだしねえ」

「兄」の名を挙げ苦笑いするルアークを、レネがきっと睨んだ。

「……私にとってのルアークは、私よりバルロイ様の心を捕とらえている、憎き仇きゆう敵てきです。そんな男などと……」

「おい、やめろレネ。その言い方だと誤解される」

　少年にしか見えないレネにべたべたされているために、「あのバルロイがまさかの少年趣味」という恐ろしい噂が立っていることをバルロイ本人も知っているのだ。アズベルグへは情報収集をしに来たのであって、悪あく名みようを広めに来た訳ではない。

　しかし、幸いと言うべきか、レネはまだエルティーナへの信頼を捨てていないようだった。

「強公爵閣下は、さすがバルロイ様の弟子だけあって、とてもすてきな方ですね」

「……あ？　おい、なんだ、レネ」

　すっと床ゆかを滑すべるように動いたレネに、いきなり腕を取られてカシュヴァーンが驚いている。急に太った、とレネが主張する部分が、彼の腕に当たってありえない形にぐにゃりと歪ゆがんだ。

　中身は布じゃなくて、もっと柔やわらかい物のようだな……と見当をつけるバルロイをよそに、レネは「人前・昼編」の一部を暗あん唱しようしている。

「彼にとって無視できない相手を、眼の前で褒ほめちぎる。これで男の嫉妬は最さい高こう潮ちように燃え上がる……強公爵閣下は、すてきです。はい、すてきです。とってもとっても、すてきです」

「……レネ、お前は口下手なだけだよな……？　俺の褒めどころが見つからない訳じゃないよな……？」

　やや傷ついているカシュヴァーンに機械的に「すてきです」を繰り返していたレネだったが、ふと横を向いた。

「アリシア様」

　カシュヴァーンの腕にかかったレネの手を、アリシアがためらいがちに握っている。

「……ご、ごめんなさい、レネ。……カーシュ様は、だめ……」

　眉根を寄せ、か細い声で訴うつたえる様を、バルロイでさえ一瞬「可愛い」と思った。

「……レネ、もうちょっとぐらい協力してやろうか」

「カシュヴァーン様、鼻の下が伸びていますよ!!」

　たちまち現金なことを言い出したカシュヴァーンにトレイスが注意を飛ばし、ノーラが先手を打った。

「レネ、言っておきますけど、レイデン伯爵は私のですからねッ!!」

「ははは、この件についてはセイグラムさんと協力できそうだねえ」

　茶々を入れるルアークの銀髪が風にそよぐ。

「……え？」

　カシュヴァーンから離れてレネがぴたりと身を寄せたのは、バルロイでも、ルアークでも、ここにはいないティルナードでもセイグラムでもなく。

「トレイス。あなたは、すてきな方ですね」

「俺のすてきなところはどこだと思う？」と妻に聞いているカシュヴァーンの隣で呆あきれ顔をしていた、穏おだやかな風ふう貌ぼうの青年だった。

「……えっ、あっ、いや、その、ちょ、レネ、待ってくれ、その、何か、当たる……!!」

　一度変形した跡あとが残っている歪いびつな胸を腕に押し当てられ、トレイスは真っ赤になってあたふたしている。

　その光景を見た瞬間、バルロイはああ、と我知らず声を出していた。

「──ああ、そうだそうだ!!　いやぁ、今までなんで気づかなかったのか、この逸いつ材ざいに!!」

　大きくうなずくなり、レネを引き剝はがそうともがいているトレイスの肩を叩く。

「レネに気に入られたようだな。おめでとうトレイス」

「はぁぁ!?」

　トレイスがすっとんきょうな声を上げ、カシュヴァーンも急展開に言葉を失っているが、バルロイはどんどん話を進めていく。

「農民出身ながら公爵家の執事、しかも当の公爵は幼馴染みのお前を大変信頼しているときたもんだ。戦闘能力はあまりなさそうだが、それはレネに任せればいい。何より素直で実直、辛しん抱ぼう強く優しい。そこについてだけはセイグラムも褒めていたからな」

「……セイグラム様らしいですね……いや、そうではなくて!!」

　一瞬気を逸らされたトレイスが懸けん命めいに反論を試こころみるが、相手が態勢を崩したところを見み逃のがすバルロイではない。

「一番いいのは女への態度だ。男同士付き合うには面白みがないが、夫婦として添そい遂とげるなら、潔けつ癖ぺきすぎるぐらいのほうが女にとっては幸せだろう。ラグラドール人には取れない態度だよなぁ」

「……バルロイ様……」

　トレイスを摑つかまえていた手を放し、レネがささやくように自分を呼ぶ。

　無心に主人を慕したう子犬のような声を、瞳を、無視することこそがこの犬のためなのだ。

　レネはラグラドール人ではない。生まれた国と崇あがめる神が違う身では、最後まで一緒には行けない。

「レネはいい女だぞ。可愛いし、強いし、お前が望むなら」

　なんでも言うことを聞いてくれる、と言いかけて、言葉を飲み込む。

「──今なら団長として、俺が持参金も大おお盤ばん振る舞いしてやる。どうだ？」

　からかいに二割の本気を混ぜて、バルロイはトレイスを見た。トレイスもバルロイを見つめ返してくる。

　その瞬間、さっきまでひたすら戸と惑まどってばかりだったトレイスの眼に、強い意思が宿っていることにバルロイは気づいた。




「本当に私にしてみるか？　レネ？」




　いつかノーラにも言ったような台詞を、トレイスは強こわ張ばった表情で口にした。

「まあ、トレイス、本気なの!?」

　アリシアが驚きの声を上げるが、それ以上に驚いているのはレネだ。

「なっ……、何を言っているんですか、トレイス……、あっ」

　あまりにも予想外すぎて、固まっているレネの肩をトレイスが抱き寄せた。ルアークが「わーすごーいトレイスさん、かっこいい！」などと口笛を吹くなか、まっすぐバルロイを見据えて押し殺したような声を出す。

「レクサンドール子し爵しやく。失礼ですが前々から、あなたの女性全般、及びレネやノーラへの態度はどうかと思っていました。きょにゅ……いえ、女性の好みがあるのは仕方がないとはいえ、胸でそのように露骨な差別をするなど、失礼にも程があります」

　その姿はさながら、お姫様を庇う誠実な騎き士し。真しん摯しな怒いかりが眼にまぶしくて、バルロイはかすかに瞳を細めた。

「今のお言葉、本気でおっしゃっているのなら……私が、レネと結婚を前提にお付き合いさせていただきます。よろしいですね？」

「……よろしいですね、ってお前」

　刃やいばのように突きつけられた「よろしいですね？」に、バルロイはすぐには何も言い返せなかった。














「……バルロイ。確かにトレイスはいい奴だが、時々とんでもなく頑がん固こで、俺でも言うことを聞かせられないぐらいなんだぞ」

　室内に満ちた沈黙を、カシュヴァーンがためらいがちに割る。

　つまり、脅おどしじゃないぞ、と言いたいのか。このままだとトレイスは、本当にレネと交際を始めると。

　そう感じた瞬間、バルロイはひどいいら立ちを覚えた。──ガキどもが揃そろって、舐なめた口をききやがって！

「……本気に決まってるだろう？　じゃあよろしく頼むぜ、トレイス」

「バルロイ様っ!?」

　悲痛な声を上げるレネにも、事もなげに言ってやる。

「レネ、情報収集は俺たちだけで大丈夫だ。トレイスとゆっくりいちゃいちゃしてな。カシュヴァーン、早速何部屋か借りさせてもらうぜ」

　空あき部屋が多いライセンの屋敷の客室を、傭兵たちの宿へと提供してもらう約束は取りつけずみだ。言うなりバルロイはさっさと踵きびすを返そうとしたが、途中でふと振り返ると、

「おい、言っておくがトレイス、だからって簡単に手ぇつけたりするんじゃねえぞ。そういうことは、レネを嫁にもらうと誓ちかってからの話だ」

「つけませんよッ!!」

　顔を真っ赤にしたトレイスに軽く手を振り、バルロイはそのまま外に出た。

「うわー、どーすんのトレイスさん、独身主義撤てつ回かい？」

「トレイス、レネと結婚するのね！　既き成せい事実はいつ作るの？」

　一歩外に出た途端、複数の興こう奮ふんした声が室内で飛び交かうのが聞こえ始めたが、バルロイはあえて内容には耳を傾かたむけなかった。







　それから四日後の昼下がり。

　ライセンの屋敷の二階の端はし、並んだ客室のうち一室を与えられたバルロイのところへと、情報収集に出ていた部下が戻ってきた。

「団長、ただいま戻りました……、あ？」

　黒と赤ばかりで構成された悪趣味な屋敷にはだいぶ慣れたはずの彼の足が、一歩室内に入るなり止まる。

「トレイス、あーんです」

「……あ、あーん……」

　バルロイは文机の前にどっかり腰掛けていたが、その横にある寝台の上で、ドレス姿のレネがトレイスにちぎったパンを食べさせていた。しかもレネは、トレイスの膝ひざの上に座っている。

　戸口で石化している団員を、バルロイは素そ知しらぬ声で労ねぎらう。

「ああ、オスロか。お前はオーデル地方に行っていたんだよな、ご苦労」

「……は、ええ、まああの、団長、いいんですか、報告、このまま……」

　バルロイの団の団員となれば、いずれも肝の据わった歴戦の猛も者さばかり。いつもなら雇やとい主である貴族に対してもこのようにかしこまることはないのだが、バルロイはしれっと答えた。

「そうだな、内容によってはラグラドール語で聞かせてもらおうか」

「いや、そうじゃなくて……レネは団長一筋じゃなかったんですか？　それにあの胸はどうして……俺がオーデルに行っている間に、一体何が……？」

「そうだなあ。天気もいいことだし、外を散歩でもしながら話すか。人に聞かれたくない話は、移動しながらするのが一番だものな」

　どっこいしょ、とばかりに立ち上がったバルロイが外へ歩き出す。オスロはラグラドールとあまり変わらない灰色の空を見上げ、「天気いいかなあ……？」と首をひねりながら後に続く。

「痛い痛い痛い、折れる、腕が折れる、レネっ!!」

　その後を、トレイスをずるずると引きずりながらレネが追いかけてきた。







　ライセンの屋敷に厄介になり始めてから、バルロイはあまり自分では動き回らず、普段からシルディーン王国内で活動をしているラグラドール人たちの報告を待っている。同時に、同じように各地から帰き還かんする伝令を待っているカシュヴァーンの動きを見張っていた。

　そしてレネは、毎日のようにノーラに化粧をしてもらいドレスをまとい、トレイスを引っ張ってきてはバルロイの眼につくところでいちゃいちゃする、を繰り返していた。

「……頑固なことだな、どっちも」

　その日の夕食の席にて、遠えん慮りよなく他人の家の食事を頰ほお張ばっているバルロイの視界の隅すみ。肉の取り分けに忙しいトレイスの脇に、レネが甲か斐い甲が斐いしく寄り添っている。

　段々胸が大きくなってきているような……と思っているバルロイの視線を感じてか、レネがこれみよがしにトレイスを見つめた。

「トレイス、あなたの料理を配る手つきはなんと繊細なのでしょう。ひしっ」

「あ、ありがとうレネ、う、う、嬉しいな、はは、ああ、申し訳ありませんアリシア様、お手元を汚してしまって……!!」

　皿に肉を取り分ける途中で腰にすがられたので、トレイスは肉を皿の縁に引っかけてしまった。

　セイグラムがいればすぐさま一ひと鞭むちくれるところだが、幸いと言うべきか、ここ数日体調が不安定なティルナードに、ノーラと共に付き添っているので不在だ。ジェダとルアークは戦闘訓練に精を出しているとかで、姿が見えない。

「悪いな、お嬢ちゃん。うちの団員が食事の邪魔をしてしまって」

「いいえ、構いませんわ。お肉をお皿に載のせてもらえる……この素晴らしさの前には、すべてがささいなことですもの！」

　相変わらずなアリシアの言動にバルロイが苦笑いし、カシュヴァーンが黙って自分の肉を妻の皿に移してやっている間にも、レネはしつこくトレイスにべたべたしている。時々「さあ、あなたからも」という味気ない誘い文句を言うたびに、トレイスは「仕事中だから」「今日は日が悪い」などと必死に言い訳をしていた。

　知らん顔で食事を続けるバルロイに、レネがちらちらと視線を送ってくる。だがバルロイは、これまでと同じように完全無視を決め込んだ。

　やがて夕食が終わり、使用人たちが後片付けを始める。

「カシュヴァーン、酒でも飲むか？」

「ああ、そうだな……」

　退たい屈くつしのぎに声をかけると、カシュヴァーンはちらっとアリシアのほうを見ながらうなずいた。妻と師匠を天てん秤びんにかけている様子だ。

「なんならお嬢ちゃんも一緒にどうだ？　ラグラドールの怖こわい話、興味があるだろう？」

「まあっ、すてきですわ、ぜひ!!」

　たちまちアリシアの瞳が輝きを増し、カシュヴァーンがちょっとむっとする。分かりやすい反応ににやにやしながら、さて、レネはどう出るかと思っていると、

「さあ、トレイス。早く寝室へ行きましょう」

「……は？　いや、私はまだ片付けを」

　忙せわしなく立ち働いていたトレイスは、いきなりそんなことを言われて戸惑っている。だがレネは勝手にどんどん話を進めていく。

「私は今夜から、あなたの部屋で寝泊まりしますので」

　途端にトレイスは、手にしていた皿を取り落としそうになった。

「だ、だめだそんなこと、嫁入り前の女性が男と同じ部屋でなど……!!」

　嫁入り前の女性以上の純情さで断るトレイスに、アリシアが言った。

「あら、でもトレイス、昔私をおうちに泊めてくれたことがあったわよね？　あの時はもうカシュヴァーン様と結婚していたから、よかったのかしら」

「……そういえばそんなことがあったな、トレイス？」

「アリシア様、カシュヴァーン様、申し訳ありません今はちょっと勘かん弁べんして下さい……!!」

　とても捌さばききれない、と泣きの入ったトレイスの腕をむんずと摑んだまま、レネがちらりとこちらを見る。

　思いきった手に出てきたな、と思いながら、バルロイは笑顔で手を振った。

「ああ、酒類のある場所は知っているから、執事は抜きでいいぜ。よい夜を、お二人さん」

「……そう、ですか」

　レネの指に力がこもる。肉が剝がれる、と絶ぜつ叫きようしているトレイスをぐいぐい引っ張って、レネは会食の間を出て行ってしまった。

「──おいバルロイ、本当にこのままでいいのか？」

　ややあって、状況を見守っていたカシュヴァーンが慎しん重ちように口を開いた。

「お前こそ、幼馴染みが今夜レネに大事なものを奪うばわれるかもしれんが、放っておいていいのか？」

　本気のレネにトレイスが逆らえるはずがない。面白そうに笑いながら尋たずね返したバルロイに、カシュヴァーンはため息をつく。

「……なるほど。となると、トレイスとレネは結婚確実だな。我が幼馴染み殿は、大事なものを捧げた相手とは、たとえどれほど嫌がられても絶対結婚するつもりらしいぞ」

　頑固で潔癖で誠実なトレイスの考えそうなことである。

　頭の中に、夫婦になったトレイスとレネの幸せそうな像が浮かび──同時に、今までその様を考えたことのなかった自分にバルロイは気づいた。

「……気が殺そがれたな、今夜はひとりで飲む。お前は幼馴染みに先を越されないよう、がんばって幼妻といちゃいちゃしろよ」

　意趣返しだけはきっちりやって、バルロイは会食の間を出て行った。

　アリシアが「大事なものって何ですか？」とカシュヴァーンに質問している声が聞こえ、その一瞬だけ胸がすいた。あとは、ひたすら不ふ愉ゆ快かいだった。










「こういう時は、レンブラーに限るんだがなあ……」

　もっとたくさん持ってくるべきだった、と思いながら、バルロイはライセン家の地下にある酒の貯蔵室へ向かった。「傭兵の血」の二つ名で呼ばれる、とんでもなく酒精濃度の高いラグラドールの蒸じよう留りゆう酒しゆが恋しいが、最近暇ひまに飽あかしてちびちびやっている間になくなってしまった。

　他の酒では気持ちよく眠れそうもないが、仕方がない。貯蔵室から数本の酒さか瓶びんを拝はい借しやくし、うち一本をあおりながら一階の大広間に入った時、ひとりの男に出会った。

「あ、団長、もう飯は終わったんですか」

　先日オーデル地方に行っていた、あのオスロである。バルロイ以外の団員たちは、一階の奥にある使用人用の部屋で食事を取っているのだ。まだ一部の連中は騒さわいでいるらしく、景気のいいラグラドール語の歌声がかすかに聞こえてくる。

「ああ、ちょっとひとり酒としゃれ込もうかと思ってな」

　すでに半分以上空からになった酒瓶を振ってやれば、オスロも眼を輝かせる。

「そうなんですか。へへ、シルディーンの酒じゃ物足りませんが、よければ俺もぜひご一緒に……あれ、でも団長、レネとトレイスは？」

　オスロだけでなく、他の連中もレネがバルロイに嫉妬させようと画かく策さくしていることは知っている。好奇心も露あらわな質問に、内心忌いま々いましく思いながらも、バルロイは事情を素そっ気けなく説明した。

「なるほど……でも、ちょっと、気になりませんか」

「あ？」

「あのトレイスとかいう野郎、聖職者面づらして女に興味がないとか言っているらしいじゃないですか。そんな男がレネと……どうやってるのか、覗のぞいてやりましょうよ」

「……お前、そんな……」

　傭兵らしい、実に下げ世せ話わな発想だったが、相手はレネとトレイスなのだ。そんな、覗きなど……

「面白そうだな」

「でしょう!!　こっちこっち、団長、外から覗けますよ!!」







　これは純然たる覗き趣味であって、決して決して、レネのことを心配している訳ではない。

　酒臭くさい息を吐はきながら、バルロイはライセン家の横手に生はえた一本の木に手をかけた。

「大丈夫ですか団長、足下がふらふらしてますよ？」

　オスロに心配そうに言われ、バルロイはむきになって答えた。

「うるせえな、この国の酒ごときでこの俺が酔ようか!!」

「だ、団長、声がでかいです。奴らに気づかれますから!!」

　見上げた屋敷の二階、執事として与えられているトレイスの部屋を見上げ、オスロは慌あわててバルロイを制した。窓の側まで木の枝が張り出しているため、この木に登れば中が覗けるという寸法だ。

「ったく、どいつもこいつも……」

　力の入らない手足に舌打ちしながら、バルロイはざらざらした木の幹みきを摑む。最初に持ち出した分に加え、追加で二本オスロに持って来させたが、この程度でこんなに酔うとはどうかしている。

　俺もいよいよおっさんになったってことか、と自じ嘲ちよう的てきに思う頭の中に、唐突にレネとの思い出が再生され始めた。

　ラグラドール人どころか、どこの馬の骨とも知れない少女を一存で団に引き入れた団長に、反発した団員たちは多かった。カシュヴァーンの剣の指南を引き受けるなど、シルディーン人との接触過多を非ひ難なんされる時期と重なったのもまずかった。

　そしてその反発は、数人の団員によるレネへの肉体の要求という形で表われた。娼しよう婦ふ以外の女に手を出さないよう、厳しく戒めていた団長への不満が歪んだ爆発をした、とも言える。

　どちらにしろたまたま現場を押さえたバルロイは、レネに下げ劣れつな欲望をぶつけようとした団員たちを即日追放処分としたのだ。

　あの時以来、レネの自分への想いは信しん仰こうに近いものとなった。それまでは周囲と交まじわる様子を見せない彼女を馴染ませようと、バルロイが話しかけても義務的な返事しかしなかったくせに、口を開けば「結婚して下さい」と言うようになった。

「……お礼とやらを、断るべきじゃなかったのかもしれんな……」

　やけくそでつぶやいたバルロイが、手の届く位置にあった枝を摑んで本格的に木登りを始めようとした、その時だった。

　オスロが隠し持っていたナイフを引き抜き、斬きりかかってきた。







　間かん一いつ髪ぱつ、身をひねって直撃を避さけたバルロイだったが、負ふ傷しようは避けられなかった。斬られた右腕を押さえ、急な動きで一層回った酔いにくらくらしながら、声を絞しぼり出す。

「どこの手の者だ？」

　怒りも衝しよう撃げきも薄い。こんなことはラグラドールの傭兵団長を務つとめていれば日常茶さ飯はん事じだ。

　質問によって時間稼かせぎを試みながら、頭の中にいくつもの顔と名前を浮かべる。過激な国粋主義者で有名なあいつか、いつも合同会議で反対意見を出すあいつか、それともレネ絡がらみで団から追放したあいつらか……

　答えはナイフを手にした鋭するどい踏み込みだった。舌打ちしてかわしつつ、こちらも剣を抜こうとするが、相手との間合いが近すぎて抜くに抜けない。直接殴なぐってやろうと思ったが、情けないほど腕に力が入らない。

　そうこうしているうちに、オスロは両手でナイフを握り、まっすぐバルロイの心しん臓ぞうめがけて突き出してきた。

「清らかなる翼へ捧げた魂たましいを穢けがす者に、死をッ!!」

　その叫びに、すべてのからくりを理解する。ああ、そうかと思った。

　同時にここで終わりか、と妙に冷めた気持ちで思った。酔っぱらって他人の情事を覗き見しようとした挙げ句、部下に殺される。

　レネはやはり、こんな男を選ばなくて正解だったのだ。







「バルロイ様!!」

　悲鳴のようなレネの声。続いて布が裂さける音、何かが潰つぶれたような音、甘い匂い、一陣の風、それらがいっぺんにやって来た。

「……なっ……？」

　訳が分からず、眼をぱちぱちさせながら胸元に手をやる。

　心臓は動いており、最初の傷以外の痛みはない。ラグラドールの守しゆ護ご女神、浅黒い肌と豊満な肉体を持つ大地の女神のもとへ行った訳ではないらしい。

　しかしバルロイの前には、鮮あざやかな白と赤に光る別の女神が立っていた。

　引き裂かれたドレスの下から白い肌をさらし、胸元を真っ赤に染めたレネが月光を浴びながら、オスロの腹の上に立っている。

「ぐ、え……っ」

　オスロの口からも鮮せん血けつがこぼれた。死んではいないようだが、内ない臓ぞう破は裂れつは確実だ。いかにレネが小柄で胸も体重もないとはいえ、二階から飛び降りた人間に腹を直撃されて無事な者はいない。

「ご無事ですか、バルロイ様!!」

　オスロの腹から下りたレネが、バルロイに駆かけ寄ってくる。そんなレネの肩を、バルロイは逆に摑んだ。

「レネ、やられたのか!?」

　平らな、ほぼ筋肉になってしまっているレネの胸。噓うそくさいふくらみを失ったその胸は、赤く汚れている。

「……申し訳ありません。急に太ったのは噓です」

「いや、それは最初から分かっていたから謝らなくていい……が」

　そんなことはどうでもいい、手当てを、と言いかけ、バルロイは気づいた。

　酒に麻ま痺ひした鼻にも届く、甘い匂いの発信源はレネの胸元である。

「リーゴの実を詰めていたのですが、衝撃でつぶれてしまったようです。少し古くなって、腐くさりかけたぐらいの柔らかさが、最もノーラの胸と感触が似ていましたので」

「……ああ、もういい……」

　赤くて長細いリーゴの実は、シルディーンでは菓子作りなどに重ちよう宝ほうされている一般的な果物である。アズベルグ地方ではあまり採とれないと聞くが、アリシアが嫁とついできたフェイトリンや、ティルナードが治おさめるレイデンなどから取り寄せた物だろう。

「……あー、なんだ、邪魔をして悪かったな、しかし。トレイスと、その、お楽しみ中だったんだろう？」

　引き裂かれたドレスに意外な思いをしながら言えば、レネは首を振った。

「トレイスはさっきまでずっと祈りを捧げておりました。この服は、動くのに邪魔だったので自分で破りました。後でノーラに謝ります」

「……ああ、本当にもういい……ノーラにはリーゴの実のことも含ふくめて、俺も後で謝ろう……」

　酔いもだんだん冷めてきた心地ここちのバルロイは、ひくひくと四し肢しを震わせているオスロの側に屈かがみ込んでその体を探った。目当てのものは、彼の鎧よろいの内側の隠しに大切にしまわれていた。

「……やはりか」

　翼を持つ少女を彫ほった、簡素な木製の記章。

　手に取った物を無言で己のズボンの隠しにしまうバルロイを、レネがじっと見ている。

「バルロイ様、それは……」

「お前はとりあえず服をなんとかしろ!!」

　騒ぎに気づいてか、屋敷の中が騒がしくなってきた。誰かが来る前になんとかせねばと、バルロイは急いでレネのドレスの前をかき合わせてやる。

　しかしレネは、されるがままに胸を隠しながら質問を続けた。

「〈翼の祈り〉、ですか」

「……気づいていたのか？」

　いくつかの意味で、バルロイはそうつぶやいた。

「……〈玩具の兵隊〉時代に、〈翼の祈り〉の本ほん拠きよ地ちに行ったことがあります。厳げん重じゆうに五感を封じられた上でのことでしたので、確証はありませんが、もしや、とは思っていました」

「──分かっているだろうが、黙っていろよ」

「分かっています」

　従順にレネはうなずく。その様に、バルロイは強いいら立ちを覚えた。まだ酒が残っているのだろうか。

「……分かっていて、黙って言うことを聞くんだよな、お前は。俺は、お前に何も説明しやしないのに」

　レネはラグラドール人ではない。だから、ラグラドールという国が抱かかえる秘密は教えられない。

〈翼の祈り〉教団の本拠地がラグラドールにあること。そして、彼らの教えが徐々にラグラドール人たちの間に広がりつつあること。

　そのために、神様嫌いで有名なカシュヴァーンと親交のあるバルロイへの憎ぞう悪おの念が強まっていること。

　たとえレネがそうと気づいていても、バルロイの口からは言えない。レネもあえては聞かないだろう。知っている。反へ吐どが出るほどに。

「必要なことは分かっていますから。バルロイ様は私の上官であり、世界一大好きな方です。その要望にお応こたえするのは当然です」

　迷いのない静かな瞳。やめてほしいのに、言葉が出てこない。きっと相当酔っているのだ。







「おい、一体何があった！」

　程なく知らせを受けたカシュヴァーンが、トレイスとルアークを連れてやって来た時、レネはバルロイの鎧を適当にかぶせられていた。

「部下に殺されかけた。ラグラドールじゃ珍しくねえことだ。調査はまた明日にでも行う」

　簡かん潔けつに報告し終えたバルロイは、穏やかにレネを見つめるトレイスに気づいた。

「ふられたようだな、私は」

「……トレイス……、申し訳ありません」

　二人きりの部屋の中、窓から女に逃にげられては男の面めん目もく丸潰れである。さすがに悪いと思っているのか、殊しゆ勝しように頭を下げるレネにトレイスは微笑ほほえんだ。

「いいんだ。分かっていたことだから」

　そして彼は、今度はバルロイに向き直った。

「レクサンドール子爵。あなたといるとレネは不幸になるかもしれませんが、あなたと離れると、彼女は確実に不幸になるようです。……ですが、その、いやらしい真似をなさるのは、レネを嫁にもらうと誓ってからですよ？」

　先日バルロイが口にした台詞を冗談めかしてつけ加えるトレイスは、別段強そうではない。実際大して強くないとも聞いている。

　にも関わらず、彼が口にした言葉は不覚にも胸に染みた。

　カシュヴァーンがセイグラムではなく、トレイスを選んで側に置く理由が少しだけ分かった気がした。どうやらシルディーンの酒は悪酔いするらしい。

「……説教も堂に入ったもんだな。さすが聖職者を目指していただけのことはある」

　せめてもと言い返してやれば、トレイスは笑ってカシュヴァーンを見た。

「余計なことを考えすぎて、結果的に相手も自分も不幸にしかけた幼馴染みがいるものですから」

「お前、本当に段々セイグラムに似てきたな……」

　年上の幼馴染みに勝てないすねた子供の顔で、カシュヴァーンがぼそっとつぶやく。ルアークは「トレイスさんかっこいー、俺と結婚してー！」と笑っていた。







　結局、あまり成果もあがらないまま、バルロイたちは早々にラグラドールに引き返すことになった。

〈翼の祈り〉の息がかかっているのは、最後には自ら舌を嚙かんで命を絶たったオスロだけではないだろう。今はこれ以上アズベルグにいないほうがいい、足下が不安定な時に国元を長時間離れるのは危ない、と判断したためだ。

「お嬢ちゃんの誕生日を祝ってやりたかったがなあ。ま、また来りゃいい話だ」

　負傷のため帰りは馬車で移動しているバルロイは、延々続く荒野の光景を眺めながら言った。

「そうですね」

　別に来い、と言った覚えはないのに、勝手に隣に座っているレネがうなずく。次回も完全に同行する気の彼女を牽けん制せいするつもりで、バルロイはからかった。

「しかし残念だったな、トレイスに手を出してもらえなくて。あいつなら手を出したが最後、絶対お前と結婚してくれたのに」

「トレイスに手を出されても、私は彼とは結婚しません。バルロイ様としか結婚しません」

「……冗談じゃねえ、やられ損なんて俺が許さんぞ」

　思わず渋い顔になって吐き捨てると、かたわらのレネが微笑んだ。

「好きです」

　化粧もドレスも噓の胸もない、いつもの少年兵めいた格好ながら、年頃の少女らしい無む垢くな微笑みに思わず眼を奪われる。

「大好きです、バルロイ様。結婚して下さい」














　その唇から出る言葉は、以前と全く変わらない。レネに下劣な欲望を抱いた馬鹿な部下どもをぶちのめした後の、彼女とのやり取りが不意に脳裏をかすめた。




『お手数をおかけして申し訳ありませんでした。お礼に伽とぎをさせていただきます』

『……あぁ？　いや、おい、ちょっと待てレネ。今俺は、お前にその、そういうことをさせようとしていた奴らを追い払ってやったんだぞ？』

『はい、ありがとうございます。ですが私は、他に恩返しの方法を知りませんので。ご心配には及びません、私は子供が産めませんので、『灰色』が増える心配は』

『馬鹿野郎、ふざけてんじゃねえ！　俺をその辺のくずどもと一緒にするな!!』

　かっとなったバルロイは、愚おろかな部下たちを怒鳴った以上の声量でレネを怒鳴りつけたのだ。

　それ以来ずっと、レネはバルロイの後をついて回って繰り返している。「好きです、結婚して下さい」、と。




　なんにもならなかったな、とバルロイは思った。今回のアズベルグ行き、完全に無駄足だ。情報は集まらないし、部下は失うし、ノーラとはいちゃいちゃできないしトレイスに説教までされるし、散々だった。

　おまけに死んだオスロについては、〈翼の祈り〉の教えに傾けい倒とうしていたこと以外にもうひとつ、衝撃的なことが後で分かった。

　彼は〈灰色〉だった。つまり、シルディーン人とラグラドール人の間に生まれた子だったのだ。

　どちらの国民からも忌いみ嫌われる出生を抱えたオスロが、ラグラドール人だけを愛する大地の女神ではなく、翼持つ聖女の胸に逃げ込んだ理由は分からなくもない。バルロイは〈灰色〉についてある種の同情を感じているが、熱心な国粋主義者の中には〈灰色〉根絶を願ってやまない者もいるぐらいである。

　白か黒か、世の中がはっきりと別れていれば誰も迷わずにすむのだろう。

　しかし今、隣で「好きです」と繰り返すレネを無理にでも撥はね除のけられない自分に、〈灰色〉を完全否ひ定ていする資格はないのではないか。

「バルロイ様？」

「……まあ、いい、か」

「結婚して下さるのですか！」

「そうじゃねえ!!」

　行きと何ひとつ変わらない会話。それをなぜか居い心地ごこち良く感じている自分は、きっとまだ酔いが残っているのだとバルロイは思った。














　シルディーン王国北の辺へん境きよう、アズベルグ地方。

　起き伏ふくの激しい瘦やせた土地は年中灰色の曇くもり空の下にあり、地面は水気を含ふくんで湿しめっぽい。北西にある小国ラグラドールからやって来る潮しお風かぜが、レイデン地方との境界にあたる険けわしい山脈にぶつかって跳はね返り、アズベルグに留まるためと言われている。

　一年をとおして寒冷な地域のために、そうやってできた雲は大抵雪となって地上に降ふり注そそぐ。だが短い春の間など、いくつかの気象条件が重なると、雪ではなく大雨に化けることがある。

「ああ、くそ、やられたな!!」

　濡ぬれたマントから水滴を滴したたらせながら、やっとのことで屋や敷しきに入ったカシュヴァーン・ライセンは悪あく態たいをついた。背後では幼おさな馴な染じみで執しつ事じの金髪の青年、トレイスが急いで扉とびらを閉めている。

「早めに引き上げて正解でしたね。雨の中、夜移動するのは避さけたいですから」

　扉の外に消えた雨空はどんよりと暗く濁にごり、夜も近いような有あり様さまだった。

「全くだ。しかし、まだ昼過ぎとは思えん天気だ……、くしゅっ」

　ひたすら馬を駆かっていた時は気づかなかった寒さに、カシュヴァーンは小さなくしゃみをした。

「アズベルグの暴君」と呼ばれ、国教〈翼つばさの祈いのり〉を嘲あざ笑わらうような怪物の像だらけの不ぶ気き味みな館やかたに住まう領りよう主しゆにも、春先の気まぐれな大雨はどうにもできない。マントを犠ぎ牲せいにしてある程度はふせげたものの、短い黒髪も黒ずくめの衣服もべったりと肌に張りついており、不快なことこの上ない。

「火は起こしてあるはずです、こちらへ。温かい飲み物もすぐに用意させましょう……くしゅっ」

　同じくびしょ濡れのトレイスもくしゃみをしているが、迎むかえに出て来た使用人たちにてきぱきと命令を下す様は慣なれたものだ。こいつもだいぶ執事らしくなってきたな、とカシュヴァーンが思っていると、

「まあ、カシュヴァーン様、トレイス、お帰りなさいませ！　大変、すぐにお召めし物を!!」

　大きめの手ぬぐいを手に駆け寄ってきたのは、カシュヴァーンの妻であるアリシア・ライセンである。「死神姫」なる二つ名とは全く異なる、亜あ麻ま色いろの髪と眼鏡めがねが特とく徴ちようの、非常に可愛かわいらしい少女だ、とカシュヴァーンは思っている。

「ただいまアリシア。こら、あまり近づくな、お前まで濡れるぞ」

　受け取った手ぬぐいで顔を拭ふきながらカシュヴァーンが言うと、アリシアは濡れたマントを懸けん命めいに外はずそうとしながら、

「こんな雨の中、今日はどうなさったんですか？」

「この雨のせいで、あちこち地じ滑すべりが起こっていてな。様子を見に行っていた」

　普段から水を含んでぐずぐずのアズベルグの大地は、雨が降るとしょっちゅう地滑りを起こす。元々起伏の多い土地で、斜しや面めんも多いから被害は甚じん大だいだ。

「全く、雪が一段落したと思ったらこの雨だ。せっかく集まり始めた商人どもが、また文句を言い始めるな……つくづくアズベルグは交通の便が悪い」

　農作物の出来が悪い土地柄のため、カシュヴァーンは行商人たちに積極的に声をかけ、多くの作物をアズベルグに運び込ませていた。南のフェイトリン地方出身であるアリシアと結婚したことや、東のレイデン地方の領主であるティルナードの後見人となったことから商人を集めるのも比ひ較かく的てき楽にはなったのだが、この調子では彼らはまた不平を並べ始めるだろう。

「アリシアの誕生日も近いのだから、そろそろ天気がよくなってもらわんと困るんだがな……」

　来きたる妻の十六歳の誕生日のために、カシュヴァーンは屋敷の二階の一部を改造して図書室を作らせている。同時にアリシアの大好きな恐怖小説を集めるため、国内各地に伝令を走らせていた。

　だが、それは表向きの理由である。妻想いの夫の顔に隠かくれ、カシュヴァーンが行っているのは、大々的な情報収集と味方探し。

「まあ、そうですの。では、伝令も滞とどこおってしまいますわね……」

　いや、もちろんアリシアの誕生日も大事なことだと自分に言い聞かせていたカシュヴァーンは、妻の漏もらしたひと言にどきっとした。

「伝令？　まさか……お前」

　隠れ蓑みのに使われているのに気づいているのかと驚くカシュヴァーンに、アリシアもアリシアで申し訳なさそうにする。

「ごめんなさい、みなさんがお困りなのに、自分の趣しゆ味みのことを気にして……あの、最近シイル様からお手紙が届かないのは、雨のせいかと思いまして……」

「シイル？　ああ、あの、ロベル家の」

　没ぼつ落らくしたアリシアの生家フェイトリン家に代わり、フェイトリン地方を分割統とう治ちしている「フェイトリン五家」。シイルとはその末席であるロベル家の令れい嬢じようで、アリシアとは読書仲間である。

「そういえば、お前はあのご令嬢と手紙を使って小説を……」

「あら、そのことをカシュヴァーン様にお話ししましたかしら？」

　うっかり口を滑すべらせたカシュヴァーンは、急いで取り繕つくろった。

「あ、うん、ああ、聞いた。以前、聞いた」

　だが、暖だん炉ろの火を確認して戻ってきたトレイスは主あるじのマントを引き取りながら、冷たい声で聞き返す。

「……聞いた、ですか？　カシュヴァーン様。検けん閲えつしたの間違いもが」

「うるさいぞトレイス、お前も体を拭いてこい!!」

　金髪からぽたぽたと水滴を垂たらしているトレイスの顔に、カシュヴァーンは手にしていた手ぬぐいを押しつけてしまう。

「あー、アリシア。お前もここはもういいから、部屋に戻っていろ」

「でも、カシュヴァーン様、そのままではお風か邪ぜを召されますわ」

　妻として手伝いたい、との申し出に、冷えた胸の奥が熱くなる。全く、あまり可愛いことを言わないでほしいと思いながら、湿った前髪に伸ばされた手を取り……ついでに、左手の薬指をさり気なく触る。

「それとも、俺の体を拭いてくれるのか？　ならまず脱ぬがせてもらわないとな」

「も、戻りますわ……」

　艶つやめいたささやきに頰ほおを赤らめたアリシアが、ぺこりと一礼して二階へ上がっていく。触ふれた指の感触、何より指周りの太さを確かめているカシュヴァーンに、トレイスが乾かわいた声をかけた。

「……カシュヴァーン様、私で申し訳ないですが、お体をお拭きしますのでこちらへ」

「……いや、別にお前に不満はないぞ、トレイス」

　いいからお前も着替えろよ、とカシュヴァーンはため息をついた。







　二階の自室にて体を乾かし、服を着替えて人ひと心地ごこちついたカシュヴァーンは、トレイスにも着替えるように言いつけて下がらせた。ひとりになったのを見み計はからって文ふ机づくえの引き出しを開け、奥のほうをごそごそとまさぐる。

「確か……ああ、あった」

　取り出したのは、一見荘しよう園えんや徴ちよう税ぜいの台帳といった体ていのものであるが、表題は何もついていない。

　ついていないが、トレイスは以前これについて皮肉っぽく「検閲台帳ですね」と評した。間違っていないのでカシュヴァーンは何も言い返せなかった。

「別に俺だって、好きでこんなことをしている訳じゃないんだからな……最近はアリシアへの手紙自体来ていないようだし」

　誰に聞かせるでもない弁解をぶつぶつと漏らしながら、「検閲台帳」をめくる。記き載さいされている項目は、日付、差出人、受取人、そして内容についての簡単な注ちゆう釈しやく。

「シイル嬢とのやり取りの、最後の記録は……年が明けてすぐか」

　差出人がシイルになっている項目の脇わきに書かれた日付を確認し、カシュヴァーンはひとりごちた。

　ロベル家の令嬢シイル、そしてシルディーン王家の元王女であり、現在はオーデル侯こう爵しやく夫人となったエルティーナ・オーデル。この二人とアリシアは読書家同士で気が合い、特に去年の秋から冬にかけてはさかんに文通をしていた。

　そしてカシュヴァーンは、彼女たちとアリシアのやり取りをこっそり検閲しているのだった。今手にしている「検閲台帳」は、その記録をまとめたものである。

　無論、褒ほめられた行為ではないことは承しよう知ちしている。特に執事として片棒を担かつがされているトレイスの不満は根深く、この件については散々けんかもしたが、今年に入ってからはアリシア宛あての手紙自体見ていない。

「まさかトレイスのやつ、こっそりアリシアに手紙を渡して……」

「いやー、それはないんじゃない？　なんだかんだ言って律りち儀ぎだから、トレイスさん」

「検閲台帳」の端はしを浮き上がらせながら出現したのは、銀色の髪に吊つり気味の緑の瞳ひとみを持った少年。常に一いち陣じんの風と共に現れる「死神」、ルアークである。

「……お前今、どこから出てきた？」

「ないしょ」

　かわいこぶってルアークは答えるが、その身のこなしは大変可愛くない。以前までならかろうじて眼で追えていた動きが、「検閲台帳」に気を取られていたことを割り引いても全く見えなかった。

　去年から屋敷に逗とう留りゆうしているティルナードの護ご衛えいとなった「兄」ジェダとさかんに戦せん闘とう訓練を行っているせいだろう。今後のことを考えればありがたい話ではあるが、腕うでに覚えを持つ身としては若じやつ干かん癪しやくに障さわるのもまた事実。

「まあいい。確かにトレイスの反はん抗こうが理由、という訳ではなさそうだ。さっきのアリシアの台詞せりふとも矛む盾じゆんする」

　これ以上突っ込んでも疲れるだけなので、カシュヴァーンはあえて普通に話を始めた。

「俺も人の出入りには注意してるけど、カシュヴァーンおにいちゃんのお客さんばっかりだよね、最近は。大体こないだまでは雪、今はこの雨だもん。アズベルグに無理して来てくれる人自体少ないよ」

「ふん、だろうな。しかしシイル嬢に関しては、雪がひどくなる前から文通が途と絶だえているようだ。……無理もないが」

「ああ、まあね……」

　カシュヴァーンの検閲行為を覗のぞき見していたルアークは、彼と同じような苦笑いを浮かべた。

　アリシアとシイルは本が好きだ。だが、かたや恐怖小説大好き、かたや恋愛小説大好きという二人の趣味は全く合っていない。

　そんな二人が本の貸し借りなどを行ううちに、二人で小説を書くという話になったのは、確か去年、豊作祈き願がんの祭りの準備を始めた頃だったか。シイルが出だしを書き、その続きをアリシアが書き、さらにその続きをシイルが……という往復書しよ簡かん形式だ。

「確かどこかのお姫様が、金持ちの中年大臣との結婚が嫌いやで、夜空を見上げながらすてきな王子様との出会いを星に願う……とかいう始まりだったよな。やたら美文調で」

　自分が台帳に書いた「お姫様登場」「おっさんとの結婚は嫌だろうな」「寒くないのか（春？）（南国？）」という注釈を頼りに、カシュヴァーンは内容を思い出してみる。

「そうそう。で、アリシアが流れ星みたいに落ちてきた怪物を出して、お姫様が食べられそうになって」

　案あんの定じよう、ルアークも内容を把は握あくしているようだ。検閲の検閲をされてるな、とため息をつきつつ、カシュヴァーンは「星形の怪物？」「なんでも口に入れようとするあたり、作者と同じ」という注釈を指先でなぞった。

「シイル嬢が王子様を出して繫つないだんだ。怪物は一行で倒されて、残りは全部王子の容姿と財産の説明と、あとはお姫様への口く説どき文句だったよな、確か」

「王子登場」「描びよう写しやがうっとうしい」「しゃべりすぎで信用できん」との注釈を見ながら、ルアークは笑って、

「そうそう。そしてアリシアの番になったら、中年大臣が実は怪物だっていう描写が延々続くんだよね。こう、体が膨ぼう張ちようして、皮ひ膚ふが裂さけて、中からいぼだらけの醜みにくい姿が……！　みたいなのがずーっとあって、王子様出番なし。あはは、おにいちゃんも同じこと書いてら」

「怪物再登場」「描写が気色悪い」「王子出番なし」というカシュヴァーンの注釈に、ルアークはさらにけらけらと笑う。














　アリシアもシイルも、自分の興味がある方向にのみ特化した物語にしてしまうので、やり取りのたびに方向性が変わるのだ。それでもアリシアは結構楽しそうだが、文面の調子からシイルが疲れてきていることを、カシュヴァーンは感じ取っていた。

「でもカシュヴァーンおにいちゃんも、最後のほうはもういいや、って感じで、中身を見ないでトレイスさんに返してなかった？」

「……お前の『検閲』もまめなことだな、死神。まあそうだ。元々シイル嬢の手紙については、オーデル侯爵夫人のついでに読んでいたに過ぎんからな。手紙が来たこと自体は記録しているが、中身は途中までしか知らん」

　カシュヴァーンの検閲行こう為いの始まりは、元々エルティーナとのやり取り、引いてはその背後にいるジスカルド・オーデルを警けい戒かいしてのことだった。以前から自分と不仲のジスカルドが、エルティーナをだしにアリシアから余分な情報を引き出そうとしていないかと危ぶんだのだ。

　それにエルティーナはライセン夫妻をからかうためにと、アリシアに余計な入れ知恵をしてはカシュヴァーンにけしかけてくるので、困っていたという理由もあった。……まあ、今となっては、むしろけしかけてもらったほうが嬉しいぐらいなのだが。

「おにいちゃん、何にやにやしてるの？　アリシアのところに行くなら、俺は遠えん慮りよしようか？せっかく暇ひまができたみたいだしね」

　あけすけなからかいに、普段ならむっとするところだ。しかし本日のカシュヴァーンは素す直なおに立ち上がった。

「それもそうだな」

「あれ、本気？」

　拍ひよう子し抜ぬけしたような声を上げるルアークに、カシュヴァーンは片手を上げて釘くぎを刺さした。

「お前も兄貴のところにでも行っていろ、ルアーク。ついて来るなよ」

「はあーい、『お父さん』がそう言うならそうしますぅ」

　いい返事を当てにしていいものかどうか不明だが、とにかくカシュヴァーンはひとりで廊ろう下かに出た。

「お父さん」という単語が胸に不快なさざ波を立てていたが、歩くうちに波は次第に引いていった。







　主の私室と同じく屋敷の二階の端にある、客室が並ぶ区域に入ると、数名の体格のいい男たちが何やら話し込んでいるのが見えた。

「あっ、きょ、強きよう公こう爵しやく閣かつ下かッ!!」

「さぼってた訳じゃないんです、作業の相談を……!!」

「アズベルグの暴君」の登場にぴんと姿勢を正すのは、あちこちから呼び集めた大だい工くたちである。カシュヴァーンがアリシアへの誕生日の贈おくり物として、客室を改かい築ちくし図書室を作るために雇やとったのだ。

「気にするな、邪じや魔ましに来た訳じゃない。ちょっと本を読みに来ただけだ」

　現在はまだ、本格的な工事は始まっていない。大工たちは図面を引いたり、材料を運び込んだりしている段階だと、カシュヴァーンも承知だ。

　だが伝令が持ち帰った本は、すでにかなりの量に上っている。図書室には作り付けの頑がん丈じような本ほん棚だなを作らせる予定なのだが、現時点で集まった本は隣の部屋に急きゆう遽きよ用意された本棚にぎっしりと収められていた。アリシア曰いわく、「重ねておくと傷いたんでしまう」らしい。

「本、ですか。それなら今、レイデン伯はく爵しやくも……」

「ティルが？」

　被ひ後こう見けん人にんティルナード・レイデンの名前に意外な気持ちを覚えていると、話し声に気づいたか、黒髪をひとつに縛しばった眼鏡の青年が目当ての部屋から顔を出した。外が薄暗いためか、こんな時間から手にランプを抱かかえている。

「おや、強公爵閣下、お早いお戻りですね」

　ティルナードではなく、ティルナードの執事兼けん教育係のセイグラムだった。カシュヴァーンが見たところ、執事が三割で教育係が六割、あとの一割は小こ舅じゆうとだ。言ったら絶対一ひと鞭むち食らうので口には出さないが。

「雨がひどいので、今日は早めに引き上げてきたんだ。お前たちはどうした？」

「ティルナード様の歩行訓練も兼かねて、こちらへ本をお借りしに来ておりました」

「ではジェダやルアークも近くに……いないようだな」

　カシュヴァーンも時には「息子たち」に交じり、積極的に戦闘訓練を行っている。元〈玩おも具ちやの兵隊〉ほどの体捌さばきを身につけるのは難しいにしても、彼らの気配についてはかなり明確に感じ取れるようになってきた。

「ジェダなら先ほど、ルアークがやって来たので訓練に向かわせました。この屋敷にいる間なら、ティルナード様が危険な目に遭あわれることも少ないでしょうし。第一少しぐらい離れたからといって、窮きゆう地ちに駆けつけられないような護衛など雇っても無む駄だですしね」

　ジェダへのしごきはすでに始まっているようだ。また妙みように染そまらなければいいが、とひそかに案じながら本棚が並んだ部屋へ入ると、中には本を抱えた茶色い髪の若者、ティルナードがいた。昨年の冬、王子ゼオルディスとまさかの再会を果たしたことにより体調を崩くずしているのだが、本日の彼は比較的顔色がいい。

「ライセン、工事の様子を見に来たのか？」

「そうじゃない」

　至し極ごくもっともな質問に首を振ると、ティルナードはきょろきょろし始めた。

「ああ、じゃあアリシア様もご一緒か。あれ？　僕まで眼が悪くなったのかな？　お姿が見えないけど」

「……いや、アリシア連れじゃない。お前こそ、ノーラは一緒じゃないのか？」

　自分はよほど本に興味がないと思われているらしい。実際そうだが、今はあまりそこを追及されたくないので、恣し意い的てきに話題を変える。

「う、うん、まあ」

　途と端たんに赤くなり、眼を逸そらす理由にカシュヴァーンはすぐに思い当たった。少々意地の悪い気持ちになり、そらとぼけてかまをかける。

「ずいぶん具合が良くなったようで何よりだ。そういえばノーラから、疲れに効ききそうな『薬』をもらっていたか？　口移しで」

　先日少し手が空あいた時間に、ティルナードの見舞いに行った時のことだ。驚かせようと思って、挨あい拶さつなしに部屋へ踏ふみ込んだら、こっちが驚かされた。

　寝台の上で身を起こしたティルナードが、ノーラを抱き寄せて口づけをしていたのだ。

「あ、あれはノーラからじゃなくて、僕がノーラに……、いたぁっ!!」

　むきになったように訂てい正せいしたティルナードの手の甲を、セイグラムが素す早ばやく取り出した鞭でひと打ちした。「小舅」発言をこらえた自分を、カシュヴァーンは心の中で褒めた。

「まだ正式に婚約した訳でもないのに、ふしだらなことばかり勉強熱心で困ります。全く、ちょっと私がティルナード様から眼を離した隙すきに、あの雌めす猫ねこめ……」

　陰いんにこもった恨うらみ節ぶしが怖こわすぎて深く聞けないが、図書室にティルナードを連れ出したのも、ノーラと会わせないためのようだ。

「……まあ、セイグラムも言っているように、確かにまだ婚約した訳でもないのだから、ほどほどにな」

　苦笑しながらカシュヴァーンが話を合わせると、ティルナードは思いがけず真ま面じ目めな表情になった。

「分かってるよ。そんな風に扱ったら、ノーラが軽い女だと思われてしまうし」

　軽はずみなことはできない、と自分を戒いましめるその顔は、驚くほど大人びて見える。

「……ライセン。ここで言うのもなんだけど、僕はノーラのことが……好き、なんだ。結婚したいと思っている」

　いい機会だと思ったのか、改まった顔で切り出されて、カシュヴァーンはなんとなく姿勢を正した。セイグラムも鞭は握にぎったままだが、黙だまって主の様子を見守っている。

「アリシア様付きのメイドを、奪うばってしまうことになるのは申し訳ない。でも、僕は、これから先もずっとノーラといたいんだ」

　こちらをまっすぐ見つめる青い瞳、やや女顔ではあるが品良く整った容姿。いつの間にか少し背が伸びたのだろうか、思ったよりもティルナードとの距離は近い。

「……本当にいいのか？　名家レイデン伯爵家のおぼっちゃん。お前がその気なら、大抵の家の令嬢が二つ返事で嫁に来てくれるだろうに」

　その手の打診は、後見人であるカシュヴァーンにもいくつか舞い込んでいた。カシュヴァーンとしても、力ある貴族などとティルナードが婚こん姻いん関係を結んでくれれば、手っ取り早くゼオルディスに対抗する勢力を作れるとの考えもある。しかし。

「分かっている。……そうしたほうがいいかもしれないってことも。だけど、今さら他の女性を迎えても、僕の心にはずっとノーラが残り続けるだろう。みんな不幸になることが分かっている未来より、僕はノーラと幸せになる未来を選ぶ。そのために、がんばる」

　鼻の先を薄赤く染めながらも、きっぱり言い切る声に迷いはない。セイグラムが抱えたランプのせいだけでなく、その全身がきらきらと光っているような錯さつ覚かくを覚えた。

「無能で空気が読めず、口ばかり達たつ者しやなわがままおぼっちゃん」。

　出会った当初にセイグラムがティルナードを指して言った言葉は、一部はまだ正しい。こんな恥ずかしい台詞をてらいなく口に出せるあたり、おぼっちゃん育ちのなせる技だとカシュヴァーンは思う。

　だが同時に、ティルナードがいい意味で「貴族のおぼっちゃん」として成長していることを認めざるを得ない。

　初めて出会ったのは一年と少し前、前後見人のユーランと共に屋敷に押しかけてきた時だった。子供っぽいわがままと独善性、それと表裏一体の脆もろさを抱えた魂たましいは、幾いく多たの試し練れんに磨みがかれて本来の輝きを発はつ揮きしつつある。

　……俺も一応、「おぼっちゃん」と呼ばれて育ったはずなのに、えらい差だ。

　頭の片かた隅すみで皮肉っぽく考えたことが、自分で思った以上に暗く胸に響いた。

　シイルとアリシアの合作小説。意に沿そわぬ結婚を嘆なげくお姫様を襲おそう怪物、満を持して王子様の登場。

　怪物は王子様に倒されることにより、お姫様の幸せに貢こう献けんする。

「ライセン？」

　呼ばれて、カシュヴァーンははっと我に返った。ティルナードだけでなく、セイグラムまでいぶかしげな表情をしていることに気づき、軽く首を振って呼吸を整える。

「──お前は案外、真っ当な王子様だよな」

　手を伸ばし、ティルナードの頭に触れた。羨うらやましい、そう思ったことなど微み塵じんも感じさせないよう、いつものように皮肉っぽく笑うことを意識して、

「いい男に育ってくれて、後見人として嬉うれしいぜ、ぼうや」

「おい、子供扱いするなッ！　僕は真面目に話してるんだぞッ!!」

　きいきいわめくティルナードの顔色が徐々に悪くなり始めているのを、カシュヴァーンは素早く見て取った。

「子供扱いはしないが、病人扱いはすべきのようだな。セイグラム、ティルを部屋へ」

「かしこまりました。行きますよ、ティルナード様」

「あっ、おい、ちょっと、ライセン、今の話は……！」

　セイグラムに問答無用で引っ張っていかれながら、顔だけ懸命に振り返って叫さけぶ未み熟じゆくな王子様に、カシュヴァーンは言ってやった。

「お前の気持ちは分かった、ティル。ノーラを頼むぞ」

「まっ、任まかせておけっ!!　おい、痛いって、僕を怪け我が人にんにする気かセイグラム!!」

　いまいち締まらないながら、レイデン主従は去っていった。







　若干予定が狂ったが、カシュヴァーンは当初の計画どおり、すでに図書室と言っていい状態の室内をひとりでゆっくりと見回した。隣りん室しつでたむろする大工たちに、誰か来たら知らせるようにと言いつけておいた上でだ。

　並ぶ本の題名は、『水みな底そこ帰りの王』『椰や子しの木こ陰かげで墓参り』『暖炉の上の猫ねこ魔ま王おう』などなど、いずれもいかにもな恐怖小説がほとんど。他に歴史書や図版入りの詩集など、王宮図書館にしかないような高価な本もいくつか仕入れてある。

　その中ではかなり異い彩さいを放つ一冊を、カシュヴァーンは手に取った。

「……『夢の王子様』、な……」

　題名からして恥ずかしいが、中身がもっと恥ずかしいことをカシュヴァーンは知っている。ざっと斜ななめ読みしただけではあるが、眼を通したことがあるからだ。

　恋愛小説が大好きなシイル、そして実はシイル以上に恋愛小説が大好きだというエルティーナの愛読書だという、『夢の王子様』。シイルの持ち物だったこの本を、彼女はアリシアに贈ってくれたのだ。……たぶん、シイルを裏切った性しよう悪わる王子様を思い出してしまうからだろう。

「……誰も、いない、よな」

　レイデン主従は部屋に戻った。ルアークの気配はない。誰か来れば大工たちが知らせてくれるだろうが、カシュヴァーンはなんとなく本棚の陰かげに隠れて『夢の王子様』を開いた。

　なぜそんなにしてまでこの本を読むのか。理由はただひとつ、アリシアのため。

　誕生日に図書室をくれる、お金持ちで優しい理想の旦だん那な様だと、自分を信じきっている彼女のため。

　──実際のカシュヴァーンは妻の誕生日にかこつけて政敵の腹を探さぐり、来た手紙をこっそり開かい封ふうして「検閲台帳」までつけているような男なのに。

　無論、それも引いてはアリシアのため。使えるものはなんでも使う、はむしろアリシア自身の主義でもあるし、彼女がすべてを知ったとしても怒ったりしないことは、カシュヴァーンも分かっている。

「……だから、せめて」

　わがままを言わない、強く何かを欲しがることのないアリシアが気にかけているあの往復書簡について、自分がシイルの代わりを務められないかと考えたのだ。

「指輪の件もあるしな……」

　昨年の終わり、誕生日にディネロ・アズベルグがよこした例の指輪の直しを行うためにも、アリシアともっと接触を持つ必要がある。

　すでに腕のいい金きん細ざい工く師しには目星もつけてあるのだから、妻の指周りをきちんと測定しておかなければならない。そのためにも、往復書簡の件はいい口実になる。

　しかしカシュヴァーンは、およそ本と縁がなさそう、と周囲が見るとおりの極きわめて武ぶ骨こつな男である。もちろん読み書きはできるし、必要とあれば本も読むが、政治や軍事に関するものがほとんどだ。

「物語を読んでもらったような記憶も、あまりないしな……」

　ひとりごちた瞬間、子供時代の記憶の蓋ふたが開きかけたのを感じて顔をしかめる。

　駄だ目めだ、今は『夢の王子様』に集中しないと。これを読めばきっと、乙女おとめの好む物語展開というものが身につくはず。

　意を決したカシュヴァーンは、凝こった飾り枠わくと繊せん細さいな挿さし絵が美しい本の世界に没ぼつ頭とうしようと努つとめた。冒ぼう頭とうはヒロインである絶世の美び姫きイゼリアーネ姫へと、絶世の美青年ジラルディン王子が、運命の恋人である彼女への恋情を吐と露ろする場面である。




「　吟ぎん遊ゆう詩し人じんよりなお甘く優しく、それでいて気品に満ちた声で、ジラルディン王子は嘆くようにつぶやいた。

『おお、イゼリアーネ姫、我が愛』

　あふれる想いは高こう潔けつな魂を焼き尽くさんばかりに募つのっていたが、苦悩に満ちたその表情さえ、この類たぐい希まれなる若者の美をなんら貶おとしめることはないのだった。　」




「……しっかりしろカシュヴァーン、まだ一頁ページ目だぞ」

　まだイゼリアーネ姫がどんな人物かも分からないのに、冒頭から我が愛、と言い出されてもついていけない。いや、だがシイル嬢やオーデル侯爵夫人があれほど熱を上げているのだからと、カシュヴァーンはがんばって冒頭部分を読み下した。

　続く第一章は、イゼリアーネ姫とジラルディン王子の出会いである。冒頭で我が愛、とか言っていたくせに、お前らまだ出会ってなかったのか？　と心の中で突っ込みつつ、読み進めていく。




「　熱いまなざしに胸の奥が甘くうずくのを感じたが、イゼリアーネ姫は必死に自制した。

『美しい方、どうかこれ以上私を求めないで下さい』

　戸と惑まどい羞はじらう乙女を真しん摯しな、それでいて限りなく優しいまなざしで見つめ、ジラルディン王子は微笑ほほえんだ。

『確かに私たちの肉体が出会ったのは初めてです。ですが、真の出会いはこれが初めてではない。運命の乙女、我が半身よ、ずっとあなたを探していました』

　その微笑みはまるで、極上の砂糖菓子のようで……　」




「胸焼けがしてきた……」

　胃のあたりを押さえてカシュヴァーンはため息をつく。今の自分は、たぶんさっきのティルナードより顔色が悪い。

　そもそもこの行為に意味があるのだろうか、という気もしてきた。アリシアの好みが怪物が出てくるような話だとも分かっているが、頭のどこかでこんな声がするのだ。

　お姫様は、すてきな王子様と結ばれるようなお話を好むし、好むべきなのだ。お姫様自身の幸せのために。

　──すてきな王子様。

　その単語を受けてカシュヴァーンが脳のう裏りに描く姿は、『夢の王子様』の挿し絵にも負けないきらびやかな美び貌ぼうのジスカルドでも、ノーラの「王子様」になったティルナードでも、一応本物の王子様であるゼオルディスでもない。

　世が世ながらこのアズベルグ地方の領主であり、アズベルグ家に代々伝わる指輪を己おのれの手でアリシアの指に贈ったであろう青年。人並み外れた長身と美貌、動かない表情と少ない言葉のせいで誤解されがちだが、その胸に深い想いを持つディネロ・アズベルグ。

「……無事に屋敷に戻れたんだろうな、あいつ」

　実は本日、地滑りの様子を見に行った先でディネロとばったり顔を合わせたのだ。淡あわい色の金髪に泥どろが跳ね飛ぶのも厭いとわず、彼は土ど砂しやに埋うまった農夫を引きずり上げていた。

『ここは、俺の領地だ。夜になる、前に、帰れ』

　手助けをしようとしたカシュヴァーンを、ディネロはそんな風に素そっ気けなく断った。

　その声がいつもより冷たく聞こえたのは、僻ひがみのせいだろう。自分などとは違って、ディネロはものすごく「いいやつ」なのだから。

　領地とアリシアへの想いを知った上で、カシュヴァーンはすべてをディネロから奪った。そうである以上、自分は彼より数段優すぐれた「王子様」でなければならないのに……

「くそ、続きだ、続き」

　結局カシュヴァーンは自分を叱しつ咤たしながら、どうにか一章を読み終えた。そして第二章、運命で結ばれた二人を引き裂く醜い黒こく竜りゆう、グレイドゥの登場だ。




「　全身に醜い棘とげを持つ巨大な黒竜グレイドゥは、イゼリアーネ姫の美貌を見るなり喜々として叫んだ。

『おお、なんと美しい姫だ！』

　伸ばされた太い前足と、そこから漂ただよう生なま臭ぐさい匂においにイゼリアーネ姫はああ、と短い声を上げて気を失ってしまう。床ゆかに倒れ伏ふしたその姿は、さながら蕾つぼみを開いた瞬間無む惨ざんに摘つみ取られた可か憐れんな花のようだ。

『姫は俺様がいただいていくぞ!!』

　イゼリアーネ姫の華きや奢しやな体を摑み取ろうとしたグレイドゥの腕に、美び々びしく飾られた剣が深々と突き立てられた！

『姫から離れろ！』

　金色の髪をなびかせ、白はく皙せきの美貌を怒いかりに染めたジラルディン王子の声に、イゼリアーネ姫も意識を取り戻す。

『ああ、ジラルディン様……！　来て下さったのね……！』　」




　グレイドゥは台詞が簡単で分かりやすい、と思いながら、カシュヴァーンはいったん息をついた。

「……あとは同じことの繰り返しだから、別に読まなくてもいいよな……？」

　一応前にもぱらぱらめくって、概がい要ようは把は握あくしている。第二章から第四章までは完全に同じことの繰り返し、グレイドゥがイゼリアーネ姫をさらおうとする、ジラルディン王子が間一髪撃げき退たいする。

「全員に学習機能が備わっていない話だよな。さらう奴も狙ねらわれた奴も守る奴も、一回やり方を変えてみようと思わないのか？」

　うんざりしながら、でたらめに頁を開いてみる。イゼリアーネ姫の台詞もジラルディン王子の台詞も、やたらと凝りまくって回りくどくて、まともに読む気になれない。

　そのせいだろうか。

　作者の愛がないのか読者の要望に合わせたのか、単純、というか同じことしか叫んでいない醜い黒い竜の叫びが、やたらと眼につく。




『美しいイゼリアーネ姫、愛している』

『どうだ、妖よう精せいどもに花を摘んでこさせたんだ。いい匂いだろう？』

『くそっ、ジラルディンめ！　姫は俺のものだ、誰にも渡さん!!』




　駄目だ。

　自分が感情移入するべきは、きらきらとまぶしく爽さわやかな、非の打ちどころのない王子様のほうだ。自分勝手な醜い黒い竜なんかじゃない。

「これはやはり、きちんと読むべきか……」

　己の眼を覚まそうと、カシュヴァーンは苦行を決意した。

　だが途中、あまりにも精神的に疲れたので、手近にあった『暖炉の上の猫魔王』に救いを求めてみたりした。




「　猫魔王様は言いました。

『命が惜おしければ、我が輩はいにカワナシウナギをもっと進しん呈ていするのにゃ!!』　」




「……可愛いな、猫魔王様は……」

　息いき継つぎをするように『暖炉の上の猫魔王』の力を借りつつ、カシュヴァーンは子供が見たら泣き出しそうな形ぎよう相そうで『夢の王子様』を読み続けた。







　雨音が遠く響く室内で、ただひたすらに頁を繰っていく。あと十頁、あと五頁、途中で『暖炉の上の猫魔王』「『突撃にゃー！』」、戻ってあと二頁。

「勝った……!!」

　虚うつろな声でカシュヴァーンは勝利宣言をした。ついに、ついに猫魔王様の手を借りながら、『夢の王子様』を読み終えたのだ。

　同じことの繰り返しは四章まで。いや、五章も基本的には同じ展開ではあるのだが、グレイドゥはついに愛いとしい姫君をさらうことに成功する。高い塔とうの上にイゼリアーネ姫を閉じ込め、美しい人間の若者に変身しては、夜な夜な口づけを迫せまるのだ。

「それにしても、あれだけ迫っておいて口づけ程度かよ」

　か弱いお姫様を監かん禁きんしているのだ。他にやれることはいくらでもあるだろう、とカシュヴァーンは思ったが、そこは乙女が好む恋愛小説。醜い怪物も、どうしても姫が自分の愛に振り向かないと悟さとるまで、結構紳しん士しなのである。

　最終的には、拒こばまれ続けたグレイドゥは怒り心頭、ついには愛しい姫君を食べようとしたところに颯さつ爽そうと王子様が登場。哀あわれな竜は想い人と口づけひとつかわすことなく、斬きられて死んでしまう。

「……王子も王子で、どうせなら最初に会った時にグレイドゥを斬り殺せばよかったんだ。そうすれば王子も姫も怪物も、何度も無む駄だ足あしを踏まずにすんだだろうに」

　それでは物語として成立しないことは分かっているが、カシュヴァーンはぶつぶつとつぶやいた。

　──どうせなら。

　もっと早く殺せばよかった。領主らしいことを、……父親らしいことをいつかしてくれると、愚おろかに待ち続けたりしないで。

「……くそ」

　抗あらがえない力で小さな窓へ向かおうとする視線を、気力で押しとどめる。

　窓の向こう、家の裏手には、ここが「ハルバーストの薔ば薇ら屋敷」と呼ばれる由ゆ来らいとなった咲かない薔薇の廃はい園えんがあるのだ。

　薔薇以外愛さなかったお姫様と、お姫様以外愛さなかった怪物が、そこには眠っている。無数の愛されなかったお姫様たちを巻き添えにして。

「……勝った……」

　自傷行為に近い誘ゆう惑わくに打ち克かったカシュヴァーンは、次の瞬間びくりと肩を震ふるわせる。

　窓の向こうまでは見なかった。だが、硝子ガラス窓に映うつる己の姿は見てしまった。

　灰色の雨雲の中にぼんやり浮かぶ、少し面おもやつれした黒髪の男。それは自分であって自分ではない。

　カシュヴァーンが昔カシュヴァーン・ハルバーストだった頃、屋敷に君くん臨りんしていた暴君。報むくわれぬ愛に狂った怪物、レジオール・ハルバースト。




『お前はどうしてジーナに似ていないんだ！』




　カシュヴァーンにとっての父親は、顔を合わせるたびにそんなことを言って暴力を振るう度し難がたい男だった。あの時から理り不ふ尽じんだ、好きであんたに似たんじゃないと思っていたが、真実を知った上で振り返るといっそ笑える。

　カシュヴァーンの母親はジーナではなく、この屋敷のメイドだったマリアンヌ・ライセン。ジーナに似ていなくて当たり前だ。

　そもそも子を成す前にジーナを殺し、彼女を薔薇園に埋めたのはレジオール本人なのである。拉ら致ち同然で連れ去った姫君から愛されない現実に耐たえきれず、狂気に逃げ込んだ彼にそんなことを言っても無意味だっただろうが。

　頭と顔だけは守ろうと、体を丸めてひたすら父の気がすむまで耐えていたカシュヴァーンのことを、トレイスとマリアンヌはよく体を張って庇かばってくれた。

　年が近いせいもあり、そんなトレイスとカシュヴァーンは友ゆう誼ぎを深めていった。しかしマリアンヌのことを「父が捨てた愛人のひとり」だと思っていたカシュヴァーンは、普段からべたべたとつきまとってくる彼女のことをうっとうしく思うばかりだったのだ。

「……母親としての愛なら、理解も同情もできただろうに」

　そうであれば話はもっと単純だっただろう、とカシュヴァーンは思う。

　だがマリアンヌの行為の源は、アズベルグの民たみとしても珍めずらしい深い信しん仰こう心しんだった。

『私たちのような、聖女アーシェルを迫はく害がいした罪人にとっては、高貴な方々への滅めつ私し奉ぼう公こうは当然のことです。その行為によってのみ私たちは救われるのですよ、カーシュぼっちゃん』

　恍こう惚こつと瞳を潤うるませ、マリアンヌはよく語ったものだ。神と聖女と自分自身を信じきった眼で。

　殺されて咲かない薔薇の肥料にされた時も。いいや、きっと今も、彼女は至いと高たかき国か水底の国のどちらかで、変わらず信じているのだろう。

　……マリアンヌのことをどう思っているのか、自分自身今でもよく分からない。

　しかし十五歳になった時、薔薇園にこもっていた父と口論になり、レジオールが口を滑らせたことにより知った母の真実。その瞬間胸を激しく灼やいた火が煽あおり立てるままに、カシュヴァーンは父親を殴なぐり殺した。




『お前は私にそっくりだから、そっくりな人生を送るだろう』

『愛する者に愛されず、孤独でみじめな末まつ路ろを辿たどることになるだろう!!』




　自分と同じ顔をした男の最さい期ごの叫びは、烙らく印いんのように魂の奥深くに刻きざまれている。きっとこの先も消えることはない。







「強公爵閣下、失礼します。執事の方が」

　遠慮がちな大工の声にカシュヴァーンが我に返った時、トレイスが部屋に入って来ようとしていた。慌あわてて『夢の王子様』を本棚の所定の位置に戻す。

「カシュヴァーン様、こちらにいらしたのですか。アリシア様のところでもないし、どちらにいらっしゃったのかと……」

　居場所ぐらい教えておいて下さい、と小言を漏らすトレイスだが、すぐさまカシュヴァーンが身にまとった陰いん鬱うつな空気を感じ取ったようだ。

「何かあったのですね」

「……なんでもない」

「とぼけないで下さい。何かあったのでしょう？　そうでなければあなたが、そんな暗い顔をして『暖炉の上の猫魔王』を読むとは思えません」

「……い、いや、本当になんでもない」

　こっちをしまうのを忘れていた、と冷や汗をかきながら、カシュヴァーンはいいかげんにごまかした。この屋敷の事情に精通したトレイスだからこそ、余計なことを話して無駄な心配をかけたくなかった。

　それに、今は他にすることもある。そうでなければなんのために、苦労して『夢の王子様』を読み終えたのか。

「それより、今からアリシアのところに行くからな。お前はついて来るな」

「……カシュヴァーン様、もうご夫婦なのですからあえて止めはしませんが……くれぐれも、早まった真ま似ねをなさらないで下さいね？」

　何か勘かん違ちがいされているようだが、大丈夫だ、とカシュヴァーンは請うけ合った。

「安心しろ。今日の俺は『王子様』だ」

　乙女の理想、姫君の守しゆ護ご者しやと称した瞬間、大それた僭せん称しようが恥ずかしくなってくる。

「だが考えようによっては、口づけもしないで姫の前から消える『怪物』のほうが、安全でいいかもしれんな……」

「カシュヴァーン様……本当に、どうなさったんですか？」

　かえって心配そうなトレイスの胸に、カシュヴァーンは『暖炉の上の猫魔王』を押しつけた。

「まあ、いいから、お前もたまには本でも読んでいろ。可愛いぞ、猫魔王」

「……はあ……」

　ひたすら不安げなトレイスを残し、カシュヴァーンはアリシアの部屋に向かった。







　同じ二階にあるアリシアの部屋へはすぐに辿り着いたのだが、声をかけるまでに心持ち時間を要した。

「……アリシア、いるか？」

「あら、カシュヴァーン様！」

　嬉しそうな声が聞こえ、アリシア本人がぱっと扉を開けて出てくる。相変わらず可愛い。

「あら……」

　カシュヴァーンを見上げた瞬間、アリシアは頰を染めた。

「カシュヴァーン様、お顔が荒すさんでいて、なんだかとってもかっこいいですわ……雨に濡れたせいかしら」

「……そうか？」

　複雑な気持ちになったカシュヴァーンだが、その時あることに気づいた。

「おい、ノーラはどうした？」

　いくら使用人と雇い主の距離が近いこのライセン家とはいえ、奥方付きのメイドではなく、直接奥方が扉を開けるとはどういうことだ。カシュヴァーンの問いに、アリシアは夫を部屋に招まねき入れながら教えてくれた。

「さっきルアークが、セイグラムが席を外した、と教えてくれたので、レイデン伯爵様のところに行きましたの」

　神出鬼没の死神少年は、ノーラの恋をそんな形で応おう援えんしているらしい。

「さっき一回失敗したので、今度こそセイグラムの眼を盗んでみせるって、ノーラは張り切っていましたわ！」

　主しゆ旨しが変わってきている気がするが、それはこの際置いておこう。今はノーラがいないほうが好都合である。

「なるほど、ルアークほどの腕ならば、訓練をしつつ人の恋こい路じを支し援えんできる訳だ」

　セイグラムにばれなければいいが、と思っているカシュヴァーンを見上げ、アリシアが改めて尋ねてきた。

「ところでカシュヴァーン様、どうなさったのですか？　私に何かご用事……？」

　当然の質問に応じ、いざ目的を伝えようとすると、なんだか恥ずかしくなってきた。しかしここで引き返す訳にはいかないと、必死に自分を鼓こ舞ぶする。

「あー、なんだ、さっき言っていた、シイル嬢との往復書簡の話なんだが」

「え？」

「よければ俺が、シイル嬢の代わりをしてやろうかと思ってな」

「えっ……、カシュヴァーン様が、続きを書いて下さるのですか？」

　よほど意外だったのだろう。眼鏡の奥の瞳をまん丸く見開き、びっくりしているアリシアに、カシュヴァーンは慌ててつけ足す。

「いや、その、嫌ならいいんだ、嫌なら。俺はその……あまり小説なんぞ読まんからな。面白い話にできないとは思うし、迷めい惑わくなら」

「とんでもありません。嬉しいですわ、カシュヴァーン様がそんなことをして下さるなんて……！」

　心からの喜びを、アリシアは顔いっぱいの笑みで表現してくれる。出会い頭がしらからカシュヴァーンを魅み了りようしてやまない笑顔は、嬉しさと少しばかりの痛みをこの胸にもたらす。

　好かれていることはもう知っている。彼女の「王子様」として選ばれた自覚はあるし、この栄えい誉よを誰にも譲ゆずる気はない。

　ただ、父という「怪物」に対たい抗こうするため長く「怪物」として生きてきた身には、時折その称号が重いのだ。……手に入れてしまった幸せが、怖いのだ。

　一度はこの腕に抱いた「お姫様」が逃にげていった時、自分は「王子様」として黙ってその背を見送ることができるのか。

　──誰よりも憎んだあの「怪物」のように、彼女を引き裂いてしまわないか。

　カシュヴァーンの心中など知らぬげに、アリシアはなおもにこにこと微笑んで、

「やっぱりリュクやトレイスのような、芸術を愛する者がお側に集まってきたからですわね!!」

「……そうかもしれんな……」

　リュクはとにかく、トレイスの絵を見て芸術的感性が育ったのだと思われると複雑だったが、今は流した。

「ああ、では、今までのお話を読んでいただかないと。すごいんですのよ、シイル様の才能は！　私が出した怪物を、それは鮮あざやかな手並みで瞬しゆん殺さつ……」

　楽しそうに説明しながら、アリシアは手紙が保存されているらしき戸棚を振り向き……一瞬、止まる。

「アリシア、どうした？」

「あ、いえ、なんでも。あの……これですわ」

　すぐにアリシアが探し当てた、非常に見覚えのある手紙の束を、カシュヴァーンは素そ知しらぬ顔をして受け取った。

「椅い子すを借りるぞ」

　ひと言断りを入れ、翼持つ怪物の像が背に彫ほられた黒い椅子に座ったカシュヴァーンは、往復書簡に眼を通し始めた。アリシアも同じ意い匠しようの椅子に座り、嬉しそうに、だがどこか不安そうに夫を見つめている。







　といっても、三分の二ぐらいはすでに検閲済みなのである。律儀に注釈まで入れて記録を取っていたせいもあり、最初のほうはあっと言う間に読み終えた。

「まあ、カシュヴァーン様はあまり本を読まれないということですのに、早いですわね！」

　時折アリシアにそんなことを言われ、背中にちょっと汗をかきながら、どんどん読んでいく。そしてすぐに、実際に読んだことのなかった手紙まで辿り着いた。

「……ん？」

　おかしい。

「どうかなさいました？　カシュヴァーン様」

　夫の様子を見守っていたアリシアの問いに、カシュヴァーンは眉み間けんにしわを寄せながら答えた。

「いや、思っていたのと話の流れが違ってきたような……」

　意に沿わない結婚を嘆くお姫様のところに怪物登場、王子様が撃退。今度は意に沿わぬ結婚相手が怪物に変身、また王子様が撃退。

　このあたりまで読んだ時点で、カシュヴァーンはこれ以上は無意味と判断して検閲をやめたのだ。しかしその後、物語は思わぬ方向に展開していた。

　まず、アリシアがとうとう王子様自身を怪物にしてしまった。

　シイルはなんとか方向修正を試みたが、いずれも不発。やがて彼女は大だい胆たんな軌き道どう転てん換かんを試み始める。

　それまではお姫様と王子様の幸福な結末に向けて突き進んでいたお話は、元王子様の怪物がどうせ報われないのならと、お姫様を食べてしまおうとする話になり始めていた。まともなハッピーエンドを迎えられそうにない以上、切ない悲恋としてまとめようとしたのだろう。

　開き直ったシイルの筆ひつ致ちは、むしろアリシアよりも生き生きと醜い怪物の苦悩を描き出している。もしかすると彼女にはこちらのほうが才能があるのかもしれない。

「……読み終わりました？」

　最後の一枚を読み終え、ふっと息を吐はいたカシュヴァーンに、おずおずとアリシアが確認を取る。

「……ああ」

　相あい槌づち以外の言葉を口にせず、カシュヴァーンはただじっと手元の便びん箋せんを見つめている。するとアリシアは、珍しく瞳を伏せながら感想を求めてきた。

「あ、あの……、どう、ですか？　続けられますか？」

「……ちょっと、難しいな、この続きは」

　カシュヴァーンの答えを、アリシアは予測していたようだ。いつもの無む邪じや気きな無神経さはどこへやら、あたかも普通の貴族の令嬢のように曖あい昧まいな言葉を紡つむぐ。

「む、難しいですか……そうですわよね、私もどうしようか迷っていて……その、ご無理なら……きゃっ!!」

　その手をカシュヴァーンは取り、自分の膝ひざの上に引き寄せた。

　呆あつ気けなく倒れ込んできた小さな体は、すっぽりと腕の中に収まった。触り心地のいい亜麻色の髪を撫なでながら、ともすれば漏れ出しそうな喜びを抑おさえて、そっと尋たずねる。

「……お前の描く怪物は、どうしてさっさとお姫様を食わないんだ？」

「え……？」

「元王子様の怪物さ。シイル嬢がたっぷり話を盛もり上げ、涙ながらに王女を食おうとしたところまで書いて手紙を返してきたのに、なんで急に『今日は腹が一杯だから寝る』とか言い出したんだ。おかしいだろう」

「それは……その」

　例の「おなかが痛い」気持ちを覚えているのか、アリシアは薄い胸に手を当て小さな声で答えた。

「だ、だってあの怪物は、とってもお姫様が好きなんですもの……食べてしまったりしたら、怪物もお姫様もかわいそうですわ……」

「……そうか」

　緩ゆるんでしまいそうな口元を引き締め、ひとまずうなずいてから、さらに質問を重ねる。

「では、なぜお姫様は怪物を殺さない？　せっかくシイル嬢が、お姫様が眠る怪物に向かって剣を振り上げたところまで書いてよこしたのに、どうして『もう眠いから寝ましょう』とか言い出すんだ。しかも怪物の隣に潜もぐり込んで寝るし」

「ええと、それは……」

　背に流れる髪を優しく指で梳すきながら問うと、アリシアはうろうろと視線をさまよわせる。

「だって、その……シイル様の書く怪物は、あんなにお姫様のことを好きなんですもの……」

　例の美文調で、怪物と化した王子様は切々と姫への愛を語る。化け物として生まれた身を嘆き、だからこそ高貴な姫君へ募る想いに引き裂かれる苦しみを叫ぶ。

　無論完璧王子様を偏へん愛あいするシイルの紡ぐ物語は、怪物とお姫様の恋を赦ゆるさない。しかし、普段なら喜々として怪物の口にお姫様を放り込んでしまいそうなアリシアは、シイルが作った道筋をいつも台なしにしてしまうのだ。

「こんなに想われているんですもの……お姫様もきっと、怪物のことが好きなんですの……なのに殺してしまったら、お姫様も怪物もかわいそうでしょう……？」

「……お前の物語のお姫様は、怪物のことが好きなのか？　……自分を食べようとしていたような奴を、しかも王子様に化けて近づいてきたような相手を、赦せるのか？」

　なおも追及してやると、アリシアは迷う素そ振ぶりを見せながらもこっくりうなずいた。

「い、今までの怪物は、ただお姫様を食べようとしていましたけど……」

　赤みを帯おび始めた柔やわらかな頰に、我が慢まんできずに触れる。ひゃっ、と驚いたようにアリシアは声を上げたが、目線でうながすとふるふると震えながら続きを答えてくれた。

「王子様のふりをしていた怪物は、お、お姫様がこのまま側にいてさえくれれば……もしかしたら、その、他の物を食べて我慢できるかもしれないって……そう思って、私……」

「──そう、か」

　最早こみ上げる感情を抑おさえられそうにない。我ながら締まりのない顔をしている、と自覚しながらカシュヴァーンはアリシアを抱いて立ち上がった。

「カシュヴァーン様？」

　びっくりしているアリシアには何も答えず、文机からペンを取って来て椅子に戻った。そしてシイルからの最後の手紙の余白に、さらさらとこう書きつける。




「なんだかんだありましたが、怪物とお姫様は結ばれて、二人はいつまでもいつまでも幸せに暮らしました」




　シイルの手紙の直前の行は「輝く光の尾を引いて、許されざる恋に終しゆう止し符ふを打つように、流れ星が夜空から迫ってくる……！」となっていたが、無視した。

「……どうだ？」

　おぼろげな視力しか持たないアリシアによく見えるよう、便箋を掲かかげてやると、アリシアは食い入るようにじっと見つめている。

「俺は文才がないからな。無論、ちゃんとした本は図書室にたくさん用意させているから……」

　あまりにも凝ぎよう視しし続けているので、気恥ずかしくなったカシュヴァーンが言い訳をすると、アリシアは「いいえ」と首を振った。その唇くちびるには笑みが浮かんでいる。

「すてきです」

　アリシア限定で視力が落ちた、と評判のカシュヴァーン以外の人間をも魅了する、明るい笑みが地味な顔を輝かがやかせている。

「とっても、とってもとってもすてきなお話になりましたわ！　ありがとうございます!!」

「……そうだな」

　微笑みに吸い寄せられるように、カシュヴァーンは首を傾かたむけてアリシアに軽く口づけをした。

「んっ……！　あ、カシュヴァーン、様……」

　真っ赤になってうつむくお姫様のあごを取り、ぎゅっと抱きしめて今度は深く唇を重ねる。同時にアリシアの左手の薬指をそっとまさぐりながら、

「好きだ、俺のお姫様。大好きだ。……愛している」

　耳元に息を吹きかけるような告白の意い図とは、半分ぐらいはちょっと泣きそうになっている自分の顔を隠すためだった。案の定気づいた様子なく、アリシアは首に腕を回してすがってくる。

「わ、私も、好きです……カーシュ様。私の、王子様……大好き……愛して、います……」

　陳ちん腐ぷな言葉を交かわすだけで、胸が幸福に満たされる。安いものだと己を笑いながら、カシュヴァーンはますます強く妻を抱きしめた。

　──世の中の他の怪物が不幸な末路を辿ったから、どうだというのだ。物語の整合性がなんだ。美しい文章でなくて何が悪い。

　カシュヴァーンのお姫様は怪物を愛しているのだ。

　そして彼女の怪物も、誰よりも深く深く、お姫様を愛している。

　自分たちの物語に、他に必要なものは何もない。














　まだ続く雨音に耳を傾けながら、とりとめもなくお茶を飲んだり、話をしたり、合間に手を握ったり口づけをしたりしているうちに、瞬またたく間まに時間は過ぎた。アリシアの正確な腹時計が鳴り、そろそろ夕食の時間が近いことを示す。

「もうこんな時間ですのね。今日の夕食は何かしら……」

「カシュヴァーン様、アリシア様、いらっしゃいますか」

　アリシアの言葉を聞いていたかのように、外から夫婦を呼ぶトレイスの声がした。

「……あの、お邪魔なようでしたら、いいですからね？」

「変な気を回すな、トレイス。構わんぞ、なんの用だ？」

　まだノーラが戻ってこないので、カシュヴァーンが扉を開けると、トレイスがかしこまった様子で頭を下げてくる。

「これはカシュヴァーン様自みずから、ありがとうございます。あ、ノーラはやはりいないのですね……？」

「断っておくが、俺が来た時からノーラはいなかったんだからな。たぶんまだティルのところにいるんだろう」

　まだ誤解したままらしきトレイスにため息をついていると、後うしろからアリシアが顔を出した。

「ご機き嫌げんようトレイス、今日の夕食は何かしら？」

「ご機嫌ようございます、アリシア様。特にご希望がなければ、実は先ほど、カワナシウナギを手に入れたのですがいかがですか？　この雨で流されてきたらしいです。お二人なら特に問題なく食べられるでしょうが、一応確認を、と思いまして」

　カワナシウナギとは、シルディーン王国とその近辺の川に住むウナギだ。〈翼の祈り〉の教義に従えば、本来水の中で生きるものは食さないはずだが、「海産物よりはまし」という理由で食卓に上がることもしばしばである。

　特にアズベルグのような、食べ物の選えり好みのできない地域ではその頻ひん度どは高い。だが年寄りほど頑がん固こに拒むので、「おじいちゃん、これは川じゃないところにいたよ」と苦しい言い訳をしたことから、その名がついたと言われている。

「……お前、さては『暖炉の上の猫魔王』を読んだな？」

　今日はよくその名称を聞く、と思いながらカシュヴァーンが突っ込むと、トレイスは少し赤くなって「表紙の猫魔王様が可愛かったので、つい……」と漏らした。

「あの、違いますからね、カシュヴァーン様。確かにウナギは精がつくそうですが、私はそういうことを推すい奨しようしている訳では」

「……いや、だからお前は、余計なことに気を遣つかいすぎなんだよ」

　子供の頃から変わらんな、と苦笑した頭の中に、頭から血を流しながら「はげないといいですね、はは」と下へ手たな冗談を言っていた少年のトレイスが浮かぶ。「なんでお前の髪はジーナと同じ色なのか」とレジオールに難なん癖くせをつけられ、金髪をひと束たば引き抜かれたのだ。

　──暗い記憶はこれからもたびたび息を吹き返し、自分たちを襲うだろう。死者は時に生きていた時よりも力を持ち、生者の頭ず上じように君臨し続けるのだから。まるで神のように。

　だがティルナードも言っていたではないか。みんな不幸になることが分かっている未来より、愛する人と幸せになる未来を選ぶためにがんばる、と。

「まあ、トレイスもあれを読んだのね!!」

　アリシアはとっくに『暖炉の上の猫魔王』を読破ずみらしく、嬉しそうに「ウナギがおいしいにゃー」と真似をし始めた。あまりの可愛さに妻の猫耳姿を幻げん視ししてしまったカシュヴァーンだが、トレイスの手前自じ粛しゆくする。

「みんな揃そろってあれを読んだのだから、今夜はカワナシウナギでいいだろう。ティルにも精をつけてやらないといかんしな。……いや、単純に体力をつける、という意味で」

　トレイスの眼が鋭くなったような気がしたので、カシュヴァーンは慌てて言い足した。そこへ、

「えへへー、ウナギおいしそう！　俺、あれと豆を煮たやつが好きだよー」

　トレイスの背後になんの前触れもなく出現したのは、言わずもがなのルアークだ。

「あらルアーク、あなたはノーラに協力していたんじゃないの？」

　アリシアの質問に、ルアークは苦笑いしてみせる。

「いやーそれが、セイグラムさんから『お前、これ以上余計なことをするとジェダがどんな目に遭うか分かってるな』って脅おどされたんで、引き上げてきちゃった。えっと、ティルぼっちゃんとこは今修しゆ羅ら場ば真っ最中だと思うから、早めに切り上げるためにもさっさと夕食にしてあげたほうがいいかもね」

　案の定セイグラムにばれたようだ。ジェダの姿が見えないのは、おそらく逃げ損そこねてティルナードと一緒に説教を食らっているに違いない。

　だが全員揃っての夕食の時刻ともなれば、セイグラムも説教を中断してくれるだろう。カシュヴァーンもうなずいて、

「それがいいだろう。ではそのようにダンに伝えてくれ、トレイス」

「かしこまりました」

　料理人への伝言を請け合ったトレイスが、ひと足先に階下に向かう。

「うふふ、今夜は『暖炉の上の猫魔王』で盛り上がれそうですわね！　ノーラにも薦すすめてみましょう、あれはそんなに怖くないし」

「二度と奥様の薦める本は読みません」宣言をしているノーラがどう思うかは疑問だが、アリシアはとても嬉しそうだ。

「俺も読んでみようかにゃー」

　アリシアと一緒になって、ルアークもきゃっきゃとはしゃぎだす。黒と赤とで構成された陰いん気きな屋敷には不ふ釣つり合あいなはずの、見慣れた光景。

「どうせならあの本、今ティルたちのところに持っていってやればどうだ？　個人的に、セイグラムがどんな顔をしてあれを読むのか見たい」

　カシュヴァーンの提案に、ルアークは意味ありげに笑う。

「カシュヴァーンおにいちゃんは、楽しそうに読んでたよねー」

「……戦闘訓練をしつつ人の恋路を応援しつつ覗き見とは、腕を上げすぎだぞ貴様」

　雨はまだ続いており、たぶん明日も被害状況の見回りに行かないといけないだろう。だが妻や「息子」といつもどおりの会話を交わしながら、階下に向かうカシュヴァーンの心は晴れやかだった。











終　










　あとがき




　いつもとかなり勝手が違ってどきどきしています、小お野の上がみ明めい夜やです。シリーズ十作目にして初の短編集『死神姫の再婚　─五つの絆きずなの幕まく間あい劇げき─』を読んでいただきましてありがとうございました!!

　毎回あとがきで新キャラの話をしていますが、今回は新キャラはいないので、五つの短編それぞれについて書いていこうと思います。







「たとえ生まれ変われなくても」

　ルアークのお誕生日の話です。時系列的には六巻と七巻の間。「お父さん」と「お母さん」の誕生日の真ん中に設定してもらった誕生日を、ちょっと居い心地ごこち悪そうに祝ってもらっている「息むす子こ」が、書いていて新しん鮮せんでした。普段あんまり感情的にならない、というかへらっとなんでも流してしまうルアークなので、たまにはこういうのもいいかなと。

　カードゲームのくだりや、バルロイとの酒飲み勝負についてはいずれどこかで書きたいと思っていたので、書けて嬉うれしかったです。しかしカシュヴァーンは酔よっぱらいのふりをしすぎだし、ジェダは自分がなさすぎですね!!　アリシアはいつものほほんとしながら、割と我がを通すタイプなので、少し見習えばいいと思います。




「あなたにありがとう」

　本編ではほとんど触ふれられない、レイデン主従の日常と「あいつ」とのお別れの話です。八巻と九巻の間の話なので、時系列的には実はこの本の中で一番最後なのですが、いろいろ順番を考えた結果二番手になりました。久しぶりの一人称が楽しかった！　ティルは突っ込みとしても成長した気がします!!

　そんなティルにとっては、やっぱり「あいつ」は今でも大切な人なんだろうと思います。もちろんノーラとセイグラムはそれ以上に大事なのでしょうけど。ジェダも加わり、レイデン家はレイデン家でにぎやかになってきましたが、ここにセイグラムの兄夫婦を加えるとどうなるんだろう……。




「私がお姫様だった頃」

　本の中の「お姫様」にあこがれる本物のお姫様・エルティーナと、ろくでなし王子にぎりぎりするろくでなし王子様・ジスカルドのお話。時系列的には六巻と七巻の間ぐらいでしょうか。

「絆」を冠かんしたこの巻において、最も絆から遠い、苦い大人の恋の話です。いい女ほど男を見る眼がないのは、世の常なのでしょうかね……。本編ではオーデル夫妻も今後いろいろと動きがありそうなので、注目していただけると嬉しいです。




「灰色の想い」

　少女小説なのに巨乳好きの傭よう兵へいのおっさん目線で送る意欲作!!　こちらも六巻から七巻の間、ラグラドール国内のあれこれを胸に秘めながらレネをどうにかしてやらねば、と悩むバルロイの話です。カシュヴァーンとバルロイは、幼女に振り回される運命のようです。

「FBonline」で連載させていただいた番外編もそうなのですが、最近バルロイとトレイスの対決が自分の中でブームです。トレイスに勝てないのもこの師し弟ていの運命なのかもしれませんね。




「そして二人は、いつまでもいつまでも」

　携帯番外編を読んでいらっしゃる方にはお馴な染じみ？　エルティーナからの入れ知恵が詰まった手紙をこっそり検けん閲えつし、さらなる罪悪感を背負い込む苦労性な怪物王子のお話です。

　カシュヴァーンと父レジオールの話は、普通に書くと最初が陰いん鬱うつで終わりが悲ひ惨さんという有あり様さまなので、おつまみ程度に入れ込んでみました。カシュヴァーンのお姫様は眼も趣味も悪いようですが、終わりよければすべてよし、というやつです。

　シイルとの往復書しよ簡かんネタはどこかで使いたいと思っていたので、ここで出せてよかった！あと個人的に、『暖炉の上の猫ねこ魔ま王おう』はひそかにお気に入りなので再び使えて嬉しかったです！







　ところで以前から告知していた「死神姫」コミカライズについてですが、冨ふ士じ原わら良りようさんにお願いすることが決定しました！　岸田メルさんとはまた違った魅み力りよくのある、素晴らしい絵を描かれる方です。詳しよう細さいはこの本と同日発売の「コミックビーズログ　キュン！」にも載のっておりますので、ぜひチェックしてみて下さいね!!

『おにいさまへ…』を一緒に読んで下さった担当・山内様、意外にゲームの趣味が近いイラストレーター・岸田メル様とがんばりますので、本編次巻もよろしくお願いします。





二〇一〇年九月　　小野上明夜　　　　　　
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12月14日生まれの射手座のＯ型。

正直デビューシリーズが10冊出るとは思っていませんでした!!　メディアミックスの関係で、年に何回かは１巻を読み返す羽目になるのですが、かつての全く仲良くない彼らが「絆」をテーマにした短編集を出せるまでになったんだな……と思うと非常に感慨深いです。




ブログ「空のお城」

http://onogami.blog103.fc2.com/










イラスト

岸田メル

Mel Kishida




あっという間の10冊目ですね。死神姫はタイトルに巻数がないので、記憶力が頼りない私は改めて確認して「えっ、10冊目なの!?」と思いました。昨日なんか担当さんと打ち合わせしている時に「飛べない翼」と言われても何巻のことなのか本気でわかりませんでしたからね！　数字なんか重要じゃないんです！　愛着のあるシリーズなのですごく嬉しいです。これからもよろしくお願いしますね。




http://maigo.jp/
















イラスト／岸田メル

デザイン／しいばみつお（伸童舎）












死しに神がみ姫ひめの再さい婚こん




─五いつつの絆きずなの幕まく間あい劇げき─








小お野の上がみ明めい夜や





ビーズログ文庫





2013年8月30日　発行





ver.002





©Meiya ONOGAMI 2010





本電子書籍は下記にもとづいて制作しました

ビーズログ文庫『死神姫の再婚─五つの絆の幕間劇─』

2010年10月27日　初刷発行





発行者　浜村弘一

発行　株式会社ＫＡＤＯＫＡＷＡ





ＫＡＤＯＫＡＷＡ　カスタマーサポート

［WEB］https://www.kadokawa.co.jp/

（「お問い合わせ」へお進みください）

※内容によっては、お答えできない場合があります

※サポートは日本国内のみとさせていただきます

※Japanese text only










デザイン／しいばみつお（伸童舎）












本電子書籍の全部または一部を無断で複製、転載、配信、送信すること、あるいはウェブサイトへの転載等を禁止します。また、本電子書籍の内容を無断で改変、改ざん等を行うことも禁止します。

本電子書籍購入時にご承諾いただいた規約により、有償・無償にかかわらず本電子書籍を第三者に譲渡することはできません。

本電子書籍の内容は、底本発行時の取材・執筆内容にもとづきます。















item/image/cover.jpg





item/image/i-bookwalker.jpg
AT

BOOK>~WALKER





item/image/p014.jpg





item/image/p055.jpg





item/image/p072.jpg





item/image/p026.jpg





item/image/p065.jpg





item/image/p024.jpg





item/image/p005-6.jpg
REMOME| LR 17
AEBSNTELEF

FAEIRICHAVA
O (7) BERDE,

- L § A& |
g REC tE5ANEA

el






item/image/logo-bslog.png





item/navigation-documents.xhtml




Navigation





		表紙



		目次



		たとえ生まれ変われなくても



		あなたにありがとう



		私がお姫様だった頃



		灰色の想い



		そして二人は、いつまでもいつまでも



		あとがき



		奥付











Guide





		表紙



		目次



		本編











item/image/p074.jpg





item/image/p035.jpg





item/image/p078.jpg
- \

=~

=






item/image/p007-8-02.jpg
r r e l a
DT 1 — 2R

57 3/Fl/'f H

2

4% /Dbﬂ-f xmﬁ 41=5))
\ 4‘«' P i

s

IANIE (O
tﬂ)l«ﬂl 1-70E%E ) A
: ~

SUBTh
A PUAR

7 4!!{5?%@‘ /
| \ (re:
) - () ﬁﬁ A
ﬁﬂ;b% o g
N, -

AIE(S O 197>~

SR FASNIRE

TolRRE \&
211222
Q

c<BOSEk)

—— [ Gy, -

£ 4





item/image/p007-8-01.jpg
TUH Ve t'f?ﬂ\

V{7 %4

@G)mmﬂl '

1—7/
L @GN ‘

/
\ )
<= e =) P
& o &K 2R

7=yl F31=N
" azED

710555 AN

H i m e





item/image/p094.jpg
FrmzxrLT!
J=ZwOEBEYSTETEZTIT
ETXRRETY,
INREFZOEICBAREIC
RERrRFTESNTEH>TEY,
72 'J J?O)EB?EID\?J BB E,
A(J%ﬁ’é hLTHD ?i?;“( <)






item/image/p009.jpg





item/image/p041.jpg





item/image/p046.jpg





item/image/p089.jpg





